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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　執着心







　ある晴れた日。

　僕は愛を見つけた。

　泥どろと闇やみにまみれていた孤こ独どくな僕は、急に愛を見つけた。

　独りじゃないと知って狂きよう喜きした。




　だけど愛を見つけたら、今度は失う可能性があるのだと知った。




　でもそれはなぜだ。

　強い僕が、なぜ、愛を失う？

　許さない。

　それは許さない。






　第一章　闇やみよ、有れ







　ある晴れた日に、突とつ然ぜん闇を見る。




　闇を見る。




　闇を見る。




「…………」

　フェリスの背後に、黒い闇が膨ふくれあがったのを、ライナは見上げ、目を大きく見開く。

「……あ」

　闇は獣けものの形をしていた。

　そしてライナは、その闇を知っていた。

　フロワードという、シオンの部下が遣つかっていた、『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。

《黒こく叡えい》の指輪──という名前の、勇者の遺物。

　その獣が、フェリスを襲おそって。

「フェリス！」

　と、ライナは叫さけんだ。

　フェリスはすぐに反応した。ライナの知覚できる速さを、大おお幅はばに上回る速度。

　振ふり返る。

　敵を認にん識しきする。

　一歩下がる。

　態勢を立て直す。

「…………」

　だが、フロワードが使う闇の獣は、彼女よりも動きが速い。

　巨きよ大だいな狼おおかみのような姿をした一いつ匹ぴきが、彼女の肩かた口ぐちに喰くらいつく。

　血が空を舞まう。

　骨が砕くだける音がする。

「ぐっ、あ」

　と、フェリスの苦く悶もんの声。

　影かげの獣が首を振るう。フェリスの肩を引き千切ろうとする。

　だが、フェリスはそれに反応して、その、首が振るわれたほうへと飛ぶ。そのせいで、彼女の体はまるで乱暴な子供にもてあそばれるおもちゃの人形のように、派手に吹ふっ飛とぶ。

　そして、そこでやっと、ライナは動くことができる。吹っ飛ぶフェリスを見上げながら、足をとんとんっと、地面で踏ふみ鳴らす。脳内に真言法と呼ばれる、リューラが残してくれた特とく殊しゆな魔ま導どう式しきを展開する。

　魔法はすぐに完成する。

　指先を黒い獣のほうへ向け、魔ま方ほう陣じんをすべて省略して、




「『稲い死づ光ち』！」




　と、呪じゆ言ごんだけを、唱える。

　刹せつ那な、一いつ瞬しゆんで魔方陣が生まれ、その中央に稲いな妻ずまが現れ、獣へと突つき刺ささる。

　獣は消える。

　フェリスは解放される。地面に落ちてくる。肩の傷はひどい。左ひだり腕うではぐったり垂れ下がっている。

　だが、致ち命めい傷しようではない。致命傷でなければ、『死デのル転ニ移オ』という勇者の遺物で治せる。

　フェリスが腰こしの剣けんを抜ぬく。さらに一歩下がり、ライナの肩に背中を預けてくる。

「ライナ!!」

「ああ」

　二人が交かわした言葉は、それだけ。だが、意思の疎そ通つうはできた。

　傷はあるが、いまは問題ない。

　敵だ。おそらくフロワードだ。

　なぜ襲ってきたのかはわからないが、対処する必要がある。

　フェリスは負傷し、左ひだり肩かた背面の守りが弱い。だからそちらを援えん護ごして欲しがっている。

　というような状じよう況きようを、ライナはフェリスの表情で判断し、それから、指先に灯ともした光で、空間に文字を描えがいていく。

　それは旧エスタブールの魔法騎き士し団から奪うばいとった、脳のリミッターを外して身体能力を極限まで酷こく使しする魔法。

　それを、唱える。

「……我・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」

　すると彼の全身がうっすらときらめく。加速が始まる。これで、ある程度はフロワードが遣う闇の獣に対応できるはずだ。

　そして。

「…………」

　と、ライナは前方を見つめた。

　彼らがいまいるのは、貴族たちが住まう区画。かつてリューラ・リュートルー公こう爵しやく邸ていがあった場所だった。

　建物がない、広大な更さら地ちの中央にリューラの研究室は隠かくされていたのだが、その、更地の向こう。

　舗ほ装そうされた道に、全身黒ずくめの男が立っていた。

　長い黒くろ髪かみに、黒い服、黒い──《黒叡》と呼ばれる指輪。

　ミラン・フロワードだ。

　ライナはそちらを見て、言う。

「……いったい、どういうつもりだ？」

　だがフロワードは答えない。ただ、指輪を振るう。

　するとフロワードの足あし下もとにある影が膨れあがる。

　獣が三匹。

　悪魔のような姿をしたバケモノが二匹、地面から盛り上がってくる。

　だがライナはそれを半眼で見つめて、言う。

「おいフロワード、いい加減にしろよ。おまえじゃ俺らに勝てない。もう、前に戦ったときとは違ちがうぞ」

　フロワードが薄うすく笑う。

「そうですか。ならその力を見せてください」

　ライナはそれに笑い返して、

「もう、見せてる」

　と、言ったところで、背後の、リューラの研究室の中から、アタッシュケースのような鞄かばんが転がり出てくる。ずずずっと地面を引きずりながら移動し、ライナの足下に落ちる。

　フロワードがその鞄を見下ろして目を細める。

「……リューラ・リュートルー公爵の遺産ですか」

　どうやら、フロワードはこの鞄の中身について、知っているようだった。リューラと戦ったことがあるのだ。

　ライナはにやりと笑って、言った。

「降参すんなら、いまだぞ」

「ではすでにリュートルー公爵の魔法を使いこなせると？」

「ある程度はね」

「バケモノが」

　と、挑ちよう発はつするように言ってくるフロワードに、ライナはおどけてみせる。

「よく言われる。けど、親おや父じよりはマシだよ。ま、話はこのへんで、降参しないんなら、やりあおうぜ。拘こう束そくして、なんで襲ってきたか、吐はかせてやる」

　するとそこで、横からフェリスが言ってくる。

「おい、そんな余よ裕ゆうな態度で……」

　だがライナは遮さえぎって、言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。フェリスはちょっと休んでて」

「しかし」

「ま、見てろって。親父のおかげで俺、たぶん、ちょっとくらいは強くなったからさ」

　と、一歩前に出る。

　同時にフロワードが指を振る。

　悪魔二匹と、獣三匹が飛びだしてくる。

　ライナはそれに対して、走り出す。

　背後でフェリスの声がする。

「あんまりいい気になって油断するなよ馬ば鹿かライナ！」

「ほーい。気をつけます」

　と、軽く手を振る。その手の勢いが自分の想像より速い。エスタブールの魔法で加速されているのだ。

　地面を蹴ける。

　蹴る。

　二回蹴ったところで獣とぶつかる。

　一匹がライナの首に喰らいつこうとするが、それに彼は呟つぶやく。




「『稲い死づ光ち』！」




　稲妻が生まれ、獣を消し飛ばす。

　次の獣が二匹同時に襲いかかってくるが、その二匹の前に、リューラの鞄の中から溢あふれだした呪じゆ符ふが壁かべになって立ち塞ふさがる。

　その、隙すき間まを縫ぬって、ライナは獣の群れを抜ける。

　フロワードの前に悪魔が二匹立っている。

　動きは獣けものよりも速い。

　加速しているライナよりも、速い。

　左右から悪魔の爪つめが振り下ろされる──が、そのときにはすでに、ライナは両手で二つ、魔方陣を描き終えている。

　右は『光燐くうり』。

　左は『焰陽ほむら』。

　光の槍やりと、炎ほのおの渦うずが放たれる。『光燐くうり』は悪魔を捉とらえ、殺す。

『焰陽ほむら』からは悪魔が離り脱だつしてよけてしまうが、別に悪魔はどうでもいい。

　悪魔の使用者さえ潰つぶせれば、それで終わりだ。

　中央にいたフロワードへめがけて、ライナは進む。

　フロワードはこちらを見る。魔方陣を描いている。ローランドの魔法だ。『光燐くうり』だ。かなり速い。フロワードは魔法も相当に得意そうだった──が、

「俺よりは全然遅おせぇよ」

　ライナは魔方陣に手を突っ込む。

　その魔術式を、書き替かえる。

　書き代える。

　書き換かえる。

　魔方陣はいつの間にか、別の魔法のものに変わってしまっている。

『縛ばく呪しゆ』だ。

　光の縄なわで、敵を拘束する魔法。

　フロワードは、しかし、それに反応しない。その魔方陣はフェイントで、本命はどうやら、《黒こく叡えい》の指輪による攻こう撃げきのようだった。指がちらっと動くのが見える。フロワードの足下から、さらなる影のバケモノが生まれようとする。

　だが、ライナはそれに対応せずに、フロワードの黒い髪かみをつかむ。その頭を引っ張りながら、膝ひざ蹴げりを腹にたたきこむ。

「ぐっ」

　フロワードの苦悶の声。

　だがフロワードは指を振ふり切ろうとする。獣の体が、地面から半分浮うき上がってくる。

　だが、無視してライナはその、フロワードの指輪がついている指を、つかむ。折る。指輪を引き抜く。ライナはそれを指にはめる。

　刹那、その指輪の使用法が指先から伝わってくる。

　それはとても複雑だった。

　脳が破は壊かいされてしまうんじゃないかと思えるほどに複雑で、凶きよう悪あくで、安易な全能感が伝わってきた。

　きっと普ふ通つうの人間では、これを使いこなすことはできないだろう。選ばれた人間が、長い時間をかけて、少しずつ、少しずつ、その指輪に慣れていくのだ。

　その指輪の凶悪さに慣れていくのだ。

「…………」

　だが、ライナの脳はその指輪の《魔ま》に対して、あっさり順応してしまう。

　解かい析せきしきってしまう。




　一秒。

　二秒。

　三秒あれば──十分だった。




　影かげを飼い慣らす。

　闇やみを飼い慣らす。

　我は闇の王だ。

　世、常とこ世よ、常とこ闇やみに包くるまるる宙そらをうめ尽つくすは──




　と、少し我を失って、指輪を解析し始めてしまっていた途と中ちゆうで、フロワードに顔面を殴なぐられた。

「……うあっ」

　顔が跳はね上がる。

　唇くちびるが切れて、血が流れるのを感じた。

　だが、それだけだ。

　ライナはそれに、フロワードのほうを半眼で見て、言った。

「……おっと、悪かった。指輪の力があんまり凄すごすぎて、おまえのことを忘れてたよ」

　そう言いながら、指輪を振るう。フロワードが生み出していた悪魔が、ライナの指揮下に入る。フロワードの影から生まれようとしていた獣が消え、ライナの足下から、獣が生まれ直す。

　その数は五十匹ぴきを超こえるだろうか。

　フロワードが、その獣たちを冷たい瞳ひとみで見る。

　ライナはその、フロワードの胸むなぐらをつかんで言った。

「……で、戦せん闘とうは終わりでいいかな？　俺が本気になったら、おまえは肉にく片へん一つ残らない」

　この指輪の能力は、そういう能力だった。闇の中に、敵の体を喰くらうのだ。

　フロワードは感情のない瞳のまま、ライナを見つめて言う。

「……そうですね、勝負はつきました。私はあなたにはかなわない。まあ、それはわかっていたことですが」

　ライナはそれに、手を放さないまま言った。

「わかってた？　ならなんで襲おそってきた」

「…………」

「あ、言っとくけど、フェリス傷つけられたから俺、機き嫌げんめちゃくちゃ悪いからな。ちゃんとした答えじゃなかったら、腕うでの一本くらいは闇に喰わせるぞ」

　という言葉に、フロワードはこちらを見て、馬鹿にするように笑う。

「そういうことが出来る人じゃないのは知って……」

　が、ライナは言った。

「闇よ、有れ」

　獣が一匹、飛びだしてくる。フロワードの腕に飛びつき、喰らいつこうとしたところで、止まる。

　フロワードの表情は変わらない。冷たい声こわ音ねで、言う。

「……やらないんですか？」

「次なめたこと言ったら……」

「できないですよ。あなたは理想主義で、甘ちゃんで、だからこそ、陛下のそばにいては困るとそう、私は思っ……」

　が、そこでフロワードの言葉が止まった。

　なぜなら彼の、腕が切断されて飛んだからだ。くるくると腕が舞まう。地面に落ちる。切断面から血が流れて、地面を汚よごす。

　それを見て、

「なっ」

　と、ライナは驚おどろく。

　当然だが、フロワードの腕を切断したのは、ライナじゃなかった。

　やったのは、突とつ如じよフロワードの横に現れた、異様なほどの美び貌ぼうを持った金きん髪ぱつの男──ルシル・エリスだった。

　ルシルがそっと、白い手をフロワードの首へと伸のばそうとする。

　それにライナは怒ど鳴なる。

「やめろルシル！　殺すな」

　だが、ルシルは止まらない。フロワードの胸に手刀を突つき立てる。手刀は音もなく、フロワードの胸に刺ささる。薄うすく笑う。

「やあ、黒ずくめ君。君は何度も何度も私の妹を傷つけるけど、それがいつまでも許されると思っているのかい？」

　フロワードは胸に手刀を突き立てられ、腕を切断されても、表情を変えない。

　ただ、冷たい瞳でそれらを見つめてから、答える。

「あまりふざけてると、シスコンのお兄様がお怒いかりになりますか？」

「とっくに怒おこってるよ」

「なら殺せばいい」

「自殺志願者か？　なら望み通り、心臓を引きずり出して……」

「だーからだめだって！　まずはなんで襲ってきたのか聞かないと」

　と、ライナはルシルの手をつかむ。

　ルシルがこちらを向く。なぜか殺気が込こめられた瞳でにらまれて、














「なーんで俺が怒られんのよ」

「妹を守れていない」

「あ～、いや、それはちょっと、言い訳できないけど」

「それに、好きだのなんだのとくだらない話を妹としないでもらえないか？」

　などというのを、怒っているらしい。

　そのシスコンぶりに、ライナは思わず笑って、

「……おまえが心配してるようなことはねぇよ？」

「殺すぞ」

「えーと」

「殺す」

「あー、いまはそういうの、いいや。とにかくフェリスとフロワードの傷の治ち療りようしないと、出血多量で二人とも死ぬぞ」

　というのに、フロワードが懐ふところから小さな石のようなものを取り出す。

　他者の血を大量に吸うかわりに、傷を癒いやすことができる、『死デのル転ニ移オ』という名の勇者の遺物だ。

　それを見下ろして、ルシルが言った。

「おまえの血で、妹の傷を治そう」

「いえいえ、すでに血は充じゆう塡てん済みです。一つをフェリスさんに投げてもいいですか？」

　フロワードの言葉に、ルシルがうなずく。フロワードは石をフェリスに投げる。彼女は『死デのル転ニ移オ』を受け取り、治療を始める。

　傷がみるみる塞ふさがっていくのをライナは確かく認にんしてから、聞いた。

「ってか、それ用意してたってことは、ほんとに負けるのわかってたのか？　フェリスか俺が傷ついたとしても、治療する準備をしてた？」

　フロワードはあっさりうなずく。

「ええ、そうなりますね」

「なら、なんで襲ったのよ？」

「その前に、私も腕の治療をしていいでしょうか？　このままだと本当に、失血死してしまいます」

　確かに、フロワードの顔色はだいぶ悪くなってきていた。立ってるのも辛つらいだろう。当然だ。腕を切断され、胸を貫つらぬかれているのだ。

　ライナはルシルを見て、言った。

「おい、ルシル。こいつの話は俺が聞くから、放してやれよ」

　ルシルはちらっとこちらを見てから、手を放す。

　するとフロワードはがっくりと地面にくずおれる。やはり、立っているのがやっとだったのだ。ふうっと小さくため息をつき、地面に落ちた腕を拾おうとして、しかし、ルシルがその腕を蹴ける。

「おっと、すまない」

　フロワードにはその、腕を拾いにいく力が残っていない。

　ライナはそれに、

「おいおい、ちょっと意地悪すぎるだろ、おまえ」

　と、フロワードの腕を拾いにいく。そのまま切断面に押しつけてやる。『死デのル転ニ移オ』が発動して、傷口の修復が始まる。

「ってか、なんで俺がおまえを助けてんだよ」

　フロワードはこちらを見上げて、言う。

「甘ちゃんだからでしょう？」

「おまえ、腕もっかい引き千切るよ？」

「やめてください」

　と、冷たい声音で言ってくるのに、ライナは腕をさらに強く押しつけてやる。切断面の傷が消えていく。手刀で刺された胸の傷も消える。

　それはあきらかに異常な光景だった。致ち命めい傷しようが、みるみる治っていくのだ。

　それをライナはぼんやりと見つめて、言う。

「この『死デのル転ニ移オ』の血は、どこで集めた？」

「それは聞かないほうがいいのでは？」

　ライナはそれに、フロワードをにらむ。

「おまえ……」

「冗じよう談だんです。ローランドで兵士たちに定期的に献けん血けつしてもらって溜ためている血ですよ」

　という言葉に、ライナは言った。

「信じられないんだけど」

「別にあなたに信じてもらう必要はありません」

「…………」

　そこで、フロワードが立ち上がる。

「だいぶ傷が癒えてきました。手を放していただけますか」

「あ、うん」

　と、腕を押しつけていた手を放す。

　ライナは聞いた。

「んで？　なんで襲った？」

「頼たのまれたから、ですかね」

「誰だれに？」

「大陸に」

「は？」

　するとフロワードが、少し自じ嘲ちようするような顔で笑って言った。

「いえ、信じてもらえないと思うので、この部分はあとでゆっくり話しますが──とりあえずライナさんが大切にしている人間を、殺したいと思っている勢力がいます」

「俺が大切にしている人間？」

　と、聞くと、フロワードはうなずく。

「ええ。殺されてしまったら、あなたが傷つく人順に、おそらく狙ねらわれる」

「で、そいつらに頼まれて、おまえはフェリスを狙った？」

「……ええ」

「じゃ、おまえはそいつらの仲間なの？」

「違ちがいます」

「じゃあなんで襲おそう？」

「利害が一いつ致ちしたから、ですかね」

「どんな利害？」

　が、フロワードはそれに、珍めずらしく少しだけ困ったような顔になって首をかしげ、

「……いえ、このへんは、難しいんですよねぇ……くだらない愛と、執しゆう着ちやくと、欲望についての話なので」

　それにライナは言う。

「回りくどそうだから、簡単にして言って」

　するとフロワードが苦く笑しようしてから、言った。

「簡単に、ですか……ああ、そうですね。簡単に言えば、あなたや、フェリスさんは、陛下と仲がいい」

「陛下ってシオン？」

「ええ」

「ま、仲はいいよな。んで？」

「で、私はそれに嫉しつ妬として、仲を壊こわそうとしてみた──ということでしょうか」

　なんて、とてもフロワードの口から出てきそうにない言葉に、

「はぁ？」

　と、ライナはまた声を上げてしまう。

　こいつがなにを言っているのかが、全然わからない。

　するとフロワードは、困ったように笑う。

「まあ、そういう反応になるのは、わかります」

「いや、えーと、だからつまり、なんなわけ？　おまえは俺らと仲良くしたいってこと？」

「いいえ、あなたとは仲良くしたくありません」

「いったいなんなの？」

「ははは、ですがもう、この話はいいでしょう。結局私は完全には理性を失えない。愛に狂くるって暴走できるほど、誰かを愛すことはできなかった──というだけの話なので」

　言いながら、フロワードは接合した腕うでを撫なでる。動きを確認する。指も動くようだった。

　その指をライナは見て、

「指輪返して欲しい？」

「返してくれるんですか？」

「おまえがいい子にしてるなら」

「この状じよう況きようじゃいい子にせざるを得ないでしょう。あなたにはかなわない。エリス家の当主はそれよりももっと強い。もう、私に出来ることはない。不意打ちですら目的が達せられないのなら、もう、私の野心はその程度という──」

　が、言葉をそこで少し止め、それからフロワードはまた、自嘲するように薄うすく笑う。

「いや、フェリスさんを殺す方法はいくらでもあった。でも、こんな正せい攻こう法ほうしかしなかった──という段階で、私は理性が捨てられないんですかねぇ」

　と、なにやらいろいろと葛かつ藤とうがあるようで、ライナは聞く。

「おまえ、なにを悩なやんでんの？」

　フロワードがこちらを向く。

「あなたと比べたときの、私の、人間味についてです」

「はぁ？」

「あなたは人間に虐しいたげられ、牢ろうに入れられ、心の中にバケモノを飼ってるくせに、怖こわいほど甘ちゃんじゃないですか。いったいそれ、どうやるのかな、と思いまして」

「それ、えーと、馬ば鹿かにしてんの？」

「ええ」

「ぶっ殺すよ？」

「エリス家の当主はやるでしょうが、あなたは甘ちゃんだからできません」

「うーん」

　とうめきながら、ライナは指輪を放って返す。フロワードはそれを受け取り、手にはめる。

　その、瞬しゆん間かん、ライナは一瞬だけ、隙すきを見せる。フロワードが指輪を遣つかえば、この状況を抜ぬけられる──と、思えるくらいの一瞬の隙を作る。

　もちろんそれは、トラップだ。もしもフロワードが指輪を遣ったら、もう一度指輪を奪うばい、拘こう束そくできるだけの展開を頭の中に描えがいて、その選せん択たく肢しをした。

「…………」

　だがフロワードは、指輪を振ふるってこなかった。どうやら本当に、もう、攻こう撃げきする気はないようで。

「それで？　状況を話せよ、状況を」

　と、ライナが言うと、フロワードが答えた。

　すると彼は少し考えるような顔になってから、両手を広げ、

「この世界は、なにやらあと十年で消しよう滅めつするらしい、という話は？」

　ライナはうなずく。

「なんとなく知ってる」

「それについてどう思います？」

「困るなーって」

「はは、相変わらず、のんきな態度ですね」

「だってだめなら仕方ないじゃん？　シオンもそれに気負いまくってたけど……」

「ふむ」

「だけど、そうだな。みんなで仲良くやって、なんとかできるんなら、頑がん張ばりたいかな」

「そうですか。なら、やってください。あなたにはそれができる可能性があるそうです」

　などというフロワードを、ライナは見つめて言う。

「それ誰が言ったの？」

「神的な存在の方が」

「ちょっとそれがよくわかんねぇんだけど……確かレムルスのおかげで、神からの干かん渉しようは一年なくなったはずだが……って話は、おまえは知ってんだっけ？」

「ええ、知ってます。そして神からの干渉がなくなったせいで出てきた、神的な存在からのお告げです」

「なんだそりゃ」

　ライナはあきれたように、言う。

　神の干渉がなくなったと思ったら、今度は神的な存在からのお告げらしい。

「意味不明なんだけど……いったいどういうことなの？」

　するとフロワードはまた笑う。

「ですから、詳くわしくはのちほど報告書にまとめます。それよりも重要なことは、フェリスさんを殺したがっている勢力がいる、ということです」

　と、フロワードは言った。

　ライナはそれに、目を細める。

「で、おまえはそいつらの仲間なのか？」

　フロワードが首を振る。

「いいえ」

「ならなんでフェリスを襲った」

「仲間のフリをしてみました。ですが結局うまくいかないと思っていた。私には本気さが足りなかったので」

「本気でやれば殺せた？」

　するとフロワードは笑う。

「たとえばだんごに毒を入れるとか？」

「あ～、そりゃ一発だな」

　というところで、背後からフェリスが近づいてきた。

「侮あなどるな。だんごの味の違いには、私は敏びん感かんだぞ」

　フロワードがそれに、言う。

「だんごに合う、味のいい毒を入れますよ」

「むぅ！　それは……確かに一度食べてみたいな」

　いったい、なんの話が始まったのか？

　とそこで、ルシルがフェリスに言った。

「ところでフェリス」

「なんだ兄様」

「この黒ずくめの男の攻撃──あの程度で負傷するおまえは、ちょっと修行不足じゃないかな？」

　まさかそんな展開になるとは思っていなかったのか、フェリスの目が怯おびえたように大きく見開かれる。そしてルシルを見て、

「い、いや、しかしあれは不意打ちで」

「私なら受けない」

「そ、それは兄様はそうだろうが、私は兄様とは違ちがう」

　するとルシルがにっこりと笑い、言う。

「うん。そうだね。私とは違う。なにせ君は、私が見てない間、怠なまけ男といちゃついて、だんごばかり食べてたんだもんね？」

「へ!?　え、えと、いやその」

「で、あげく、私も好きとかなんとかみっともなく顔をまっ赤にしながらさっき……」

「ちょっ!?　兄っ」

　が、顔が真っ赤になって動どう揺ようするフェリスの頭をポンっとはたいてルシルが言った。

「まったく、修行するぞ。おまえは命を狙ねらわれてるらしい。少し強くなれ」

　と、ルシルは歩き出して、

「う？」

　と、たたかれた頭を押さえながら、フェリスがこちらを見る。まだ彼女は少し、顔が赤い。

「うー、あー、私はどうしたらいいと思う？」

　というのに、ライナはルシルの背中を指さして、言う。

「さすがにここで兄ちゃんについてかないと、怒おこられるんじゃない？」

「あうう……ついていっても兄さまは怒る気だ」

「はは、ま、話は俺が聞いとくから、あとで教えるよ。もしおまえが誰だれかに狙われてるとしても、ルシルがついてりゃ安心だしな」

「ふむ。おまえは大だい丈じよう夫ぶか？」

　と、彼女はフロワードのほうを見る。

　するとフロワードが微ほほ笑えんで、

「ではライナさんは私が守りますよ」

「おまえの冗じよう談だんは全然おもしろくない」

「…………」

　それで二人の会話はあっさり終わる。まあ、いま襲おそいかかってきたばかりの奴やつの冗談を笑えというほうが無理かもしれないが。

　ライナは苦く笑しようして、

「もういいから、フェリスはいけって。ルシルだいぶ離はなれたぞ」

　と、指さす。

　ルシルは一度も振り返らないまま歩き去ってしまっている。どうやら方角的にはローランド城に戻もどろうとしているようだった。フロワードも城に戻るだろうから、あとでまた、会うだろう。

「いけよ」

「うむ。ではあとでな」

「あとで」

　と、フェリスはこちらを少し見つめてから、ルシルを追いかける。

　ライナはそれを確かく認にんしてから、フロワードを見る。

「んで？」

　と聞くと、フロワードが言う。

「いえ、私はあまり、冗談が得意では……」

「その話じゃなくて」

　フロワードがこちらを見てから、うなずく。

「という、冗談はさておき」

「おまえほんとに冗談得意じゃないな」

「皮肉は得意なんですけどねぇ」

「うわ、すげぇ得意そう」

　と、ライナは笑ってしまう。

　フロワードも薄うすく笑う。それから自分が嵌はめている指輪を見下ろし、

「……前の世界で、この指輪を作ったのは、ライナさんだったそうですよ」

「ん？」

「正確に言うと、《寂さみしがりの悪あく魔ま》に取り憑つかれたニンゲン」

　ライナはフロワードの黒い指輪を見て、言った。

「……それ、《黒こく叡えい》が俺だったってこと？」

「ええ」

「じゃあ、俺が独裁者になって、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした？」

「いえ、民たみからはそう見えたかもしれないですが、あなたは必死に世界の消滅をなんとかしようとしていたらしいです」

「あ～、なるほど」

　と、もう一度ライナは指輪を見る。

《黒叡》の物語。

　世界を覆おおった、影かげの王の伝説。

　指輪の力で世界を手にし、悪逆の限りを尽くして、最後には聖騎き士しハルフォード・ミランに殺される物語。

　ライナは言った。

「もし《黒叡》が世界を救おうと頑張ってた正義の味方なら、聖騎士ハルフォード・ミランは悪者だった、ってことか？」

　フロワードがそれに笑う。

「正義なんてものが存在するのなら、そうですね」

「んじゃおまえは悪者の末まつ裔えい？」

　と、ライナは、悪魔のように美しい、全身黒こく衣いの──もう、悪の末裔らし過ぎる姿の男を見て。

　まんま過ぎるだろ──という言葉を吞のみ込む。

　しかしフロワードが言った。

「表情がわかりやすすぎますよ？」

「ごめん」

　フロワードは肩かたをすくめて続けた。

「ですがそんな単純な話ではありません。なにせ正義はどこにもないんですから」

　ライナはうなずいた。

「ま、そりゃそうだろな。正義なんて存在しない」

　そもそも、圧あつ倒とう的な正義なんてものが存在するのなら、シオンはあんなに苦しんだりしないのだ。

　キファが泣いたり、ティーアが絶望したり、ラフラや、トニー、タイル、ファルが死んで、それを悲しんだりする必要は、ないのだ。

　正義は正しい──なんて、馬ば鹿かげた価値観だけがすべてを支配してくれるのなら、なにも悩なやむ必要はない。

　ライナはフロワードを見て、言った。

「ほいで？　聖騎士ハルフォード・ミランは、なにを正義として《黒叡》を──前の俺を殺した？」

　するとフロワードが答えた。

「現状維い持じ──を、善とする勢力がいるそうですよ」

「現状維持ってのは、この世界が十年後に消しよう滅めつしたほうがいいって奴ら？」

「ええ」

「それはいま、干かん渉しようしてこれなくなった神っぽい奴らとはまた別なのか？」

　その問いに、フロワードは少し考えるような顔になったあと、言った。

「似たようなものの気もしますが」

「で、おまえはそいつらに手を貸す気になった？」

「理性では貸すべきではない。欲望では貸すべき──という結論でした」

「なにそれ？」

　フロワードは笑って答えた。

「あなたを殺して陛下を独り占じめ計画です」

「えーと」

　もう、そのフロワードの発言には、いくつも突つっ込こみどころがあった。

　まず、なぜライナを殺すことによってシオンを独り占めできるのか？　ライナを殺せばシオンは怒るはずだし、独り占めしたところで世界は十年しかないはずなのだ。

　そもそも、

「おまえってそっち系なの？」

　と、ライナが聞くと、フロワードは不思議そうに少し首をかしげ、

「さて、どうなんでしょう。いまいち自分の欲望に対して素す直なおになれないのでわかっていないのですが、神的な方にはそう見えてるんでしょうか？」

「知るかよ」

「親に捨てられて以来、私は愛というものを知らないので、いまいちそういった目的のない欲望だけの感情は理解できないのですが」

　という発言は、しかし、少し理解できた。

「…………」

　それは自分もそうだったからだ。

　自分も愛というのがどういうものなのか、いまいちわからなかった。

　ずっと生きていてはいけないバケモノだと思っていたし、そんな奴が誰かに愛されたり、愛したりすることなど許されていないと思っていた。

　そもそも、自分に親がいたことすら、知らなかったのだ。

　だから、

「おまえのその気持ちは……」

「はっ、勝手にわかった気になって……」

　しかしそれを遮さえぎってライナは言った。

「あー、じゃあ、辛しん気きくさい顔してるから愛されないんじゃね？」

「…………」

「笑え顔がお笑顔。笑顔が大事だぞ？」

「…………」

　とそこで、フロワードが指輪を振ふるおうとして、

「って怒おこんのかよ」

　というのに、フロワードはやはり、辛気くさそうな顔で笑った。

「なんて、これで怒れるくらい感情的になれるのなら、いいのですが」

「理性が勝つ？」

「ええ」

「で、その理性はどこへ向いてんの？」

　するとフロワードはこちらを見つめて言ってくる。

「私はニンゲンという種族の、それもローランド帝てい国こくという国に所属しているので、そのローランドの民が、十年後も消えずに残れるような未来を守るのが仕事かな、と、思っています」

「はぁ、そうなのか……おまえ、意外に超ちようまじめなのな」

「平気で国を飛びだしていくようなあなたとは違ちがってね」

「気負い過ぎるとシオンみたいになるぞ？」

「ですがそこが陛下のいいところです」

「…………………………おまえ、やっぱあっち系だろ？」

　という言葉に、フロワードは笑った。

「冗じよう談だんはさておき」

「あ、いまのも冗談だったんだ。いまのはちょっとおもしろかったぞ」

「そうですか？　それはよかった。では、話を続けましょう。邪じや魔まが入る前に、いますべき、もっとも重要な話を終わらせておかないと」

　と、フロワードはライナの背後を見る。

　すると一台の馬車がもう、かなりこちらに近づいてきている。

　たぶん、ミラーから送り込まれてくる、王立魔ま導どう研究所の魔導科学者だ。ライナの助手としてつき、一いつ緒しよにリューラが残した研究と、エリス家の奥にあった勇者の死体の解かい剖ぼうした研究結果のすりあわせをすることになっているのだが。

　ライナもその馬車を見つめ、言う。

「あの馬車が到とう着ちやくするまでに終わるような話とは思えないけど」

　が、フロワードが言う。

「大だい丈じよう夫ぶです。私があなたに言いたいことは、一つだけなので」

「なに？」

　それにフロワードがこちらを見て、言った。

「さっき、フェリスさんを傷つけて見せたのは、警告です。たぶん今後、フェリスさんは狙ねらわれる。フェリスさん以外も、あなたが大切にしているニンゲンは命を狙われます」

「そりゃ、神的な存在に？」

「ええ」

「ちょっと一つわかんないんだけど」

　が、フロワードは先回りして答える。

「なぜあなたの大切なニンゲンが狙われるのか？　ですか。それはあなたが、《寂しがりの悪魔》だからです。異形の神を宿すモノとして、みなから恐おそれられている」

「ふむ」

「そもそも、あなたはこの世界の理ことわりにはいちゃいけない、外の生き物で、あなたはこの世界のプログラムを破は綻たんさせかねないそうです」

　なんて言葉に、ライナは目を丸くする。

「俺、そんなにやばい奴やつなの？」

「らしいですよ。私にはただの怠なまけ者に見えますが」

「俺もただの怠け者として一生を終えたいんだけど」

　心の底から、本当にそう願っているのだが、しかし、

「そうはならない。神的なみなさんはみな、あなたを怖こわがっています。あなたがいるだけで、この世界の理はねじ曲がる可能性があり、なにより今回は、本当にこの世界の理を貫つらぬき、破ってしまうような魔法を生み出してしまう可能性があるそうです」

　今回、と、フロワードは言った。

　今回の世界では──

　まるで、人生が、世界が、なにかのイベントやゲームのように語られる。だがそこで生きるニンゲンたちは、泣いたり叫さけんだりしながら必死に生き、そして、死んだら終わりなのだ。

　ライナを守るために死んだ母さんや、父さんはもう、生き返らない。

　ラフラももう生き返らない。

　ライナが殺した、数十万人の人間も生き返らない。

　ライナはフロワードを半眼で見つめて、言った。

「やっぱ、その話をおまえにした、神だかなんだかわかんねー奴とは、話合いそうにねぇな」

「ええ、私もそう思います」

「で？　俺がそんなすごい奴だとして……おまえは俺になにを言いたい？」

　その問いに、フロワードはこちらを見て、言った。

「神に言われた言葉のとおりに、伝えます」

「暗記してんの？」

　だがフロワードは無視して、言った。

『愛欲に狂くるって、正しい道を歩けない──そういうのは、とてもいいね。理の中だ。ニンゲンは、目の前の愛に狂うようにプログラムされている。だが、ライナは違う。あのバケモノは違う。目の前の愛に狂っている間は、ごく、普ふ通つうのニンゲンに見えるが──愛されたい愛されたいと叫んでいる間は、とても普通の、弱い、強い、かわいらしいニンゲンに見えるが──あのバケモノが愛を手に入れてしまうと急に、プログラムが狂う。理から出てしまう。なのに最近、あのバケモノは自分が愛されていると、気付いたらしい』

「…………」

　確かに、気づいた。

　自分は愛されている。

　それは両親に。

　シオンやフェリスに。

　仲間たちに、愛されて生きている。

　それに気づいた。

　そしてそれが、神様の癇かんに障さわるらしい。

「俺が愛されて生きちゃまずいって？」

「らしいですよ」

「ずっと地べたを這はいずり回って、泣き叫んでろって？」

「それが醜みにくいバケモノにはお似合いです」

「ざっけんな」

　と、ライナが言うと、フロワードは肩かたをすくめた。

「私が言ったわけではないです」

「まあ、そうだけどさ。それで結局、なんなわけ？　なぜおまえはフェリスを襲おそった？」

「だから警告です」

「フェリスが襲われる可能性があるって？」

　しかしフロワードは首を振った。

「いえ、フェリスさんはこのさき、明日にも誰だれかに殺されるかもしれない。もしくは他の誰か。キファ・ノールズや、ミルク・カラードが殺されるかもしれない。するとあなたはまた絶望して、目の前の愛に狂う。せっかく世界を変えることができる力を持ちながら、あなたは愛に狂い、なにもできなくなる」

「…………」

「でも、そのときに……」

　と、フロワードは両手を広げた。

「今日の私のことを思い出してくれませんかねぇ？　私は理性を守りました。大義のために、民たみのために、理性を保った。愛には狂わなかった。ですからあなたも……」

　が、ライナは途と中ちゆうで言った。

「やだね。フェリスは殺させない」

「…………」

「キファも、ミルクも。ってか、なんで女ばっかりなんだよ」

「あなたがスケベだからじゃないですか？」

「なんだそりゃ……まあなんでもいいけど……でも、この先は……」

「誰だれ一人ひとり、犠ぎ牲せいになることなく、幸せな未来へいきますか？」

「…………」

「無理って、知ってるでしょう？　いままでそんな世界を見たことがあるんですか？」

「…………」

「もう何人も死んだ。あなたの大切な人が、すでに何人も死んだ。でも今後は違う。あなたがなにかとても凄すごい人にいつの間にかなったので、絶対にそうならない、というわけですか？　フェリスさんは心臓を刺さされても死なない。キファさんは首をはねられても死なない。ミルクさんは腸をえぐり出されても死ない。で、腸えぐられながらも生きて、みんなでにこにこ笑え顔がおで暮らしましたとさ──と、終われるんですね？　それはとても素す晴ばらしい。そんな明るい未来を作ってくれるのであれば、あなたは救世主だ。ぜひ、あなたにすべてをお任せしたい」

　と、流れるように言ってきて、ライナはもう、あきれ顔で言った。

「確かにおまえ、皮肉が得意だな」

「ははは、お褒ほめいただき光栄です」

　と、フロワードは頭を下げてくる。

　そしてそれから、

「じゃあ話は終わりです。敵はあなたの精神を攻こう撃げきしてきます。だから今後は、明日の仲間の死に備えてください」

　などと言って、踵きびすを返す。さっさと歩き去っていこうとする。

　明日の仲間の死に、備えろ──

　そんなことは、できるはずがなかった。

　フェリスが死んだら。

　キファが死んだら。

　ミルクが死んだら。

　シオンが死んだら。

　どれも考えられない。考えたくない。だが、仲間が死んでも歩みを止めるなと、フロワードは忠告しにきたらしい。

　ひどく余計なお世話だが、しかし、わざわざそんなことをしてくるフロワードは、

「……おまえは、俺の仲間なのか？」

　と、背中に聞くと、フロワードは振ふり返り、胸に手を当ててにやりと笑った。

「もちろん。心の底から信しん頼らいしてください」

「絶対嫌やだね」

「ははは」

　笑いながら、フロワードは去っていく。

　実際にフロワードが、誰にフェリス殺害を頼たのまれたのか、などは、あとで報告されるだろう。そして彼がもう、誰も殺すつもりがないことも信じていいはずだ。もし本気で殺すつもりなら、こんな話はしない。彼が言ったとおり、こっそり毒でも盛ればいいのだ。

　で、人は簡単に死ぬ。

　びっくりするほど簡単に死ぬ。

「……それに、動どう揺ようするなって言われてもなぁ」

　と、ライナは去っていくフロワードを見つめる。

　それと入れ替かわるようにして、馬車がやってくる。

　おそらくはミラーが送り込んできた助手だろう。

　ライナはそちらを見て、

「……なーんか、ローランドに帰ってきてから、次から次へと忙いそがしいな」

　と、振り返る。

　父親の──リューラ・リュートルーが残してくれた研究室のほうを。

　あそこには、現代の魔ま導どう科学ではとうてい辿たどり着けないような研究が大量に行われ、資料として残されていた。

　あれを王研で解かい析せきすれば、ローランド帝てい国こくの魔導科学は飛ひ躍やく的に向上するだろう。

「ま、使いこなせれば、だけど」

　と、ライナは指をくいっと動かす。すると地面に散乱していた呪じゆ符ふが、独りでに浮うき上がる。フロワードとの戦せん闘とうで地面に散乱してしまっていた呪符をまとめ、鞄かばんに戻もどすのだ。

「…………」

　ちなみに、リューラがその作業をしているのを見たことはなかった。つまりリューラは、呪符が鞄から出て、しまわれるまでの動作をすべて、戦闘中に完かん了りようしていた、ということになるのだが、

「……戦闘中にいちいち片付けのことまで考えんの、無理だろ」

　それとも、あれだろうか？

　自動で鞄に戻るような指示を出すための術式が、親おや父じのには組み込まれていたのだろうか？

　なんてことを考えながら、頭の中に描えがいた魔導式を書き換かえ、さらに自分用にカスタマイズしていくが──やはりリューラの域まで達するにはそれなりに時間がかかりそうだった。

　鞄に呪符をしまう。

　その鞄を浮かせて、宙空で維い持じする練習をしながら、ライナは長身瘦そう軀くの猫ねこ背ぜを丸めて、だらだら歩き出す。

　研究所へと戻るのだ。

　とそこで、背後で馬車が止まるのがわかった。

　扉とびらが開く音がした。

　どうせ研究所に入るのだから、研究所で会えばいい、と、ライナは振り返らない。

　だがそこで突とつ然ぜん、背後から声がかけられた。

「……ライナ！」

　かわいらしい、少女の声。

　よく知ってる声だ。

　だが、いま、王立魔導研究所に所属している魔術師に、知り合いはいないはずだった。いやそもそも、その声の主は、魔導科学に詳くわしい人間ではないはずだった。だから助手には相応ふさわしくない。

　今回の件の助手には絶対に相応しくないはずの人材を、ミラーは送り込んできて──

「ライナ・リュート！」

　と、また名前を呼ばれた。

　それにライナは、疲つかれた顔で振り返る。

　するとそこにはやはり、子供のころからよく知っている少女の姿があって。




　ミルク・カラードの、姿が。




　その、彼女の姿を見て、ライナはふとさっきのフロワードの言葉を思い出した。

　ミルクが腸をえぐりだされても、笑ってにこにこ前に進む強さ──

「んなもん、持てるわけねーだろ」

　ライナは少しだけ疲れた顔で、小さく呟つぶやいた。






　第二章　クズのカリスマ







　ローランドの王宮。

　玉座の間に、シオン・アスタールはいた。

「…………」

　文字通り、玉座に座っている。

　ここのところ、書類仕事はミラーやミラーが育てた優ゆう秀しゆうな部下がほとんど肩かた代がわりしてくれるせいで、昔、ここにいたころほど忙しくなかった。

　今日もある程度仕事が終わってしまい、一番誰だれもこない、静かな場所で休きゆう憩けいしていた。

「って、一番静かなのが、この広い部屋だってのも、皮肉な話だけどなぁ」

　と、シオンは、玉座の間を見み渡わたす。

　ここに独りで座っていると、いつも暗い気持ちになったものだが、いまはその感情が思い出せないほどだった。

　勇者の毒に冒おかされていたときのような、全身の痛みもない。

　未来に対する気負いも、独りでやる必要はないと殴なぐられてしまったので、むしろ気負わないように頑がん張ばっていて。

「うーん、なんだろ、これ」

　と、シオンは苦く笑しようしながら自分の手を見る。

　もちろんこの平へい穏おんが長くは続かないことはわかっている。

　あと、七か月だ。

　七か月したら、またあの痛みは戻ってくる。精神への干かん渉しようも戻ってくるから、いまのような明めい瞭りような意識は持てないだろう。

「七か月……七か月か」

　その間に、自分たちは勝つことができるのか？

　いやそもそも、なにか明確な勝利というものがあるのだろうか？

　それはわからなかった。だが、追い詰つめられきった最後の最後で、チャンスを与あたえられた。最後にもう一度あがく、チャンスを。

　それをちゃんと活いかさないといけない、とは、思う。いままで犠ぎ牲せいになった者たちのためにも。

　そう思うとまた、気負いそうになるので、シオンは笑って、

「……ま、味覚があるうちに、美お味いしいものは食べたいけどね」

　なんて言ってみる。

　するとそこで、王の間の扉が開いた。入ってきたのはミラーだった。こちらを確かく認にんして、言う。

「よし、ちゃんと言ったとおり休んでるな」

　それにシオンはうなずく。

「仕事が少なすぎて、暇ひまなくらいだよ」

「昨日おまえは寝ねてないだろう」

「昨日だけね。一昨日おとといは寝たよ」

「効率が悪い。毎日寝ろ。だからおまえは仕事が終わらないんだ」

「これ俺怒おこられてるの？」

「そうだ」

「うーん」

　だがミラーはこちらに近づいてきながら、説教を続ける。

「七か月後──勇者からの干渉が戻ったとき、おまえにはそれに耐たえる精神力が必要だ」

「それをいま鍛きたえろ？」

「ああ」

「そもそも、この、仕事をあんまりしないっていうので鍛えられるとは思えないけど」

「だがおまえの話からすると、《勇者》は痛みを与え、睡すい眠みんさせないことでおまえから判断力を奪うばっていたように思う」

「どうかな」

「どちらにせよ、七か月では答えを見つけ出せないかもしれない。だが、戦いは終わらない。その準備をいまから始めるべきだ」

「だからって、俺はゆっくり休む練習？」

　するとミラーが笑って言う。

「他になにが出来る？　事務処理能力は俺のほうが上。計画立案能力も俺のほうが上。戦闘力は？　ルークやクラウに勝てるか？」

　もちろん、

「勝てない」

　シオンがそう答えると、ミラーが言った。

「じゃあおまえはなんだ？」

「えーと、なんだろ。傀かい儡らいの王様？」














「クズだ」

「ちょっと」

「勇者にすぐ意識を奪われそうになるクズ。だが、うちのクズは比ひ較かく的カリスマのある、いいクズだからな。みんなに守ってもらえる」

　などと言ってきて、シオンはミラーを見上げて笑う。

「守ってくれるの？」

　するとミラーが書類を差し出してきて、言う。

「報告書を読め」

「俺の決済いらないでしょ」

「それもなくしたらおまえの仕事がなくなる」

「はは」

　と、受け取る。書類を読む。するとそこには、ここから遥はるか北、中央大陸で前線を維持してくれている、クラウやカルネたちからの報告書だった。

　砦とりでを築き、兵を整え、戦せん闘とうもなく前線が維持出来ている、とのことだった。

　ガスターク帝てい国こくやスフェルイエット民国が戦闘を仕し掛かけてくる様子もないらしい。まあ、それは当然といえば当然なのだが。

　なにせ、スフェルイエット民国の代表はライナなので、いま、この街にいる。

　ガスタークのほうも、ライナやシオンと対話したいといま、この街にきている。

　なにより、神からの干渉がなくなった、ということに気づいた人間は、少なくともこの七か月じゃ人間同士で争っている暇はないと、知っているはずだった。

　だから、戦闘が起こるはずが──

　しかし報告書には、こうあった。

　エルトリア共和国が、ガスターク帝国へ侵攻を始めた、と。

「…………」

　ちなみに、エルトリア共和国というのは、かつて、中央大陸で三大国と言われた国の、最後の一つだった。




　ゲイルフィックラント帝国

　レムルス帝国

　エルトリア共和国




　この三か国が、中央大陸で、三大国と呼ばれ、圧あつ倒とう的な軍事力を有していたのだが、ゲイルフィックラントがライナたち率いるスフェルイエット民国とガスターク帝国に分断され、レムルス帝国がローランド帝国の支配下になったいま、世界の情勢は激変してしまっていた。

　時代は、二大国時代になったと言っても過言ではない。




　ローランド帝国──南大陸すべてと、旧レムルス帝国をその手に収めた、最大国。




　ガスターク帝国──北大陸とゲイルフィックラント帝国の北半分を領土とする。




　これに比べると、エルトリア共和国は、あまりに小さい。もちろん、ライナたちのスフェルイエット民国よりは遥かに大きいが、『忘却欠片ルール・フラグメ』の技術や知識もおそらくないことから、今後ローランドやガスタークに対たい抗こうできるような国だとは、認識されていなかった。

　だがその、エルトリア共和国が──

「…………」

　ガスタークと戦争を始めた。

　そしてガスタークの敗戦が続いている、と報告書には書かれている。

　報告書を書いたのはクラウだった。クラウが実際に、戦地を見に行ったようだった。

　戦地では異常なことが起きていた。

　大地が盛りあがったり穴が空いたりして、次々とガスタークの兵を殺していたという。

　それは、クラウが知っている『忘却欠片ルール・フラグメ』の規模の攻こう撃げきでは、なかったという。

　ガスタークはエルトリアにまるで太た刀ち打ちできず、北大陸へと押し返され始めている──と、書かれていた。

　もしもガスタークとの戦争が終われば、エルトリア共和国の矛ほこ先さきはローランドに向かうだろうが、そうなる前にこちらから攻撃を仕掛けるべきか、どうか？　というのに、

「……ここにきて、戦争かよ」

　シオンは顔をしかめて、報告書を読み終えた。

　顔を上げる。ミラーを見る。

「これ、どういう力だと思う？　『忘却欠片ルール・フラグメ』の規模じゃない？　じゃあ、神からの干渉か？」

「さあ」

　ミラーが肩かたをすくめる。

　だが、シオンは続けた。

「レムルスの力で、神からの干渉は、完全に防げてるんじゃなかったのか？」

「…………」

「少なくとも勇者や悪あく魔まは、動きを止めた」

　それはわかっている。

　なにせ、『勇者』は自分の中にいるのだから。

　もしくは、『悪魔』は親友の中にいるのだから。

　動きが止まったのは、わかっているのだ。

　そして、

「ガスタークがどこの神の力にバックアップされてたかは知らないが、負けてるならそこも止まってるだろう。なら、これはなんだ？　なにが起きてる？」

　ミラーが答えた。

「俺が知るか。もちろん調査はできる。だが、調査するのが正しいことかどうかはわからない。クラウからの報告書では」

　というのに、シオンは言った。

「ここにない報告書があるのか？」

「俺が要約して話してやるからいいだろう？」

　だがそれに、シオンはミラーをにらみつけて、言った。

「隠かくし事したら殺すぞ」

「おまえが俺に勝てるとでも？」

「殺す。おまえを絶対に許さない」

「…………」

「さて、聞かせろ。なぜクラウからの報告書をすべて持ってこなかった？」

「それは……」

「要約するな。全文言え」

「…………」

　と、少しミラーが考えるような顔になってから、言った。

「カルネも戦場を見に行った。負傷して、腕うでを失った。クラウは死にかけたカルネを連れて帰った。カルネの意識はまだ戻もどってない。戻るかどうかは半々くらいらしい。隠した情報はこれだけだ。だが、まあ、気を遣つかいすぎか。軍人の話だ。こんなことはいくらでもある」

「…………」

　シオンはミラーを、見つめる。

　もちろんミラーの言う通りだ。カルネは軍人で、世界では戦争が起きている。こんなことはいくらでもある。

　ほんの少し前もカルネは死にかけて、エスリナは心配で毎日泣きそうな顔をしていたのに、いま、彼女は、どんな様子だろうか。

　頭には、エスリナの兄の姿が浮うかぶ。

　フィオル・フォークル。

　シオンの秘書をやってくれていた優ゆう秀しゆうな少年で、でも、シオンと貴族たちとの権力闘とう争そうに巻き込まれて、殺された。

　その死体を思い出す。

　仲間の死を、身近に感じる。

　瞬しゆん間かん、鼓こ動どうが速くなる。頭に少し、血が上る。勇者が体を支配していたときよりは、それでも落ち着いている。しかしあのころよりもずっと、感情的になっているかもしれない。

　小さく息を吐はく。吸う。玉座に背中を預け、シオンは言う。

「で？」

　するとミラーは続けた。

「クラウの話では、いまエルトリアと戦争になったら、俺たちは負けるそうだ。正体不明の力が凄すごすぎて、勝ちようがない、とのことだった」

　シオンはうなずいて、言った。

「カルネが殺されかけるようなら、誰だれが潜せん入にゆうしても無理だろ」

　ミラーもうなずく。

「効率を考えれば、実際にエルトリアから攻撃を受けているガスタークから情報を得たほうがいいだろうな。捨て身で調査をしているだろうし、なにより、向こうは俺たちと話したがってる」

「だが状じよう況きようが変わっただろう。会合自体がなくならないか？」

　するとミラーが言った。

「だから会合を早めるように使者を出す。おまえに決めて欲しいところは、ここだ」

「ん？」

「ガスタークを支し援えんするか、否いなか」

　それは、ガスタークと同盟して、エルトリアと戦うかどうか、だ。それを確約するといえば、この状況ならガスタークはきっと、すぐにでもここにやってくるだろう。

　だが、それをすべきかどうか。

　ミラーが言った。

「状況はこうだ。

　１、エルトリアがどんな力を持っているのかはまったくわからないが、おそらくまた、神に類する者の力だろう。いずれは対応する必要がある。

　２、ガスタークがエルトリアにここまで負けているという事実を見ると、おそらくガスタークへの神への干かん渉しようがなくなったのは間ま違ちがいないだろう。つまりガスタークはニンゲン側の勢力だ。

　３、だがそれでも情報が足りなすぎる。ガスタークはこのチャンスに潰つぶしておくという選せん択たく肢しもある。

　４、なにより、時間がない。七か月後の神からの干渉が再開されるまでに、神に対抗する術すべを研究しきる必要がある。戦争などしている暇ひまはない。だから、戦争はガスタークにやらせて、ガスタークを生いけ贄にえにしている間に、ローランドは研究を進めるという選択肢もある」

　と、一気に言った。

　まあ、おおむねシオンの頭の中に浮かんだ考えと、同じだった。

　それにシオンは聞く。

「で、俺になにを決めろって？」

「未来を」

「俺が決めていいの？」

　するとミラーは笑った。

「俺は、重大な決済はいつもおまえにさせていると思うが？　こう見えても俺はおまえを信じているからな。頭で考えすぎる俺や、ルークよりも、おまえのほうが正しい未来を作れると思っている」

　シオンはそんなことを言ってくるミラーを見つめ、考える。

　ガスタークを救うべきか、否か。

　ガスタークの奴やつらがいい奴らかどうかは、わからない。だが、必死なのは伝わってくる。ガスタークの王は、自分の体を犠ぎ牲せいにしながら前に進んできたのだという。そして兵や民たみは、その王を信じてついてきたのだ。

　おそらくは、ガスタークの王レファル・エディアは、世界を救うために動いている。

　ニンゲンを救うため、必死に戦っている。

　そんな奴らとは、手を組むべきだ。

「…………」

　だがそこで、ミラーが一言付け加えた。

「同盟を結んだところで、エルトリアに勝てない可能性もある」

　シオンは言った。

「結ばなければ、ガスタークが滅ほろぼされたあと、今度は俺たちだろう？」

「時間は稼かせげる」

「稼いでどうなる？」

「もし、エルトリアのバックも神なら、その間に神に対たい抗こうする手段を見つける」

「ガスタークのニンゲンを、全員見捨てて？」

　ミラーはあっさりうなずく。

「それが正解なら、そうする。だがどの選択肢も僅きん差さだ。だからシオン・アスタール。正解はおまえが決めろ」

　と、言われて。

「…………」

　シオンはまた、考え込む。

　正しい未来はなにか？

　正解はなにか？

　ミスれば人が死ぬ。

　多くの人が死ぬ。

　ふと、ライナならどうするかな、なんてことを考える。

　すると答えは一つしかなかった。

　あいつは甘ちゃんだから、ガスタークのニンゲンもすべて、救うとか言い出す。

　出てくるのは理想論だ。

　絵空事だ。

　だが、その絵空事にいつも、シオンは強く強く惹ひかれ、救われるのを感じる。

「…………」

　しかし自分に求められているのは、その選択肢じゃない。その選択肢を取るのなら、王はライナでいい。

　理想論の通りに進むのなら、ライナがすべてを決めればいい。

　だが、この国の王は、俺だ。

　シオン・アスタールだ。

　なら、どうすべきなのか？

　しばらく考えてから、シオンは言った。

「ガスタークの使者に会おう」

　するとミラーが、まるでシオンの考えを見通していたといわんばかりの顔をした。

「理想論か」

　だがシオンは肩かたをすくめて言う。

「いいや、ガスタークに実験台になれと提案する」

「…………」

「裏で援えん護ごするから七か月間、エルトリアをおさえこめ──そして戦いながら、敵が何者なのか探さぐれ、と」

「…………」

「どうせエルトリアにいるナニかについても、調べる必要があるだろ？　神に対抗する術を手に入れるためには、必要だ。なら、表向きはガスタークを潰すと言いながら、裏でガスタークと組んで、ガスタークをその生け贄にする」

　そのせいでガスタークの民はきっとたくさん死ぬだろう。

　兵もたくさん死ぬ。

　だが最初から救えない命なら、それを使って最小の犠牲で前に進む必要がある。

　ミラーが言った。

「それをガスタークが受け入れるとは……」

　だが、シオンは遮さえぎって、

「俺が説得する」

　そう言った。

　ミラーがこちらを見つめる。少し考えるような顔になったあと、

「よし、ならそれでいこう。それがもし可能なら、悪くない選せん択たくだ。だが、その案をガスタークが受け入れたとしても……」

　それにシオンはうなずいた。

「ライナは受け入れないだろうね」

「ならあの馬ば鹿かには秘密でやるのか？」

　という問いに、シオンは答えなかった。

　なぜなら、ミラーが嫌いやがるような、馬鹿げた発言しか、自分の中になかったから。

「…………」

　もう、ライナやフェリスには、秘密を作らずにやろうと思っている──とか。

　あいつらがどうしても反対したら、また、新しい方法を考えようと思っている──とか。

　シオンが答えないでいると、ミラーがため息をついてこちらに背を向けた。

「まあいい。おまえの好きなようにしてみろ。どれが正解かわからないんだから、それが正解な可能性もある」

　と言い、シオンから離はなれようとして、しかし、動きが止まった。そして全身を緊きん張ちようさせる。殺気があふれ出す。

　それでシオンも、ミラーの視線の先へと目を向けた。

「…………」

　すると王の間の中央に、いつの間にか、闇やみ色の獣けものが一匹ぴき、うずくまっているのが見えた。

　その獣がこちらを見上げている。

　その視線を受けて、ミラーが言った。

「なぜ、『忘却欠片ルール・フラグメ』を使う？」

　それに、王の間の扉とびらの入り口から、一歩、黒ずくめの男が出てくる。

　長く艶つややかな黒い髪かみ。白い肌はだに、悪あく魔まのように赤い唇くちびる。

　シオンはその男を見つめて、名前を呼んだ。

「フロワード」

　フロワードはこちらを見上げ、丁てい寧ねいに頭を下げてくる。

「陛下、ただいま戻もどりました」

「ずいぶんと遅おそかったな。どこへいってた？」

「諸国を巡めぐっておりました」

「なんのために？」

「もちろん、陛下のために」

「はっ」

　と、シオンが笑ってみせたところで、フロワードが指を振ふった。

　獣が跳とぶ。

　異常に速い。

　一直線に攻こう撃げきしてくる。

　ミラーがシオンをかばうように、一歩下がる。獣が大きく口を開く。その牙きばがミラーをよけ、シオンの首筋に食らい付く、という、瞬しゆん間かん、

「…………」

　獣が消えた。

　フロワードの攻撃を、まるで防ぐことができなかった。

　ミラーが言う。

「いったい、どういうつもりだ？」

　それにフロワードが答えた。

「ラッヘル・ミラー元げん帥すいこそ、どういうおつもりですか？　我らがローランド帝てい国こく王を、このような無防備な状じよう況きようにおくとは。もしも私が敵ならば、陛下の命は、ここで終わっていましたよ」

「…………」

　フロワードがこちらに近づいてきながら、言う。

「私も諸国を巡るなかで、いまの状況はある程度把は握あくしております。神からの干かん渉しようがなくなったことによって、ルシル・エリスの絶対性が薄うすれた。いまもそうですが、ルシル・エリスはすでに陛下を守っていない。ですがシオン・アスタール様は、この国になくてはならないお方。厳重な警護が必要でしょう？」

　それにミラーが、答える。

「そう思うなら、おまえがやれ」

　というのに、シオンは言う。

「おいミラー、それはちょっと待てよ」

　が、フロワードは嬉うれしげに歩み寄ってきながら、言った。

「もちろん、そうさせていただきます。部下を集めて肉の壁かべを築き、陛下の命を守らせていただき……」

「必要な……」

「必要です、陛下。陛下の命を狙ねらう者が、数多くおりますので」

「たとえば？」

　その問いに、フロワードは答えた。

「たとえば、エルトリア共和国に協力しているバケモノ、とか？」

　という言葉に、ミラーが反応した。

「おい、ミラン・フロワード。おまえはエルトリア共和国について、なにか知っているのか？」

　フロワードはあっさりうなずく。

「知ってることは、共有化させていただきます。ですがいまは、早急に陛下の警備を増やしてください。陛下の命は、暗殺者に狙われてます」

「……暗殺者？」

　ミラーが言うと、フロワードはさらに続けた。

「他に、キファ・ノールズ、ミルク・カラード、フェリス・エリスへの警護も必要です」

　という言葉で、敵がなにを狙っているのかが、簡単にわかった。

　キファ。

　フェリス。

　ミルク。

　シオン。

　その命を狙われて困るのは、

「ライナか」

　シオンが言うと、フロワードはうなずいて、言った。

「ルシル・エリスは妹を守るそうなので、陛下は常に私をお側そばにお置きください」

「……あー、いや、それはいいけど」

　と、シオンは横のミラーに言う。

「いま、ミルクは？」

「ルークとともに、ライナのところへ」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶか。ライナとルークがついてりゃ、それ以上のレベルの警護は無理だしな。あとは、キファ・ノールズの居場所なんかは……」

　ミラーは首を振る。まあ、そうだろう。さすがのミラーでも、国外の、それもローランドに所属していない者の動向は把握できないだろう。

　なら、一番まずいのは、キファか。

　するとそこで、フロワードが言った。

「死んだことをライナ・リュートに隠かくしきれるのであれば、問題ありません」

　シオンはそれに、聞く。

「つまり、仲間の死が、ライナになんらかの影えい響きようを与えるってことか？」

「はい」

「それを恐おそれている者がいる？」

「さすが陛下。ご理解が早い」

「おまえ、馬鹿にしてんだろ？」

　と、シオンが苦く笑しようしながら言うと、フロワードが少しだけ微ほほ笑えんで、

「そう、響ひびきましたか？」

「いっつも響いてるよ」

「おかしいですね。久しぶりにお会いしたので、少し緊張しているのかもしれません」

「緊張してるから皮肉が出るって？」

「はい」

「だから馬鹿にしてるだろ？」

「ははは、滅めつ相そうもない」

　と、フロワードは楽しげに笑う。本当に、こいつはなにを考えているかはわからない。わからないが、しかし、どんなに怪あやしくても、本当の意味での敵ではないことだけはわかっている。

　なぜならフロワードは、ニンゲンだからだ。

　もう、この戦いは、ニンゲン対正体不明の神々というものになってしまっているので、ニンゲンに生まれた者はみな、味方のはずで。

　だからシオンは言った。

「ならフロワード」

「なんでしょうか」

「俺のそばで、俺を守れ」

　そう、シオンが言うと、フロワードは小さく頭を下げて、

「御ぎよ意い」

　とだけ、言った。






　第三章　北の南







　もう、この屋や敷しきに閉じ込められて、どれくらいになるだろうか？

「…………」

　ベッドに座り、足をぶらぶらさせながら、キファ・ノールズはぼんやりと空を見上げた。

　いま、彼女がいるのは、おそらくは貴族や地位の高い者が棲すむ、豪ごう邸ていのような場所だった。といってもそこはしばらく空き家だったようで、それほど綺き麗れいではなかったが。

　その空き家に、彼女はここ二週間ほど、閉じ込められていた。

　いや、閉じ込められている、という表現は正しくないかもしれない。庭園に出ることはできるし、屋敷の中を自由に移動することもできる。

　ただ、屋敷の敷しき地ち内から出ることが、禁じられていた。

「…………」

　ふと、彼女は赤い瞳ひとみを、窓の外へと向ける。

　屋敷の外。

　その、屋敷をぐるりと囲むように、結界が張られている。それが『忘却欠片ルール・フラグメ』によるものなのか、それともガスターク帝国の魔ま法ほうによるものなのかはわからないが、それを確かく認にんしようとは思わない。どうせ、彼女には解けないレベルの結界になっているはずだから。

　ただ、庭園の作り方で、いま、自分がどこにいるのかは、わかる。

　おそらくだが、ここは、

「……ローランド帝国よね。それも、レイルード……」

　そう。

　いま彼女がいるのは、ローランドの首都のようだった。そこに監かん禁きんされている。

　とそこで、部屋の扉とびらがとんとんっとノックされた。

「どうぞ」

　と言うと、扉が開く。扉の向こうに、かわいらしい少女がいる。

　クゥ・オルラだ。

　ガスターク特有の桃もも色いろの髪かみを眉まゆのところで切り揃そろえ、楚そ々そとした切れ長の瞳は、十五歳という年ねん齢れいと比べると大人びた印象があるが、

「おっはよーキファ。ごはんごはん。ごはんできたから食べよ！　っていうか大人が何人もいるのに、朝ご飯作るのあたしだけってどう思うこれ？　リル兄ちゃんは全然家帰ってこないし、リーズは女の子ばっかり追っかけまわして、スイ兄ちゃんに至ってはいまだ寝ねてるのよ？　どうなの？　どうなのこれ？　あたしはいつまでも恋れん愛あいとかしないでダメ兄養って人生終わるってわけ？」














　と、もう、部屋に入ってくるなり止めどなく喋しやべる。

　おまけにいまは、もう、昼過ぎのはずだった。

　つまり、食べるとしても昼食だ。

　彼女たちは夜遅おそくに外出しているようで、朝が遅い。たぶん、人目につかないように、ローランドの情報を収集しているのだろう。

　キファは文句ぷーぷーなクゥを見て微笑んで、言った。

「なら、夕飯は私が作ろっか？」

　だが、クゥがすぐに否定する。

「それはだめ。キファはお客さんで、ちゃんともてなせってレファルに言われてるし。だから早く下降りて下。料理冷めちゃうから。よし、次は、スイ兄ちゃんを起こしにいかないと～」

　部屋を出て、スイがいる部屋へと駆かけていく。そして遠くで、

「コラー！　もう朝よ!?　ってか昼過ぎよ!?　昼過ぎっていったらみんな一仕事終えてふーってため息ついてるような時間なのにずっと寝てていったいどういうつもりなの一生あたしがスイ兄ちゃんのめんどうを……」

　とかなんとかうるさく騒さわいでいるのを聞きながら、キファは部屋を出る。

　廊ろう下かに出る。

　その、建物の造り──細かい調度品の雰ふん囲い気きで、やはり、そこがローランドだと、わかる。

　一応、建物中の紋もん章しようや、居場所がわかる手がかりになるようなものはすべて除去されているが──

「さすがに、ねぇ」

　と、階段の手すりに触ふれて、彼女が呟つぶやくと、階段の下のエントランスから、声がする。

「やはり、わかってしまいますか？」

　キファは目を下に向ける。するとそこにはやはり、桃色の髪を持った男が立っている。

　レファルの幼なじみ──リーグルワーズ・ペンテストという名の男だ。

　その男に、キファは言う。

「なにが？」

「ここがどこか、もう気づいてるんでしょう？」

「私わかんなーい」

　だがリーズは半眼でこちらを見上げ、

「そういう冗じよう談だんにはつきあえませんよ。私はレファルを惑まどわすあなたを、あまり好きではないので」

「惑わしてるつもりは……」

「ならライナ・リュートの目の前で、レファルと寝てみてください」

「…………」

「ほら、あなたはレファルを受け入れない。なのに頼たよって利用しようとする。そういう女は嫌きらいです」

　キファはそれに、目を細め、

「……うん。ごめん。私もそういう自分は嫌い、かな」

　と言うが、リーズはこちらをにらんだまま、言う。

「そういう態度も、レファルはかわいいと思うのでしょうが、私は違ちがいます」

「別にあなたに媚こびを売ってるわけじゃないから」

「人ひと質じちの分際でね」

「媚びを売れって？」

「売られても受け入れてやりませんが……でも、やってみろよ、レファルを騙だましてるときみたいな顔をしてみろ」

「そんな……」

　というところで、リーズの背後の扉が開く。やはりレファルの幼なじみ、リル・オルラが入ってきて、リーズとキファの両方を見て言う。

「……おまえらなにやってんの？」

　リーズがそれに、答えた。

「女スパイの監かん視しです」

「監視しなくても、あいつここからでられないけどな」

「どういうやり口でうちの馬ば鹿か王を陥かん落らくしたのか、確認してたんです」

　それにリルはあきれたように、リーズを見る。

「おまえ、ほんっとレファルを騙す女嫌いだよな」

「女のせいで不利になるのが嫌いなだけですよ。あの女は人質なのに、なぜ、こんなに丁てい寧ねいに扱あつかう必要があるんですか？　向こうに返したときに、なめられるでしょう」

「じゃあ、指の一本でも切り落とすか？」

　と、リルがこちらを見上げる。その瞳には殺気が込こめられている。

　だが、キファはそれを受け止めて、言った。

「……んと、そういうの、慣れてるから本気じゃないと怯おびえないよ？」

　リルが答える。

「なぜ本気じゃないとわかる？」

「あなたがレファルの仲間だから」

「レファルに出来ないことを俺たちがやる。それに、やらなきゃいけないことなら、レファルにもできるよ。あいつは道を間違えない。おまえが好きな、ライナ・リュートと違ってな」

「…………」

　ライナの名前が出て、少しだけ動どう揺ようしてしまうのを彼女は感じた。自分の中の弱さが、急に膨ふくれあがるのを、感じる。

　もちろん、この場所に危険を感じているわけではない。危険なら、もっと早くどうにかされているはずなのだが、ガスタークの人間は理性的で、無意味なことはあまりしない。だからここで、意味もなく傷つけられたりは、しないだろう。

　意味があれば、別だが。

　キファは言った。

「ねえ、ちょっと聞いていい？」

　するとリーズが言った。

「だめです。人質は黙だまっててください」

　が、無視してキファは聞く。

「ここ、ローランドでしょう。それもレイルード。つまりあなたたちは、さきにシオンと交こう渉しようしにきたの？」

　リーズはそれを無視してダイニングのほうへと移動しようとするが、リルが言った。

「ライナ・リュートも、ここにいるんだよ」

「え……!?」

　それに、キファは思わずそんな声を上げてしまう。

　ライナがいる。

　ライナが、すぐそばにいる。

　そしてその彼女を、リーズが顔をしかめて見上げる。

「ほらまたレファルがフラれた」

　リルがこちらを見上げたまま、言った。

「おまえを傷つけるつもりはない。女を傷つけておもしろいことは一つもないしな。だが、シオン・アスタールがどういうニンゲンなのかは、おまえを使って試ためさせてもらう」

　キファがそれに、聞く。

「交渉の場で、私を傷つけて反応を見る？」

「そうだ」

「じゃあ、やっぱり傷つけるんじゃない」

「いや、俺たちに協力して、傷つく演技をしろ。おまえはライナを知っている。シオンも知っている。その二人が信用できる奴やつらかどうか、俺らは知らないが……でも、おまえは俺らとあの二人を、繫つなげたいんだろう？」

　その問いに、キファはうなずいた。

「ええ」

「なら、協力しろ。俺たちに、あの二人が信用に値あたいするかどうか、プレゼンしろよ」

「…………」

　キファはその言葉に、考える。

　もちろん、自分がそれをすることで、ライナやシオンと、レファルたちが手を結ぶことができるなら──ニンゲンたちが力を結集することができるのならそうするが。

　さて、ライナやシオンは、思った通りの反応をしてくれるだろうか？

　ライナの反応は、予想できる。

　怒おこってくれるのだ。たぶん、すごい怒る。ガスタークを許さない──と、叫さけんで。

「…………」

　私のために、叫んでくれて──

　と、そこまで考えて、少し、嬉うれしくてへらへら笑いそうになるのを我が慢まんする。

　じゃあ、シオンはどうだろう。

　それは、わからない。優やさしい人なのは知ってる。一人でなにもかもを抱かかえ込もうとする人なのも、知ってる。

　彼女にとっては、ずっと遠い存在だった。

　眩まぶしいほどに完かん璧ぺきで。

　でも、仲間として迎え入れてくれて。

　だけど、私はその信しん頼らいを裏切り、騙して陥おとしいれた。

　それでもシオンは私を、仲間だと思ってくれているだろう。『勇者』とかいう名のバケモノを抱えて、彼がいま、どんな顔をしているのかはわからないが、もしもライナと一いつ緒しよにいるのなら。二人でいま、笑っているのなら。

「…………」

　全身が、震ふるえちゃうくらいに、嬉しい。

　あの、学生時代のころみたいに、二人で力を合わせて頑がん張ばろうとか、未来を信じて言いあえているのなら。

「…………」

　いや、あのときは、シオンばっかり未来を見てて、ライナはそっぽを向いてた気もするけれど。

　でも、それを思い出して。あのころのライナの表情を思い出して──そのそばに、早くいきたい、と、彼女は思った。二人のそばに、早くいきたい、と。

　まだ、たった数年前のことのはずなのに、もう、遠い遠い昔のことのようにそれが思い出されて。

「…………」

　リルが言った。

「おまえの仲間の話だ。協力してくれるだろ？」

　キファはそれに、答えた。

「私のせいで、ライナたちが不利になるようなら」

「そんなことにはならない」














「最後まで言わせて」

「…………」

「演技はしてあげる。でも、もしも、私のせいでライナとシオンが不利になるようなことになったら、その前に私は自分の命を絶つから」

「…………」

「そうじゃなくても、一度、私は彼らを裏切ってて……自分の命に、そんなに価値を見いだしてないの」

「…………」

「だからそこを、間違えないでね。なんとか生き残りたいとか、そういう気持ちないから。拷ごう問もんでもなんでも、してもらっていいよ。私はそうされても仕方ないことを……」

　が、それに、リーズが言った。

「君の覚かく悟ごは知ってる。独りでガスタークに乗り込んでくるような馬鹿に、覚悟がないと思うような愚か者に私たちが見えます？」

　キファはリーズを見て、笑った。

「見えない。あなたは頭がよくて騙しにくいなぁーって思ってる」

「そうですか。私はあなたが一見頭よさそうなのにほんとはすごく悪くて、とても感情的なので、レファルが気に入りそうで嫌いやだなと最初から思ってました」

「あはは」

「笑い事じゃないんですけどね。さてもう、昼食を食べましょう。冷めますよ」

　それにリルが、リーズを見て、言う。

「昼食出来てんの？」

　それに、二階の、スイが寝ねているはずの部屋からクゥが顔を出して言ってくる。

「冷めてるに決まってるでしょ！　もう、せっかくあたしが作ったのに！　リル兄ちゃん、大人の話終わった!?」

　リルが笑って、言う。

「ああ。終わった。今日は献こん立だてなに？」

「パンケーキ」

「またパンケーキ？」

　瞬しゆん間かん、クゥの表情が変わる。

「仕方ないでしょおおおおおおおお！　このへんの商店街の食材、北大陸にないものばっかりで買うの怖こわいんだから！　じゃあ用意するからダイニングにきてくださーい」

　と、クゥがバタバタとキファの横を通り、階段を降りてダイニングのほうへと向かおうとして、途と中ちゆう、振ふり返り、

「スイ兄ちゃん！　二度寝しない！」

「……うー？」

　という声が、二階の部屋から漏もれる。

　その、妙みように中のいい三人兄弟と、それをあきれたような顔で見ているリーズという、敵地にいるわりにあまり緊きん張ちよう感のないガスタークの人間たちを見て、キファは少し笑ってしまいそうになったところで。

「…………」

　トン！

　と、かすかな破は裂れつ音が聞こえた。

　それはほんのかすかなもので、キファはそれに警けい戒かい心を持つことはできなかった。

　だが、ガスタークの人たちは、違ちがった。

　まずリルが反応した。

　目を大きく見開く。

　背後を見る。

　扉とびらを蹴け破やぶって、外を見る。

　リーズがそれに、言う。

「どうした？」

　リルが答える。

「聞こえなかったか？　結界のどこかが、破られた」

「…………」

　リーズの雰ふん囲い気きが、変わる。さっきまでよりも、さらに厳しい表情になる。

　同時に、スイ・オルラが部屋から飛びだしてくる。階段を飛ばし、一歩で一階に降りる。

　スイが妹を見て、言う。

「クゥ。鎌かまを」

「うん！」

　さっきまであれほど強気だったクゥが、素す直なおにうなずいて、二階へと戻もどる。スイがリーズとリルを見て、言う。

「襲しゆう撃げきですか？」

　リルがうなずく。

「たぶんな」

「ローランド？」

「それ以外に誰だれがいる？」

　そこで、リーズがちらりとこちらを見て言った。

「ローランドの方々は理性的と誰かさんが言ってましたが、実力行使じゃ……」

　が、その言葉をかき消すように、外で轟ごう音おんが響ひびいた。

　ドンドンドンドン。

　なにかが爆ばく発はつするような音。

「よけろ」

　リルがリーズの肩かたを押す。リーズの体が後ろに倒たおれる。

　同時に、壁かべに穴があき、『光燐くうり』に似た、しかし色が違う、黒い閃せん光こうが壁を貫つらぬいて室内に入ってくる。もしもリルが押していなければ、その閃光に貫かれてリーズは死んでいただろう。

「ぐっ」

　リーズがその、閃光を見る。

　と同時、壁に無数の穴が空いた。

　すべて黒い閃光。

　これだけの数だと、よけるのは無理だろう。無差別殺さつ戮りくだ。

　だがリルが前方に手を掲かかげる。その手には、無機質な緑色の球体がつかまれている。

「光を喰くえ、『石喰いスパンクエル』」

　と怒ど鳴なる。

　すると緑色の石が弾はじける。入り込んできた黒い閃光を、吸収し始める。

　スイが動く。

「リル兄さん、援えん護ごする」

「頼たのむ」

　というのを、リーズがぐるっと周囲を見回してから、言う。

「だめです。一いつ旦たん二階へ引きましょう。それからリル。敵の強さがわかります？」

「けっこうやばい」

「なら逃にげますよ。ここは敵地です。状じよう況きようもわからないまま戦って、馬ば鹿かみたいに死ぬわけにはいきません。なのでこの場を切り抜ぬける間の序列を決めます。戦略は私。戦術はリル。スイは私の護衛。クゥは人質を拘こう束そくしてください！」

　というのに、リルとスイがリーズを見て、

『わかった』

　と、全面的に従う。彼らはそれだけリーズを信しん頼らいしているようだった。

　さらに背後で、ひどく静かな、女の声がする。

「………………静かにね」

　腕うでをつかまれる。その力が強い。そちらを見ると、巨きよ大だいな氷の鎌をたずさえた、クゥが立っている。ひどく無表情だった。使用者の感情を奪うばう『忘却欠片ルール・フラグメ』を発動しているのだ。

　リーズ、リル、スイが二階に上がってくる。

　リルが言った。

「正面は俺一人でやる。後ろをスイ、クゥ。二人で抑おさえてくれ」

　リーズが言う。

「裏口から逃げるのは敵も想定してるでしょう。二階の窓から逃げます。事前にみなさんに伝えておいたルートでいきます。でもその前に、キファ・ノールズが人ひと質じちとしての価値があるか試ためしてもいいんですが──さて、まずは君がいることを相手は知っているのか、いないのか、なんだけど……少なくとも君が人質なことは、知ってるはずだよね。だってもう、何か月も、君は私たちと一いつ緒しよにいる」

　その通りだ。

　そして、ガスタークにキファが接せつ触しよくしている──というのは、スフェルイエット民国は知っているはずだった。

　もっといえば、間違いなくヴォイスは知っている。

　で、キファが帰ってこなかった事実を、ヴォイスがライナに伝えているかどうか、だが。

「…………」

　伝えてない可能性は、大いにあった。いや、間違いなく、ヴォイスは伝えないだろう。

　キファはそれに、顔をしかめる。どうも、ひどくまずい状況になってきているようで。

　リーズが続けた。

「で、その人質は、ここにいる可能性が高いのも、わかるはずだ。遠い北の大地においても、交こう渉しようの役には立たないから──でもじゃあ、あの攻せめ方はなんだろう？　あれじゃ、君が巻き込まれて死んでもいいと思っているような攻め方だ、と私は思う。するとその場合」

　こちらを見て、言う。

「君にはまるで、価値がないということになる」

　その言葉に、キファはリーズを見返して言った。

「私見を言っても？」

「聞きたくないね」

「あの黒い閃光──ローランドの魔ま法ほうじゃないと思う。私、見たことないし」

「ん？　なんだそれ。そんな噓うそを信じるとでも……」

「噓はついてない。でも信じてくれなくてもいい」

「………………ローランドじゃない、ね。ローランドじゃ、ない」

　考えるように、二、三度呟つぶやく。

「じゃあ、誰だ？」

　とそこで、リルが言った。

「くるぞ！」

　屋や敷しきに、黒装しよう束ぞくの男たちが数人飛び込んできた。手には闇やみ色の槍やり。おそらくは『忘却欠片ルール・フラグメ』だろう。全員が、『忘却欠片ルール・フラグメ』で武装している。

　男たちは二階を見上げる。

　その視線のすべてが、

「…………」

　キファに向く。

　殺気が籠こもった視線。

　それに気づいて、リーズが言う。

「よし、キファ・ノールズを売ってみよう。彼女を信じていいかは、それで決める」

　と、キファの髪かみをつかむ。

「あ痛っ、ちょちょ」

　無理矢理引きずって、階段から放ほうり投げる。

　それに黒装束の男たちが反応する。槍を構える。投げる。槍はキファに一直線に向かってきて。

「クゥ！」

　と、リーズが言う。

「ん」

　その闇の槍を、クゥの鎌があっさり斬きり裂さく。キファを守るように、立つ。

　そのクゥを、少し驚おどろいたように黒装束の男たちが見る。

　その反応に、リーズが笑った。

「いまの顔は、殺せるな。クゥ、リーズ、殺せ」

　それで二人が、弾けるように反応する。

　リル、クゥと、黒装束の男たちの戦せん闘とうが始まる。

　それを見ながらリーズが階段を降りてきて、言う。

　階段に倒れているキファを見下ろして、

「……よし。君の言うことは信じよう。敵はローランドじゃない。もしくは君は嫌きらわれ者」

「そういう皮肉を言う余よ裕ゆう、あるの？」

「たぶんないね。外に敵がまだいる。でもなにしにきてるんだろう。君を殺したがってるみたいだけど……君、そんな重要人物でしたっけ？」

　そう問われても、心当たりがなかった。

　自分はずっと裏切り者で、誰かにとって大切な存在になったことはまだ、一度もないはずだった。

　ライナや、シオンは──あとは、レファルは心配してくれるかもしれないが、でも、殺されなきゃいけないほど、誰かの物語の中心になったことは、ないはずだ。

　だからキファは困ったように、答えた。

「正直、見当もつかない」

「君が昔騙だました男が怒おこってるんじゃないの？」

「レファルとか？」

「黙だまれよ」

　と、リーズはさらに階段を降りる。

　そのときには黒装束四人の死体が、床ゆかに転がっていた。リルがその死体をあさっているが、リーズが言う。

「さすがに所属はわからないでしょう」

　だがそれに、なにか紋もん章しようのようなものを拾い上げて言った。

「ローランドの紋章を持ってるぞ」

　瞬しゆん間かん、キファは少し緊きん張ちようするが、しかしリーズが言った。

「ならそいつらはローランドじゃないでしょう。あとこの黒装束四人を殺せたことに調子に乗って外にでたら、やられるでしょうね。外に本隊がいる」

　するとそれに、リルが半笑いで言った。

「もう扉とびらの隙すき間まから見えてる。見えるだけで外に二百人くらい……」

　そこで言葉が止まる。

　黒い閃光がまた、外で膨ふくれあがる。

　スイ、クゥ、リルが、それぞれの『忘却欠片ルール・フラグメ』を構える。

　閃光が放たれる。

　さっきよりも多い。

　壁かべを貫つらぬく。

　階段を貫く。

　景色一いつ杯ぱいを黒い閃光が埋うめ尽つくし、なにもかもを破は壊かいしてしまう。

　生きていられるのは、リルたちが前に立ち、敵の攻こう撃げきを防いでくれているからだ。

　やがて攻撃が止やむ。

　壁中穴だらけで、キファにも外の光景が見えた。

　リルの言う通り、武装した兵士が大勢いた。全員が、キファを狙ねらっているのだとすれば、人生最大のモテ期到とう来らいかもしれない。

　スイが天てん井じようを見上げて言った。

「……これは、早く逃げたほうがいいですね。建物が保もたない」

　リルが苦く笑しようして、答えた。

「だが、生きて切り抜けられるか、微び妙みようだな。あの人数で、攻めてこない慎しん重ちようさ。それに、向こうにいるリーダーらしき奴やつは、他に『忘却欠片ルール・フラグメ』を持ってるだろ」

　クゥが小さく言った。

「……絶体絶命？」

　リルが振ふり返って、聞く。

「リーズ、どうする？」

　それにリーズはあっさり答える。

「だから戦術はリルに任せます。責任持って私たちを逃にがしてください」

「えー、ずるいぞリーズ」

「ふふ、いつも私はずるいですよ。さて、戦略のほうが私の担当なんですが」

「命がなけりゃ、戦略もくそもないけどな」

「現場は任せるって言ったでしょう？」

「ったく。クゥ、スイ、ここは俺が防ぐ。二階の窓を全部確かく認にんして、一番手て薄うすなところを探せ」

　それでスイ、クゥが動く。

　しかしリーズは、こんな状じよう況きようなのに悠ゆう長ちような態度で天井を見上げる。思考をまとめるように指をパチン、パチンと鳴らし、ぶつぶつ呟く。

「……敵。ローランド。ローランド以外。キファ・ノールズが狙われている。理由は？　理由を考える必要があるか？　なにが起きてる？　なにが正解だ？　どう動くのが正しい？」

　と呟きながら、キファを冷たく見下ろし、首に手を伸のばしてきてぐいっとつかんでくる。

　そして。

「でもどちらにせよ、私たちは物語の中心にはいない。敵の狙いは君だ。なら、私たちが命をかけてまで、君を守る必要はあるのかな？　キファ・ノールズ」

「…………」

「君を捨てたら、私たちは生きて逃げることができる。違ちがいますか？」

　そう問われ、しかし、答えはなかった。

　なぜ自分が狙われているかさえ、わからないのだ。

「私は……」

　が、リーズはぐっと強く、首をつかんでくる。声がでない。質問はしてない、ということだ。

　リーズが続けた。

「君を殺すとなにかが変わったりするのか？　そんな重要な人間には見えないけれど。じゃあこれは誰だれの物語だ？　なにが起きている？　いっそ殺してみるか？」

　ぐ、ぐ、ぐっと、力が強くなる。意識がぼやける。本当に殺されるのだろうか。

　スイの声がする。

「いま、すぐに動けば……こっちの壁を破れば逃げれるかも」

　それにリーズが言う。

「でも出たさきにはローランドがいる。これだけ派手に戦闘したら、さすがに軍が動くだろう。だから選せん択たく肢しは二つ。

　１、キファ・ノールズをここで相手に渡わたす。　２、キファ・ノールズを守って──」

　そこでふと、言葉が止まる。手の力は緩ゆるまない。このまま、殺されるのかもしれない、と、思った。

　ここで人生が終わるのかもしれない、と、思った。

　そしてそれなら、いい。人質にされて、ライナの迷めい惑わくになるくらいだったら、ここで、殺されたほうがいい、なんてキファは、朦もう朧ろうとしていく意識の中で思った。

　だが、リーズがキファの顔をのぞきこんで、言った。

「そうか。おまえが死んで、壊こわれるのはライナ・リュートか。《寂さみしがりの悪あく魔ま》。ライナに敵がいる。つまり、おまえは思っていたよりもずっと、人ひと質じちとしての価値がある」

　そこで、手がぱっと放される。

「がはっ、ごほ……」

　口から、勝手に咳せきが出る。

　息を吸う。

　大きく吸う。

　朦朧としていた意識に、酸素が流れ込む。

　リーズが続けた。

「キファ・ノールズを守るぞ。最大限利用する」

　最悪の展開だ。

　ライナに対しての人質として、自分が利用される。それも、予想できない、まったく知らない、なにか大きな価値が自分にはあるようで。でもたぶん、ライナにとってそれは、迷惑になる。自分の存在は、ライナにとって、不利になる。

「…………」

　キファはそれに、自害すべきかどうかを、考えた。

　それがライナのためになるのかどうかを、考えた。

　だがそこで、リーズがまるで、彼女の思考を読んでいたかのように、手刀を振るってきた。トンっと頭の後ろで音がした。

　目の前が白く光った。

　動けなくなった。

　息が出来なくなった。

　死ぬことができなくなった。

　最悪だ。

　やっぱり最低、最悪。

　自分はいつも、誰かの迷惑で……

「…………」

　でもそれなのに、意識が消えてしまおうとするその瞬間。刹せつ那なの隙間に、かすかな声が聞こえたような気がした。

　それは男の声だ。

　いつも優やさしい、やる気のない、眠ねむそうな、でも、大好きな声。

「…………」

　ライナの声が、聞こえたような……いや、違う。ライナの声が、聞きたいのだ。私はいつも、彼の声が聞きたいのだ。

　ライナが笑っているのをずっと、そばで見ていたくて。裏切り者だから、そんな資格はないのに、厚かましく生き残って、彼の笑い声を、聞いていたくて。

「…………」

　ライナ、と、口にしようとした。

　でも、声はでない。

　だけど近くにいる。

　そのことを思いながら、彼女は意識を失った。






　第四章　婚約者との再会







　時間は少し戻もどる。

　場所はほんの少しだけ南の区画へ移動した、旧リューラ・リュートルー公こう爵しやくの屋や敷しき跡あと地ち。

「…………」

　研究室へ帰ろうとしたライナの背後で、馬車が止まった。

　そして名前を呼ばれた。

「ライナ・リュート！」

　それはミルクの声だった。

『王立魔ま導どう研究所』から、ライナの助手が派は遣けんされてくるはずだったのだが。

「ミルクかよ。でもあいつ『王研』じゃねーだろ」

　と呟つぶやきながら、彼は振り返った。

　すると、少し離はなれた場所に馬車が止まっていた。馬車から降りてきた人数は、五人だった。

　あきらかに軍人とは違う、ローブのような服をきた研究者らしき奴やつらが、三人。

　その横に、やはりライナはよく知っている、ルーク・スタッカートという名の男。

　そしてさらにその前に、ミルクは立っていた。

「…………」

　ここのところしばらく会っていなかったが、ほんの少しだけ、大人っぽい顔つきになったような、そうでもないような、そんな気がする。

　亜あ麻ま色のポニーテールにおっとりたれ目。小こ柄がらな体に、ローランドの軍服を着込んでいる。

　彼女の瞳ひとみはまっすぐこちらを見つめていて、少し、うるんでいるように見える。

　その視線をライナは困ったように受け止め、

「えー、あ～」

　するとそこで、ルークが近づいてきながら、言った。

「やあライナさん。助手を連れてきましたよ」

　それにライナはルークを見る。

「この人選は誰がやったの？」

「私です」

「死ね」

「え、なんでですか？　ローランドの軍部と魔導研究の間をつなぐものとしては、ミルク隊長は最適任だと思うのですが。あなたとの付き合いも長いですし」

　というのに、ライナはミルクを見る。彼女は緊きん張ちようしたような、それでいて少し嬉うれしそうな顔でこちらをうかがっている。

　知り合ってからが長い、という意味では、確かに、彼女とは本当に長い間、知り合いだった。なにせまだ彼女が五、六歳の子供のころ、三○七号特とく殊しゆ施設で殺し合いをさせられたころに出会ったのだ。

　そしてそこで、ライナは彼女に救われた。

　同じ境きよう遇ぐうの子供たちが次々死んでいく中、彼女を守る──というモチベーションを与あたえてもらった。

　いつだって生きる理由を見つけられなかったのに、彼女があまりにも生きることを簡単にあきらめるから、『簡単に死のうとするんじゃねぇよ』などと、どの口が言うんだろうと思ってしまうようなことを怒ど鳴なって。

　おまけに彼女には、『複写眼アルフア・ステイグマ』が暴走したときも、止めてもらって。

　だから、命の恩人でもあった。

　彼女はライナに救われたと言っていたが、それは逆で──

「ってか、俺はみんなに救われてばっかだなぁ」

　と小さく呟くと、ミルクが敏びん感かんに反応して、

「え？」

　と、聞いてくる。

　が、ライナは首を振ふって、答える。

「いや。久しぶり」

「うん」

「元気してた？」

「うん。あの、ライナ」

「ん？」

「あのあの、その……ライナは、もしかしたら私が助手をやるのは、力不足で迷惑だと思ってるかもだけど……」

「いやそこまでは思って……ないような、思ってるような……」

「あの、でも私、頑がん張ばるから、よ、よろしくお願いします！」

　と、思いっきり頭を下げてきてしまって。

　そしてその横で、ルークがにこにこ笑っていてうんうんうなずいていて。

「……なんなのこれ？」

　とライナが聞くと、ルークが答えた。

「いやー、うちの隊長はちゃんとした挨あい拶さつができてすごいでしょう？」

「だからその、おまえのミルクへの過保護っぷりはなんなんだよ」

　それも、わからなかった。

　ルークとは何度も戦ったことがあるが、しかし、いままで戦った中で、一番やりにくい相手のはずなのだ。頭が異常に切れ、どこまで想定しているのかがまるでわからない。魔ま法ほうや体術といった分野ではあきらかにライナが上回っているはずなのに、戦うと必ず負けてしまう。

　それどころかこいつは、レムルスという名の神を相手にするときですら、知略だけで圧あつ倒とうしようとするようなバケモノのはずなのに、こと、ミルクのことになると、

「おまけに最近、さらに綺き麗れいになってきたんですよ。どうですかライナさん。惚ほれちゃいました？」

「ちょっ!?　ルークっっっ!?」

　ミルクがどんっとルークの背中を叩たたく。

　ルークは嬉しそうに笑う。

「…………」

　という、意味不明な光景。

　まあ、この光景は、イエット共和国や、ルーナ帝てい国こく、ネルファ皇国を旅していたときには、もう、何度も、何度も、何度も見たものなので驚おどろかないが。

　ライナは半眼で言った。

「……あの、とりあえず話進めてくんない？　俺ら人間には、あんま時間残ってないみたいなんだけど」

　それにルークがうなずき、説明を始めようとして、しかしはっとなにかに気づき、

「隊長。隊長」

「……え？　え？」

「出番です」

「あ、そうだった！」

　だからなんなのこいつら？

　とは、どうせ答えてもらえないからもう言わない。

　ミルクがうんっとうなずいて、言う。

「ええと、私たちは、ローランド帝国の軍部から派遣されてきました。代表は私、ミルク・カ……」

「おまえのことはガキのころから知ってる」

「えとえと」

「後ろの奴らを紹しよう介かいしろよ」

「あ、うん……じゃなかった、はい」

　と、ミルクは後ろを振り返る。

　するとそこには、三人の男女がいる。

　女が一人。

　男が二人。

　その中の女が、前に出る。おそらくそいつが、一番実力あるのだろう。

　歳としのころはライナとほぼ同じぐらい。

　茜あかね色の長い髪かみに、理知的な瞳。

　その女が言う。

「自己紹介させていただいても、よろしいでしょうか？」

　ライナはそちらを見る。

　女が言う。

「私はカショク・カシャ。現在『王立魔導研究所』において、第一位魔導研究者の地位をいただいております」

　とのことだった。

『王研』第一位。

　つまり、ローランド最高の魔導学者ということだ。

　二は十た歳ちそこそこでその地位につくということは、おそらくは天才の部類の人間だろう。

「なるほど、頭いいのな」

　とライナが言うと、カシャはこちらを見上げて、答える。

「あなたのお父上にはとてもかないませんが」

　カシャはしきりに、ライナの背後にある扉とびらの向こうを気にしているようだった。当然だろう。魔導学者にとっては、リューラの残した研究資料は、宝の山だ。

「この研究に携たずさわれることに、興奮しております。この話をいただいてから、リューラ・リュートルー公爵が残された魔導研究の資料については、すべて読み直させていただきました。あと、ライナ・リュートさん、あなたがローランドに滞たい在ざい中──シオン・アスタール陛下とともに開発されたいくつかの新しい魔法についての研究資料についてもすべて目を通させていただきました」

「へぇ。俺のも読んだの？」

「はい」

「んで？」

　するとカシャは少し戸と惑まどうような表情を作り、

「正直に申し上げても？」

「その戸惑い顔やめろよ。ここまで言ったら、言う気満々じゃねーか」

　ライナがあきれ顔で言うと、それに、カシャは背後の二人の男のほうを振り返って言う。

「ゼールさん、ヤントさん、どうやらライナさんは、気むずかしい方ではなさそうです。よかったですね」

「ええ」

「はい」

　なんて会話が交かわされる。

　どうやら、付き合う上での人ひと柄がらを試ためされたようだ。

　それにライナはミルクに小さく言った。

「ちょっと嫌いやな奴やつらだな」

　するとミルクも小声で答える。

「えと、さっき馬車で話したんだけど、ライナと対等に意見のやりとりをしないと研究が進まないから、侮あなどられないよう緊張してるみたい」

「俺、別に侮ったりしないんだけど」

　というところで、カシャが再び振り返って、言ってくる。

「ではまず、言わせてもらいます。ライナ・リュートさん。あなたが作る資料は、雑過ぎます。細かいところが省略されていて、読む人にとっては難解すぎるように……」

　が、ライナはそれに言う。

「ああー、そういうめんどいの苦手だから、そこらへんはおまえらに任せ……」

「ですがリューラ・リュートルー元公こう爵しやくの残された研究書は、そのあたりも完かん璧ぺきですよ？」

「……そりゃ、親おや父じはそうかもだけど、俺は親父じゃねーし」

「お父上と同じレベルになってください」

「無理だろ」

「なってもらいます。なにせいまは、人類存亡を懸けた、過去例のない緊きん急きゆう事態なのです」

「そんなやばいと思ってんならおまえがなれよ」

「もちろん頑張るつもりです」

「おまえはつもりで、俺はなれってひどくない？」

「次に……」

「聞いてねーし」

　だがカシャは無視して続ける。

「ライナさんのいまの実力を把は握あくしたいです」

「実力？」

　と、ライナが聞くと、カシャがうなずく。

「ええ、実際の魔ま導どう運用能力及および、魔導科学への知識の深さを測らせてもらいます。私たちはただの学者ではなく、実戦まで考えた研究をしていますので」

　なんてことを、言う。

　するとカシャの背後で、ゼールだかヤントだかといった名前の二人が手を動かし始めた。

　ローランド帝国特有の、光の魔ま方ほう陣じんを描えがき始めたのだ。

　その動きは、速い。

　まあまあ、速い。

　普ふ通つうの魔術師にくらべたら、だいぶ速い。おそらく魔導学者のレベルの動きではない。

　だが、

「…………」

　所しよ詮せんはその程度だ。

　魔導学者にしては凄すごい、程度。

　ライナはそれを、疲つかれたようにぼんやりと見つめる。この程度の動きに対応しろというのならするが、

「…………」

　だがそこで、ミルクが動いた。指をひょいひょい動かして、遅おくれて動き始めたのに一いつ瞬しゆんで『光燐くうり』の魔方陣が完成してしまう。

　魔方陣を作った位置もいい。一筋の槍やりで、ヤントだかゼールだかという名前の魔導学者が作った魔方陣を、消し飛ばせる場所に魔方陣を作ってしまう。

　カシャがそれを見て、

「あ……」

　と、驚く。

　実力があまりに違ちがうことに、目を丸くする。だが、こいつらが驚くかどうかなどは、どうでもいい。

　ライナはその、ミルクが作った魔方陣に、そっと手を伸のばす。二か所を描き換かえる。

「む」

　と、ミルクがこちらを見る。

　ミルクがその二か所を修正する。その対応も速い。少し前──ミルクと追いかけっこして諸国を漫まん遊ゆうしていたころよりもだいぶ速い。

　ライナは笑って、

「やるね」

　と、また指を動かす。

　ミルクが修正する。

　動かす。

　修正するが間に合わなくなってくる。なんとかそれでも『光燐くうり』を維い持じしようとミルクは対処するが、ぐいぐいライナは描き換えていこうとして──そこにルークが参加してくる。

　その動きはミルクよりも速い。

　おまけにトラップだらけの、いやらしい描き方をする。

　ルークが微ほほ笑えんで、言う。

「ローランド最高の魔術師と呼ばれた者としての、本気を見せてくださいよ、ライナさん」

　なんて言いながら、しかし、ルークは懐ふところからナイフを取り出す。こちらに投げる。

　魔術師として、と言っておきながら、こいつは平然とこういうことをしてくる。

　そしてそれは、読み通りだった。ルークが真っ向から勝負を挑いどんでくるはずがない。

　ライナはその、ナイフを身を反らしてかわす。体勢が崩くずれる。指が魔方陣から離はなれる。

　そこでルークが言う。

「隊長、いまです。『光燐くうり』を完成させて」

「はい！」

　と、ミルクが『光燐くうり』を完成させようとする。

　それに反応して、ライナは全開で目の前に別の魔法を描く。

　ローランドの魔法では、ない。

　ネルファでも、ルーナでも、エスタブールでも、ガスタークでもない、即そつ興きようの魔法。

　ミルクが魔法を完成させて、言う。

「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」

　それに対応してライナは、ミルクに気づかれないように、ミルクの『光燐くうり』の魔方陣に仕込んでいた術式を起動し、自分が描いたものに反応させながら、














「求めるはぁ～、あ～なんか、『光燐くうり』を食べて花火にしちゃう感じの～〉〉〉・ンな感じ！」

　と、名前はひどく決まらなかったが、それっぽい魔法が発動する。

　ミルクの『光燐くうり』がライナの描いていた光の模様にぶつかり、それが上空へと飛んで、青い色に変へん貌ぼうして花火のように周囲に拡散するが──

「……あ～、空が青いから、青くしたら見えないのか。ちょっとミスったな」

　と、ライナは自分の魔法を見上げて言う。

　するとルークが、

「ではミルク隊長の勝ちですね」

　なんて言ってきて、ライナはあきれる。

「どっからそういう発言が出てくるかね」

「どう見ても隊長の勝ちでしょう」

「ん～、ってか、おまえは出てくんなよ。戦うの疲れるから」

「で、いまの隊長の動きはどうですか？」

　と、ルークがひどくうるさい。

　それにライナはうんざりした顔でミルクのほうを見る。

　動きは正直、かなりよかった。もしかしたらもう、魔法騎き士し団と並ぶくらいの実力があるかもしれない。それに魔方陣を修正していくときの実力や知識量も、かなりのものだった。

「…………」

　いや、そもそもこいつは、まじめなのだ。子供のころも、他者を傷つけることに絶望して生きるのをあきらめようとしただけで、努力はする奴だった。

　そして今日まで、その努力を続けてきたのだろう。

　ライナはその、ミルクを見下ろして、

「……いや、まあ、よくやってると思うよ？」

　と言うと、ミルクがこちらを見上げて、表情をぱっと輝かがやかせる。

「ほんと!?」

「あ～、うん。ほんとだけど」

「やった！　ルーク、ライナに褒ほめられちゃった！」

「よかったですねぇ。いまのは間ま違ちがいなく隊長の勝ちでしたしね」

　ってだから、こいつらはなんなんだろうか。

　とそこで、カシャが聞いてくる。

「あの、ちょっと聞いていいかしら？」

「ん～？」

「いまあなたがやったのって、あらかじめ打ち合わせしてたの？」

「なんの？」

　するとそれに、カシャがまた驚おどろいた顔で後ろのヤントとゼールにこそこそ話す。

「ちょっと、世間じゃあのスピードで魔ま法ほうが展開できるのが普通なの？　三人とも異次元の速さなんだけど」

　するとヤントかゼールかどっちかわからない男が、

「私は一いつ般ぱん兵の平均魔法起動時間よりも、一、二秒速く起動してるはずです」

「そのはずよね。じゃあやっぱり彼らがおかしいのよね？　あと、あの魔法……」

　また、カシャがこちらを見る。

「最後に使った魔法は、まさか即興？」

　ライナはうなずく。

「じゃなきゃ、あんなダサイ構成にならないだろ」

「じゃあ、実戦で使えちゃうような魔法をいま作ったっていうの？」

「実戦じゃあんなん使えないよ。ルークが本気なら俺は殺されてた」

　カシャがルークを見る。

　ルークはにこにこしている。

　再びこちらを見上げ、

「つまり、私たちを馬ば鹿かにするために、ちょっとかっこよさげな魔法を使ってみせた？」

　ライナは笑う。

「まあ、そうなるか。魔導知識の筆記試験とか受けたくないから、知識がいる魔法を見せた。いまのをするには、どんくらいの知識がいるか、だいたいわかるだろ？　俺の実力はそこくらい。裏を返せば、親おや父じと違って実戦魔法使うための知識以上には、あんま勉強してない……くらいの知識」

　それで、『王研』の人間には、ライナの知識量はだいたい検討がつくはずだった。

　そこそこの知識と、そこそこの応用力。

　それがライナの得意な部分だった。

　するとカシャがなにかを考えるような顔になる。

「なるほど、なるほど……実戦での運用が飛び抜ぬけている、ということですか。ですが、世界を回られていたのですよね？　なら、各国の魔法についての知識も」

　が、ライナは答える。

「そこそこかな。必死に勉強はしてない。というか……」

　するとカシャが先回りして言う。

「『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者なので、構成が見えすぎてしまって、魔ま導どうの研究をする気にならない？」

　それにライナはうなずいた。

　そう。

　確かにそういう部分はある。魔法が見えすぎてしまう故ゆえに、きちんとした魔法についての勉強はしていない部分がある。

　カシャがこちらを見つめて、言った。

「もったいないですね。『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は魔法の構成はすべて見えてしまいますが、それでも、あんな一瞬で魔法を作ったり、応用したりはできない。見て、覚えて、コピーできるだけ。つまりあなたにはそれ以上の才能がある」

　ライナはそれに肩かたをすくめる。

「ま、それでも親父ほどじゃ……」

　が、カシャは遮さえぎる。

「それは努力してないからじゃないんですか？」

「…………」

「なにもかもが見えちゃうから、大切なものを見落とす。あ、ちなみに、こういう言葉を知ってますか？」

「知らない」

「まだ言ってません」

「じゃあ早く言えよ。あんま興味ないけど」

　というのに、カシャが胸を押さえて、言う。

「私が、魔導学者を目指していたときから、ずっとずっと一番大切にしている言葉です」

　と、なにか凄すごいことを言おうとしているらしいが、そういう、自己啓けい発はつ的な言葉には本当に興味がないのでライナはうんざりした気持ちで待っていると、カシャが言った。

「『どの思考から始めるにしても、常に、基き礎その部分に重要なひらめきが隠かくされている──』」

「うへー」

　思った通りの、自己啓発的な言葉だった。

　カシャはそれを目をきらきらさせて言ってきており、さらにヤントだかゼールだかが、うんうんうなずいていて、これだから『王研』とかそういう育ちのいい優ゆう秀しゆうな奴やつらは嫌いやなんだよなぁと、ライナは思う。

　彼はうんざりするように、

「そんなん俺に聞かせて、どうしたいの？」

　と聞くと、カシャがこちらを見つめて、言った。

「これはあなたのお父上の言葉です」

「…………」

「では、研究を始めましょう。あなたの実力はわかりました。おそらく、私よりも遥はるかに才能に恵めぐまれている。でも努力が足りない。圧あつ倒とう的に努力が足りない。だからおそらくは、私はその、あなたを、本物の天才にするのが、存在理由なんだろう、と、いま認にん識しきしました。」

「勝手にそういう認識すんのやめてほしいんだけど」

　という言葉は聞かず、彼女は言う。

「あなたを短期間で、リューラ・リュートルーにします」

「絶対やだ」

「では始めましょう。研究所を案内してください」

　と、カシャと、ヤントだがゼールだかが歩き始めてしまって。

　そしてそれから、ミルクが言ってくる。

「ライナ！」

「ん？」

「やっぱりライナはすごいね！」

「いま努力不足って言われたところなんだけどね」

「でもすごいよ」

「褒めてもなんもでないぞ？」

「えと、えと」

　と、ミルクが言葉を探す。なぜか妙みように緊きん張ちようしていて、ライナは笑ってしまう。

「ってか、なんでそんなに緊張してんの？」

「あ、えと、緊張ね、してないけどね」

「だいたいなんで、こいつが俺の助手なわけ？」

　と、ライナがルークに聞こうとするが、しかし、ルークはカシャのほうへとついていってしまっていた。

「あとは若い二人にお任せします～」

　などと言ってくるが、いったい、あいつがなにを考えているのか、まったくわからない。

　ライナはミルクのほうを見下ろして、あれどういう意味？　と聞こうとするが、彼女はやはり緊張してしまっているようで、視線が泳いでいる。

「ちょっと、ミルク」

　背中をぽんっとたたく。

「ひゃうっ」

　と、妙な声を上げる。

「う？」

　とこちらを見上げる。顔が赤い。熱でもあるんじゃないか？

「俺らも研究所いく？」

「あ、うん」

　と、ライナは歩き出す。ミルクはその横をついてくる。

「ってか、おまえ大だい丈じよう夫ぶか？　風か邪ぜひいてたりしない？」

「え、なんで？　元気だよ」

「ずっと顔赤いんだけど」

「え!?　あ、えーとね、んと、さっき、一生懸けん命めい魔法……使ったから……かな？」

「おまえ魔法使うと顔赤くなんの？」

「んと」

「ま、でも、ほんとにけっこう速かったからな。短期間にずいぶん実力上げたなぁ」

　するとミルクが嬉うれしそうに笑う。それは本当に嬉しそうな顔で。

「が、頑がん張ばったしね！」

「そりゃそうだろうなぁ。あんだけ一気に強くなるって、相当頑張ったのわかるよ。おまえ偉えらいな」

　それに、ミルクがこちらを見上げて、

「え、えと……」

「ん？」

「あの……や、役にね………………」

「ふむ」

「役に、立とうと思って、頑張ってたんだけどね………………ライナのね、その、役に……」

　だが、途と中ちゆうで言葉が小さくなってしまって、なにを言ってるか聞こえない。

「なんつった？」

　聞くが、ミルクは口をぱくぱくさせ、頰ほおを真っ赤にし、それからうつむいてしまって、

「……うー」

　うめいた。

「どした？」

「……き、緊張して」

「はぁ？　だからなんでそんな緊張すんの？」

　という言葉に、ミルクが、言った。ちょっとだけうらめしげな瞳ひとみで、

「……ら、ライナはしないの？」

「なにに？」

　それにミルクが、苦しそうに自分の胸を押さえて、言う。

「……ライナ、ずるーい」

「だからなにが？」

「……いいもん。頑張って慣れるもん」

　わけがわからないが、なにやらいろいろあるらしい。まあ、彼女はイエット共和国でライナとフェリスをローランドを裏切った『忌いみ破り』として追いかけ回していたころから、発言がよくわからないところはあったのだが。

　ミルクがまた、かぼそい声で言う。

「でも、ライナ」

　やはり聞こえない。

「……私、ちゃんと生きて、死なないで、大人に、なったんだよ」

　彼女は小声でぼそぼそ言う。

　顔は赤いままだ。

「ちょっと、ほんと声小さすぎるんだけど」

　するとミルクがこちらを見上げ、にこっと笑って、

「いいもーん」

　と、言った。

　それはちゃんと聞こえて、元気な声だった。

「ほんと熱あるんじゃないの？」

　というのに、彼女は笑った。

「ないもん。いろいろあるだけだもん」

　というのに、ライナはちょっと考え、女性特有のなにか触ふれちゃいけないことのような気がして、

「あ！　そうか。あ～、わかった。あれか。あの、あれか。あ～、ごめん」

「って、へ？　あのライナ……違ちがっ、ちょ、なにか勘かん違いしてない？」

「あ～、えーと、なんでもいいけど、早くいこうぜ」

「ちょ、ちがぁあああああああああああう！」

　と、ミルクは叫さけんだ。

　やはりちょっと、こいつはうるさい。でも、いつものうるさいミルクに戻もどってくれて、ライナは少しだけほっとする。

「そっちのほうがいいよ。緊張されると、こっちも緊張する」

「え、あ、そっちって」

「元気なほう」

「ほんと？　こっちのが、好………………………………………………………えと、こっちのが、いい？」

「うん」

「じゃあ、元気にするね！」

「いや別に俺に合わせる必要ねーけど」

「助手だもん」

「だからなぜおまえが助手なのか」

　それにミルクの表情が少し曇くもる。

「あ……私じゃ、だめだった？」

「いや、そういうことじゃねーけど。さっきの動きで、おまえが優秀なのはわかったし。ルークはなに目的で、おまえを俺の側そばにおくんだろ？　と思って」

「……そ、それは……」

　ライナはミルクを見下ろして、聞く。

「おまえなんか、ルークがなに企たくらんでるのか知ってる？」

　するとそれに、彼女は答える。

「……し、知らない」

「あいつ超ちよう頭いいから、怖こわいんだよなぁ」

「えと、でも、ルークはすごい優やさしいよ？」

「俺には優しくないもん」

「それは……」

「きっとあれだな。あいつ、おまえのこと好きなんだな。だから優しいんだぜ、あれ」

　と、冗じよう談だんめかしてライナが言うと、

「あ……」

　と、急にミルクの表情が、困ったようになる。そのままなにかを考えるような顔になる。

　それに、ライナは聞いた。

「あれ、なんかまた、俺まずいこと言った？　おまえらの間に、なんかあったのか？」

　が、ミルクは首を振ふる。

　それから少しだけ決心するような顔になって、

「……ルークとはそんなんじゃないから、あの、ライナに勘違いされたくないけど……でも、だからって違うって否定したくない。きっとルークは私を好きだし、私もルークが好きなのは、本当だから。ラッハも、リーレも、ムーも……部隊は、家族だから」

　なんて、いきなり宣言してくる。

　やはり彼女は緊張した、しかし、さっきよりもずっと決意に満ちたような顔をしていて。

　彼女がなぜ、そんなことを言い出したのかはわからないが、しかし、

「……いや、うん。大丈夫。宣言するほどのこととは思わないけど、そういうのは、わかる」

「……ほんと？」

「ああ。俺だって、シオンやフェリスに、似たような感情を抱いだいてるしな」

　と、言うと、突とつ然ぜんのミルクの目が、大きく見開かれる。

「ね、ねねねねねね、いまの！　いまのもう一回聞いていい？」

「へ？」

「あのあのあのあのあのあの」

「ちょ、どこにそんな反応するところがあった？」

「あ、あの、ふぇ、フェリスさんのことは、じゃあ、家族みたいに思ってるの？」

　という問いに、ライナはうなずいた。

「思ってるよ」

「私にとってのルーク？」

「おまえにとってのルークはよく知らねーけど」

「えーと、えーと、その、あの……」

　が、そこでライナはミルクを見つめ、なんとなく、彼女が言いたいことがわかってきた。

「ちょっとミルク、言っとくけど」

「う？」

「俺、そういうのまだ苦手だから、わかんないんだよ」

「そういうのって？」

「おまえが言ってるの、恋れん愛あいっぽい話だろ？」

「…………」

「でもあの、あ～、俺、こんな眼めだったから……」

　と、彼は、自分の、呪のろわれた瞳を指さす。

　瞬しゆん間かん、ミルクが怯おびえた顔になる。彼を傷つけたんじゃないかという顔。慌あわてた表情になる。

　だがそれを、やはり彼は遮さえぎる。

「いやもう、それに傷ついたりはしない。俺はニンゲンだった。それはもうわかったんだ」

「…………」

「ってか、おまえがそんな心配した顔してくれるの見ると、俺はいったい、どんだけいつも不幸ヅラしてたのかって思うけど」

　と、笑って見せる。

　それでどれくらい、いままで彼女にかけた心配を払ふつ拭しよくできるかはわからないが。

　ライナは、続けた。

「でももう、わかってる。みんなに愛されてるから今日、俺は、ここに生きて立ってられる。それはおまえにも感謝してるんだ、ミルク」

　ミルクを見つめる。

　彼女は少しだけ驚おどろいたようにこちらを見上げて、言う。

「……私に？」

「うん。おまえが俺に、バケモノじゃないって言ってくれたの、覚えてるよ」

「……っ」

「おまえが俺を、人間だって言ってくれたのも、覚えてる。おまえが俺を、認めてくれたのも……」

　が、そこでなぜか、ミルクの瞳にみるみる涙なみだが溜たまっていくのに気づいて、

「ちょ、え？　なんで？」

　ライナは驚くが、そのときにはもう、彼女の瞳からは涙が溢あふれてしまって。

「あの……」

　が、ミルクは顔をくしゃくしゃにしながら笑って、

「あの、ライナ」

「うん？」

「よかったね！」

　なんて、言われた。

「私……いまの話、すごい嬉うれしい！　ライナは、一人じゃないもん。優しいから、きっとみんなに愛されるって、そう思ってたもん！」

　と、勝手に盛り上がる彼女を見つめて、また、思う。

　なぜ、こんなに優しい奴やつらばっかりの中で、あんなに自分を不幸だと思えていたのか、と。

　きっと望めば。

　自分から気づこうとすれば。

　逃にげずに、現実と向かい合おうとすれば、こんなにも真まっ直すぐ、気持ちを向けてくれる奴らがいたのに──

「……あ～、なんか、そんなに泣いてもらっちゃうと、申し訳ないんだけど」

「ううんううん。ごめん。私……勝手に泣いて」

「えーと、だから、あの、でもさ。そう思えたのって、最近でさ」

「うん！」

「親おや父じがさ……あの、俺は、ほんとはちゃんと、愛されて生まれてきたんだって……だから必死に生きるべきなんだって、言ってくれてさ」

「うん！」

　泣きながら、でも、本当に嬉しそうにミルクはそう頷うなずいてくれて、ちょっと、調子が狂くるってしまう。

　ライナはそれに、ちょっと自分を語らなければならないことに照れながら、でも、続ける。

　彼女の態度が真しん摯しだから、自分もそれに、真っ直ぐであるべきだと思って、頑がん張ばる。

「だから俺……ちゃんと生きようと……」

　が、ミルクは遮って言った。

「でもライナは、最初からわかってたよ」

「へ？」

「だって、私に生きろって、言ったもん」

「…………」

「簡単にあきらめるなって。こんな腐くさった世界でも、生きるのを簡単にあきらめるなって」

「それはでも、おまえを励はげまそうと……」

「バケモノは、他ひ人との心配なんて、しないもん」

「…………」

「バケモノじゃない。『寂さみしがりの悪あく魔ま』とか、そんなんじゃない。ライナは最初っから……子供のころから、優しい人間だったよ」

　ミルクが、そんなことを言ってきて、それに、ちょっとライナは、泣きそうになってしまう。喉のどの奥が詰つまる。その自分の感情を、あまりに弱く、簡単すぎるだろ、と、思うけど、そんなに真っ直ぐ、人間だったなんていわれてしまうと、涙が出てきそうになってしまって。

　でも、彼はそれをこらえて、笑った。

「ありがと」

「お礼は、私のほうが……」

　が、ライナは首を振った。

　あきらかに、違う。礼を言うべきなのは、自分だ。

「救われてるのは、いつも、俺ばっかりだ。ったく、親父の言う通りだよ。俺はこんな馬ば鹿かなのに、愛されて、生まれたなぁ」

　と、笑う。

　それにミルクも、一いつ緒しよになって、笑う。まるで母親のような優しい顔で、それでいて、涙でぼろぼろの顔で、笑う。

　それにライナは懐ふところを探さぐって、ハンカチを持ってないかと探るがまあ、持ってたことなんてほとんどないので、

「ハンカチないんだけど」

　と言うと、彼女は笑った。

「私持ってる」

　と、彼女は取り出して、涙を拭ぬぐう。

「鼻水も出てるよ」

「や─────！」

　胸をどんっと叩たたかれて、ライナは笑う。彼女は慌ててそれも拭ふく。

　その彼女に、言う。

「あー、で、ちょっと話が遠回りしたけど」

「うん」

「でも、それ最近でさ。だから、まだあんまわかんないんだよね」

「なにが？」

「恋愛」

　と、言った。

　ミルクがそれにまた、ちょっと緊きん張ちようしたような顔になった。でもさっきほどじゃない。さっきよりはずいぶんと、打ち解けてくれたようだった。

　ライナは続けた。

「……なんつーか、恋こいとかするべきじゃないって、ずっと思ってたから」

「…………」

「あの、えーと、俺みたいなバケモノの遺伝子が……」

　もう、そこまでで十分のようだった。バケモノという単語を言うだけで、彼女はこちらを気き遣づかうような、それでいて、少し怒おこるような顔になって。

　ライナは、苦く笑しようする。

「もちろん、いまは思ってない。親父には、遺伝しないから子供作れとか伝言されてさぁ」

　それにミルクは、笑った。

「すごく優しいお父さんだったんだね」

　優しいお父さん──という、その言葉に、ライナは素す直なおにうなずいた。

「ああ。過保護なくらい」

「あはは」

「でも、いきなりそんなこと言われても、無理だよ。急には割り切れない」

　それに、ミルクが言った。

「でも……」

「ん？」

「……私にはさっき、ルークが好きなんじゃないかとか、恋愛めいたこと、言うのに？」

　と、少しだけ責めるような目でこちらを見てきて、ライナは肩かたをすくめる。

「だっておまえは……」

　というのも、やはり、間ま違ちがった考えだった。

　おまえは人間で、俺はバケモノ──に繫つながる言葉で。

　ミルクが、言った。

「ライナも人間だって、わかったんでしょ？」

「そーなんだけどさぁ……あー、うーん。まあ、じゃあ、ごめん」

　ミルクがこちらを見上げて、聞いてくる。

「ライナ」

「うん？」

「私、ライナと約束したって思ってる」

　その言葉がなにを意味するかは、知っている。本気だとは思わなかったが、彼女は再会してからずっと、子供のころに彼と約束したと叫さけんでいた。

「……結けつ婚こんのこと？」

　と、その、約束についてライナが言うと、ミルクは恥はずかしそうに、うなずいた。

「……うん」

　だが、そんな約束をした覚えは、ライナにはなかった。

　彼女が言った言葉は覚えている。ローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつから、彼女が貴族にもらわれていく日。

　彼女は泣きながら、こう言った。

『もしも……もしも死なないで大人になれたら、私と結婚してくれる？』

　あのとき、ミルクはまだ幼い、少女だった。ライナよりも二、三歳年下のはずなので、本当に子供だったはずだ。

『もしも死なないで大人になれたら……』

　当時、彼女の言葉に、そんなことはありえないと思った。

　かつてのローランドには死が溢あふれ返っていて。

『生き残れたら……私と……』

　それどころか自分は、人と触ふれあうべきではない、バケモノだと思っていて。

　自分は誰だれかと触れあうことから逃げて、逃げて、逃げまくっていたから、そんな約束は、するはずがない。

　なのにあのとき、そんな現実逃とう避ひ君が、偉えらそうに言ったのだ。

　生きろとか。

　あきらめるなとか。

　そのときの言葉を、思い出す。

　正確な内容は覚えていない。

　でも、あのとき、自分はどう言ったか。

　ミルクに、なにを言ったか。

　するとそこで、ミルクが言った。

　まるで当時のことを、いま、見たばかりのように、

「おまえさ、泣き過ぎ。死ぬとか言うなよ。おまえならいけるって。しぶといし。俺もさ、死ぬつもりはないからさ。だから……」

　それに、ライナも思い出してしまう。まだ幼い少女が、貴族に連れていかれながら泣いている光景。

　振ふり返る光景。

「……だからおまえも、死ぬな」

　ミルクは確か、それに大きくうなずいた。

「思い出した」

　と、ライナが言うと、彼女はにっこり微ほほ笑えんだ。

「遅おそいなぁ」

「ってか、全文覚えてるの？」

「うん。毎日そればっかり呟つぶやいてたから」

「…………」

　それにライナは、彼女がどんなふうに今日まで生きてきたのかが想像できてしまって、目を細めた。

「……ごめん。辛つらかったな」

　だが彼女は首を振る。

「ううん。私はずっと幸せだったと思う。カラード家の人たちも、優やさしくしてくれたし」

「なわけねーだろ。だったら俺の言葉なんて覚えてるはずない」

「あはは」

「いやま、別に辛かったって言わなくてもいいけどさぁ。昔のローランドは、そんな話ばっかりだし」

　しかしそれにも彼女は首を振った。

「ほんとだよ。辛くなかった」

「…………」

「それに、ライナの言葉を覚えてたのは、別の理由だもん」

「別の？」

「うん」

「なに？」

「えと………………う～んと、あの……あーう、それを、言わせるの？」

　また、彼女の顔が、真っ赤になる。

　そしてそれに、ああ、と、ライナは思う。本当に自分は、馬鹿だ。こういうことに、うとすぎる。もしかしたら精神的に、気持ちがそちらに向かないよう、バリアを張っているのかもしれないと、自分で思うほどにその方面にうとい。

　特に、自分への好意から、逃にげる傾けい向こうがあって。

「ああ～、ごめん」

「……ううう」

「えーと、でも、そういうのがまだ」

「……ううう」

「ごめんな」

「……ううう」

　というところで、ミルクが急になにかを思いついたというような衝しよう撃げきの表情になり、

「あれ……うそうそうそ、いまの、なんで？　なんであやまるの？　え、え、まさかこれ、私、フラれたんじゃ……」

　という、言葉の後半がまた、声が小さくて聞こえない。

　おまけに彼女がなにを言いそうかの、予想もできない。やはり、うといのだ。

　ライナは困ったようにミルクを見下ろして言う。

「ごめん、もう一回言ってくれる？」

　だがそれに、ミルクが唇くちびるを嚙かんでいる。あきらかにちょっと、傷ついたような顔。それから、無理矢理つくる笑え顔がお。

　そして。

「……ううん。私……私頑がん張ばるもん！」

「えーと」

「まだ、ライナがそういうのわかんないっていうなら……きっとまだ、チャンスが」

「ミルク？」

「あう？」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　そこで、ミルクが顔を上げて、なぜか突とつ然ぜん覚かく悟ごが決まったような顔で手をすっと挙げ、言った。

「は、はい！　ちょっと質問があります!?」

「凄すごい勢いだな……」

「あの、あのあのあの」

「うん」

「ふぇ、ふぇふぇふぇふぇふぇ、フェリスさん、と、は、つ、つ、付き合ってるんですか!?」

「…………」

　その問いに、ライナは考える。

　本当にそういうことにはうといのだ。だからきちんと考える必要があると思うのだが、しかし、フェリスと一いつ緒しよにいるときのことを、思い出す。

　だんごを買ってこいと殴なぐられる。

　だんごがうまいだろうと殴られる。

　だんご屋はこの街にはないのかと殴られる。

　と、思い出されるのはだんごばかりなのだが、まあ、それはさておき。

「おまえが思ってるような意味では、付き合っては、ないと思うけど」

「けど……か……」

　ミルクの表情が、少し暗くなる。しかし気を取り直してすぐに、

「じゃあじゃあじゃあじゃあじゃあ」

「じゃあが多いな～」

「じゃあ！　フェリスさんは、ライナのことが、好き？」

　それに、ライナはまた、考える。

　さっきフェリスは、確かそう言っていたように、思う。

　ルシルに、妹が好きかと聞かれ、ライナはそれに好きだと言った。それから、フェリスも好きだと思う、と、そう言っていた。

　そしてそんなことは知っていた。同じ気持ちだとわかっていた。でも、あいつも同じように、そういうのにはうといから、それが恋れん愛あいなのか、家族愛なのかは、お互たがいいまいちわかっていないと思う。

　さて、あの感情はどっちなのか。

「うーん」

　と、ライナが腕うで組ぐみすると、

「……ううう、そこ、悩なやんじゃうんだ……」

　とミルクが言う。そしてそれを自分で打ち消すように、

「ああああでもでも、悩むってことは、違ちがうってこともあるよね。だったらあのあの、まだ、チャンスあるよね？」

　ライナはそれを、困ったように、見る。

　ミルクがまた手を挙げる。

「は、はい！」

「なんでいちいち手を挙げんの？」

「えとえと、ライナ。先に言っときます！」

「うん？」

「私は……」

「うん」

「わ、私は……」

　また、ミルクの顔が真っ赤になる。ぎゅっと目を閉じ、震ふるえる声で、言う。

「わ、私は……ら、ライナの、お、よよよよよよよよよよよよよ」

「なに？」

　ふーっと、息を吐はく、自分を鼓こ舞ぶするようにミルクは息を吸い、それから、言った。

「……お、嫁よめさんになるのが、夢です！　きゃああああ言っちゃったあああああああああああああああああー」

　と、首をフリフリ、彼女は研究室のほうへと走り去っていってしまって。地下へと続く階段を降りて姿が消える。でも頭だけ階段から出て、こちらを見る。

「…………ってだから、これ、なんなの？」

　と、ライナはあきれ顔で彼女を眺ながめるが、彼女は遠くで何度か深呼吸をしてから、戻もどってきて、言う。

「あ、あの、とはいえ、公私混同はしません。助手として、頑張ります」

「いまさらだなぁ～」

「ご、ごめん。久しぶりに、会えたから、興奮しちゃって。あううううう。でも、恥はずかしくてライナの顔見れない」














　と、顔を彼女は、上げない。

　こちらを見ない。

　ライナはそれを見下ろし、そして、思う。

「…………」

　こりゃ、大変だなぁ、と。

　真しん剣けんに生きるとなると、こういうのも、逃げないで対処しなきゃいけないの？　と。

　どうやらこれが、たぶん、恋愛ってことのようだった。誰だれかが好きとか、誰かより誰かを好きだったら、両方大切でも片方は傷つけなければいけないとか。

「……まじかよっ」

　と、うめく。

　こんなことみんな、いったいどうやって解決しているのか、もう、見当もつかない。

　そもそも、醜みにくい、愛される資格のない自分なんかを、誰かが好きになるなんて、思ってもみなかった──なんてお子様レベルの精神年ねん齢れいスタートだと、ほんとに、なんというか、

「……親おや父じは、どーやって母さん選んだのか教えてから死ねよなー」

　と、思わず小声で愚ぐ痴ちった。

　どう考えても、あの父親はモテたと思うのだ。金きん髪ぱつで理知的で見た目も悪くなかったし、貴族の上に信じられないくらいに優しいし、おまけに親ばかで魔ま術じゆつの天才で愛妻家。

　完かん璧ぺき君とはこのことだ。

　でもなら、最後まで教えていけっての。

　息子むすこがスーパー恋愛できない君なのわかってんだから、きちんと教育していってくれっての。

『好きな女作って子供作れよ馬ば鹿か』とか言ってたけど、

「教育が雑過ぎるだろ」

　と、彼は困る。

　それにミルクが、やはり顔を上げないまま言う。

「あ、あの、ほんとごめんね、困らせて」

　それをライナは手で制して、言った。

「いや、大丈夫。まず俺が悪い。でもまだ、そういうのすぐには受け入れられないってのを言わせて」

「あう!?」

「とりあえず仕事……仕事しようぜ？　な？　世界滅めつ亡ぼうしたらまずいだろ？」

「う、うん」

「じゃ、研究室へいく。公私混同はしない。それでいい？」

　ライナが言うと、ミルクはこくこくうなずいた。

「わ、わかった」

「じゃ、いくぞ」

「うん」

　と、ライナは歩き出す。

　たぶんミルクはそれについてきている。

　数歩進んだところで、後ろから声がする。

「あ、あのあのあのあの」

「なに？」

「やっぱりちょっと、あの、公私混同したい……です」

「ええええええええ～」

「だってだって!?　いままで、全然ライナに会えてなくて……だから、あの、一回だけ。一回だけ……手に、触さわってもいい？」

　などと、ミルクが言い出す。

　ライナはそれに振ふり返らない。もう、彼女がどんな顔をしてるか、知ってるから。

　だから、ライナは言った。

「えーと……あのさ」

「うん」

「俺、こういうの得意じゃないからわかんないんだけどさ」

「うん」

「付き合ってないのに、そういうの、まずいんじゃないのかな？」

「うん」

「じゃあ、だめじゃん？」

「うん」

「なら、お終しま……」

「だけど、昔、俺の手をつかんで、絶対放すなってライナ、言ってくれて……」

　また、そういう話が出てきた。

　それは二人が所属していた、子供たちが殺し合いをさせられるローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつでの話だ。

　手を引かなければ、彼女は死んでいた。生きるのをあきらめていた。だから、引いたのだ。

　でも、救われたのは自分だった。

　彼女を救うという行こう為いで、結局自分を救っていた。

「…………」

　ライナは、振り返った。

　ミルクはやはりうつむいていた。あのころの面おも影かげは残るが、比べたらいまは、全然大人になって綺き麗れいだった。

　彼女の右手が、一度だけ開いて、閉じる。彼女が苦しそうに、言う。

「さ、触って、いいかな……？」

　ライナはその、彼女を見下ろして、言った。

「別に触るのはいいけど、それ、恋愛かな？」

「え？」

「ミルクは子供のころの面影を追いかけてるんだと思うけど……俺は、そいつじゃないよ？」

　ミルクはこちらを見つめて、言った。

「ライナは昔と、変わったの……？」

「少なくとも背は伸のびた。おまえはちびのまんま」

「私だって伸びたもん！」

「へー」

「もー！」

　と、彼女は笑ってくれる。

　それにライナはほっとする。

　こういう雰ふん囲い気きは、苦手だ。緊きん張ちようして、だめだ。やっぱり、どっかのベッドで一人で昼ひる寝ねしてるのが一番だ、と、思う。

　ライナは、言った。

「あと、仕事嫌きらい。頑がん張ばるのも嫌い。ずっと昼寝してていいんなら、もう、ぜってー起きないね。ほらどうよ？　おまえの知ってる俺とは、違うだろ？」

　するとミルクが言う。

「昔と変わらないよ」

「変わったよ」

「昔と変わらず……凄すごい、優やさしい」

「優しい？　どこが？」

「えと、私を……」

「うん」

「……………………私を、傷つけないように、フろうと、してくれてるとこ、とか」

　震える声こわ音ねで、ミルクはそう言った。

　ライナはその、彼女を見下ろして、言う。

「……あの、ミルク。あのさ」

「うん」

「俺は恋れん愛あい、向いてないと思うんだよね」

「…………」

「だからそういうのは絶対、俺じゃないほうがいいと思うぞ？　俺より優しい奴やつきっといっぱいいるし」

「…………」

「そもそも……」

　俺の遺伝子は──と、続きそうになって、やめる。また、その考え。逃にげ方。それを止やめ、そして、言った。

「ごめん、ミルク。まだそういうの、考えられない。だから手は握にぎれない。おまえの気持ちに応こたえられるかわからないから。それに、いつかおまえが、ほんとに好きな男ができたらそいつに悪いしさ～」

　とへらへら笑って見せるが、ミルクが首を振った。

「わ、私はライナが好きだよ！」

「うん。だから、仲間としてなら、いい。家族として励はげまして欲しいっていうなら、いくらでも手を握る。懐なつかしいねって手を合わせるのもいい。でも、恋愛なら、だめだよ。おまえが恋こいしてるのは昔の俺で、でもそいつはもういない」

　ミルクが、傷ついた顔になったのが、わかる。それを見るのは辛つらいが、事実だ。彼女の中にあるのは執しゆう着ちやくで、だが間ま違ちがいなく愛で、でも、それは報むくわれる類たぐいのものじゃないと、思う。

　ライナは、続けた。

「だから、やるなら公私混同しないで、ちゃんと助手やれよ。そしたらきっと、俺のこと嫌いになるから」

　それにミルクが言った。

「ならないもん！」

　泣きそうな顔だった。そうさせてるのは自分だとわかっているが、真まっ直すぐな想おもいにはちゃんと応えなきゃいけないと、ライナは続ける。

「だって俺、寝ねながら屁へ、こくよ？」

「そんなんじゃ嫌いにならないもん！」

「飯喰くいながら寝るしね」

「…………」

「あと、なんだ。めんどくさがって風ふ呂ろ入んないときだってある」

「…………」

「ほら、ちょっと嫌いやに……」

　が、遮さえぎって、彼女が怒ど鳴なった。

「もういいもん！　じゃあ、いまから好きになるから！」

「へ？」

「いまからライナと一いつ緒しよに過ごして、で、好きになる。もっともっと好きになる自信あるもん！　だからもう、覚かく悟ごしてよ！　すごい好きになるから、覚悟して！」

　なんて、叫さけばれてしまって。

　それに、研究室から、カシャが出てくる。冷たい目でこちらを見る。

「あなたたち、いったい、この緊きん急きゆう事態になにをやってるんですか？」

　というのに、ライナは振り向く。

「あー、ごめん。いまいく」

　そこで、背後からミルクが、手をぎゅっと握ってくる。

　ライナは振り返って、

「だめっつったのに」

　だがミルクはまた、顔を真っ赤にしたまま、

「再会の握あく手しゆだもん！」

　と、握手のように、手を握って、ぶんぶん振ってくる。

　それから手を放し、

「さあ、いきましょう。世界を救うために、私たちが頑張らなきゃ」

　と、研究室へと進む。

「カシャさん、研究室はどうですか？」

　それに、カシャが急に嬉うれしそうに目を輝かがやかせて、言う。

「それが、聞いてください。もう、すごいなんてものじゃないんです！　リューラ・リュートルー公こう爵しやくは、やはり天才です。これだけの研究資料があれば、世界の一つや二つは簡単に救えそうな勢いです」

「そうですか。なにか必要なものがあったら言ってください。私が軍に要よう請せいして、出来うる限りなんでも取り寄せますから」

「ほんとですか!?」

　などと言いながら、二人は研究室の中へ消えて。

　ライナはそれを、

「…………」

　ちょっと疲つかれた顔で、見つめる。

　それから自分も研究室へと進もうとすると、中から、ルークが顔を出す。やはりいつものニコニコ顔でこちらを見て、言う。

「……ライナさん」

「おまえと話したくないんだけど」

「全部聞いてましたよ」

「だと思ったよ～」

「あはは。でも、ありがとうございます」

　それにライナはルークを見て、言った。

「礼をされるようなこと、なんもしてないけど」

「愛のある対応をしていただきました。もしもあなたが不用意な態度を取るようなら、殺すつもりでいましたし」

「その冗じよう談だん、こえーんだけど」

　ルークはあははと笑って、指を振ふった。すると地面に、きらきらと光る糸がいつの間にか張り巡めぐらされていて、それが、ルークの手元に戻もどる。

「って、本気だったのかよ」

「冗談ですよ、冗談」

「もう、ほんとおまえと一緒にいるの嫌」

「味方ならこんなに心強い相手はいない？」

「言ってねぇし」

「ところでライナさん」

「ん？」

「隊長のこと、ほんとのところどう思ってるんです？」

　などと聞かれて、ライナはルークを見た。

「……おまえこそ、あいつのなんなの？」

「保護者のつもりです」

「とかなんとか言って、おまえがあいつ好きなんじゃないの？」

「それはちょっと……さすがに年ねん齢れいが……」

「おまえ何歳」

「何歳でしたっけ」

「知らねーよ」

「二十五、六のはずです」

「じゃあそんな離はなれてねーじゃん」

「ああ～」

　と、ルークは、初めて気づいた、と言いたげな顔を作るが、まあ、こいつの表情や言葉は基本全部演技なので真まに受けない。

　ライナは言った。

「むしろおまえに聞きたいんだけど、俺はあいつの相手として、どうなのよ？　だめじゃない？」

　するとルークはあっさり言った。

「だめですねー。働かなそうですし」

「うんうん」

「家事も手伝わないでしょう？」

「おまえよくわかってんな」

「部屋の片付けは？」

「したことない」

「もう完全に絶対だめです。パパは許せません」

「はは、だよな～」

　が、ルークは言った。

「でも、隊長はあなたが好きなので、家族としては応おう援えんしないと。ほんとにまいりました。娘むすめがとんでもないクズ男を連れてきちゃって」

「……それ俺のこと？」

「他に誰だれが？」

　ルークがきょろきょろ周りを見回す。

　ライナはそれにため息をつく。

「ってか、ルーク」

「なんでしょう」

「おまえはミルクのこと、好きじゃねぇの？」

「好きですよ」

「好きなのかよ！」

　ちょっと驚おどろいて、声を荒あらげてしまった。だがルークはにこにこ笑いながら、言った。

「ですが私はあなたよりもさらに、隊長に釣つり合わないので」

「は？　なんで？」

「愛がわからないんです。あと、恋れん愛あいかどうかもわからない」

「俺も一緒だよ」

「いえ違ちがいます」

「なにが？」

「私は……まあ、あなたにこんな話をしても仕方のないことですが、隊長が絡からむことなので話します」

「前置きなげぇな」

　そこで指をぽんっと、ルークは自分の頭にあてて、

「ローランドに実験されて、脳の一部が潰つぶれてまして……感情がないんです」

　ライナは、ルークを半眼で見た。

　これもよくある話だった。

　ローランドでは、もう、うんざりするほどよく聞く話だ。

　ライナは目を閉じる。開く。するとその瞳ひとみの中央に朱しゆ色いろの五方星が浮うかび上がる。

　呪のろわれた瞳。

『複写眼アルフア・ステイグマ』だ。

　その瞳のせいで、自分は、バケモノだと思い込み、逃にげ続けていたが──

　しかし、ルークも結局、同じような悩なやみを持っているようだった。

　ライナは『複写眼アルフア・ステイグマ』で、ルークの脳を見る。普ふ段だんは見えない、奥の方までしっかり見ようとする。

　すると確かに脳の中に、魔ま方ほう陣じんがある。脳の機能を阻そ害がいしているかもしれない位置に、魔方陣がある。

　ルークが言った。

「……その目は、人の脳みその中身までのぞけちゃうんですか？」

　ライナは笑う。

「そーよ。おまえのスケベ心、全部見えてるよ」

「じゃあやっぱり殺しましょう」

「やめて」

　と、言いながら、さらにライナはルークの脳にある魔方陣を見つめる。見つめる。見つめる。

　ルークが言った。

「なんでそんなに、見るんです？」

　だが無視して、ライナは言った。

「なあルーク」

「なんでしょう？」

「おまえ、ミルク好きなんだろ？」

「ええ」

「なんでだろ、それ。感情ないはずだよな？」

「そうですねぇ」

「なのにミルクが好き？」

　それに、ルークは少し考えるような顔になってから、

「かすかな感情です。ほんのかすかな……あと、彼女には洗脳の魔法を使われてましたしね」

「は？　なにそれ？　ミルクがなんでそんな力を……」

　とそこで言葉を止めて、ルークをにらむ。

　こいつはいろいろと隠かくし事をしていそうだった。洗脳の魔法を、ルークほどの術者に使うのは相当大変なはずなのだが。

「いったい、なんの話してる？」

　そう聞くと、ルークは少し驚いたような顔になり、

「シオンさんから聞いてないんですか？」

「聞いてない」

「あれ、とっくに知ってると思ってたんですが……あー、ミルク隊長の中には、ニンゲン好きの『女め神がみ』が棲すんでます」

「はぁ!?」

「その『女め神がみ』の力で、隊長はライナさんを救ったりしてるんですが、それもご存じない？」

「知らない」

「まったく……これだから万年やる気のない恩知らず男は～……」

「おまえらの情報共有の仕方が悪いんだろ」

　というのに、ルークがにこにこ、笑う。その顔で、わかる。この情報共有のタイミングも、予定されたとおりのものなのだ。

「自分で隠しといて、なにが恩知らずだよ」

「あれ、バレました？」

「おまえ、伝え忘れたとか、そういうミスしないだろうが」

「ミスばっかりのライナさんと違ってね」

「ってか、なんで俺にそんな絡むの？」

　するとまた、ルークは笑う。

「娘の連れてきた彼氏なんて、気に入らないに決まってるじゃないですか～」

　だがそれに、ライナはルークを見て、言う。

「おまえも彼氏候補だからな」

「ですからさっきも説明しましたが……」

「いやいや、感情たぶん、戻せるぞ。その脳の魔方陣の位置、ちょっとだけならずらせる。リューラの残した資料に、そういう研究があったのさっき見た」

　というのに、ルークが少し驚いたようにこちらを見る。その、驚くとか、好きとか、大切とかいう感情がまったく残っていなかったらたぶん、感情を司つかさどる場所が焼き切れてしまっていて無理だったかもしれないのだが──

「って！」

　そこで、ライナはさらに、その研究を進めてやらなきゃいけないことを、急にもう一つ思いついた。

　脳の魔方陣を、ずらせる──ということは、新たに脳に魔方陣を組み込める可能性もあるということで、なら、もしかしたら、脳内に情報が入り込んで来すぎるせいで視力と聴ちよう覚かくを失ってしまった──全結界の能力者ペリア・ペルーラの五感を取り戻もどすこともできるかもしれないと、急に思った。

　ペリアを救える。

　ルークも救える。

　いままで、魔ま導どうの知識で誰かを救えたことなんて一度もなかったのに、

「って、まじで？　うそ？　じゃあ俺、これちゃんと研究すべきなんじゃないの？　とりあえずあれだろ？　あの研究のあの部分を……」

　という展開に、ルークが言ってくる。

「ライナさん」

「ちょ、話しかけないで。珍めずらしく頭使い始めてるから」

「あなたがやることは、私を救うことじゃ、ありませんよ。求めてませんし」

「おまえは黙だまってろよ。救われたくないってのは、感情がないから言ってるだけでそれ取り戻してやるから」

「ライナさん」

「待……」

「ライナさん！」

　と、ルークが強く言ってきて、顔を上げる。

「ん？」

　するとルークが、言った。

「戻してくれるのは、ありがとうございます。でも、私はあとまわしで。いまは感情がないほうがいい。なくていい。それは世界を救ってからにしましょう」

　その言葉に一度、思考を止める。確かに、すぐにこの研究を完成させることはできない。本格的に取り組んでからも、しばらくかかるだろう。

　でも、一気に進むはずだ。

　自分には、たった一つだけだが、リューラよりも得意なことがあるのだ。

　それは、魔法を見る力。

　見えない部分にある、魔法を見る力。

『複写眼アルフア・ステイグマ』で、すべての魔法の位置や構成が、見えてしまうのだ。

　だから、普ふ通つうなら難しいとされていた研究でも、さらに進めることができる可能性がある。

「…………」

　そういう意味では確かにカシャの言っていた言葉は事実かもしれない。

　怠なまけていた。

　自分の能力を使って、誰だれかを救おうという気持ちが足りなかった。

　だが、それでも、

「世界が先だってのは、わかる。おまえむかつくし」

　ルークは笑った。

「でしょう？　ならさっさとやりましょうよ」

「だけどミルクに『女め神がみ』が入っている可能性があるってのを隠したのは、なんでだよ。誰の考えだ？」

「私です」

「理由は？」

「隊長がちゃんと告白して、普通の女の子としてあなたが彼女を認にん識しきしてから、話を進めたかった」

　ライナはそれに、ルークを半眼でにらむ。

「……じゃなきゃ、俺がミルクを、『女め神がみ』だと思って接するようになるから？」

「そうです」

「そうなったら、あいつがかわいそうだから？」

「ええ」

「自分の脳の話よりは世界が優先なのに、そういうときはミルク優先なのか？」

「ええ。私は世界より隊長のほうが大切なので」

　ライナはそれに、あきれたように言う。

「もうそれ恋こいだろ。おまえがあいつと付き合えよ」

「あはは」

　と、ルークは笑った。

「家族とは付き合えませんよ」

　本当にそうだろうか？

　それはライナにはまだ、わからなかった。家族愛と、恋れん愛あいの差が、いまいち見えてこない。しかしそんなことを考えている暇ひまもない。

　いまは世界の存亡がかかった緊きん急きゆう事態で、タイムリミットは七か月しかない。

　ルークが懐ふところから書類を出して渡わたしてくる。

「これなに？」

「ミルク隊長の中にいる、『女め神がみ』についてのわかっている範はん囲いでの情報です。ま、ほとんど情報ないですが……それでも、あなたがいない間に、なにが起きたのかが書かれてます」

「……ったく、ミルクが俺に告白した瞬しゆん間かん情報共有がこんな進むのね」

　ルークが笑った。

「はは、ちゃんと告白できるか、やきもきしました」

「あー、じゃ、俺もおまえの知らないこと一つ、共有化しとかなきゃ」

「なんでしょう」

「さっきフロワードがきてさ」

「フロワード中将？」

「うん。で、フェリスが襲おそわれた。でもそれは警告で、なんか、敵がいるんだってさ」

「敵？」

　それに、ライナはうなずく。

「なんか正体不明なんだけど、現状維い持じして、世界が消しよう滅めつしたほうがいいと思ってる奴やつらがいて……」

「ほう」

「で、そいつらは、俺を動どう揺ようさせるために、フェリスやキファ、ミルクを殺そうとするらしい」

　それに、ルークの目が、細まる。

「……隊長を？」

　ライナはうなずいた。

「殺されても動揺するなってのが、フロワードの忠告だったけど、絶対殺させない。だからルーク。なるべくミルクの側を……」

　と、言いかけたところで──

　ドン！

　と、少し離はなれた場所で音がした。

　なにかの爆ばく発はつ音。

　北の方だ。

　そう遠くない。

　つまり、貴族の区画の中での音だ。

「……いまの、爆発音だよな？」

　ライナが言うと、ルークもすでにそちらを見ていた。

　さらに、ドン、ドンドンドンドン！　と、爆発音が聞こえる。

　煙けむりが上がる。

　思っていたよりは遠い。

「なんだ、軍事演習でも……」

　だがルークが首を振ふる。

　ライナは言葉を止める。

　たぶん緊急事態だ。

　ここはローランドの中心部なのだ。それも、周囲に敵国がない、南大陸の最さい南なん端たん。

　事故じゃないなら、

「……テロか？」

　ドゴン！　っと、大きくまた、轟ごう音おんが響ひびいた。空が明めい滅めつした。攻こう撃げき魔ま法ほうによる光だ。あきらかに、戦せん闘とうが行われている。

　だが、

「誰が戦ってる？　あそこになにがある？」

　それにルークが言った。

「あの周辺は、空き家ばかりですよ」

「じゃあローランドがガスタークのスパイ見つけて攻撃を仕し掛かけたか？」

「少なくともミラー先せん輩ぱいやシオンさんは、ガスタークとは戦わない方針だったはずですけど」

　確かにそうだ。

「じゃあなにが起きてる？　見に行くか？」

　だがそれに、ルークは首を振った。

「ライナさんはここで研究を。私は外で見張ります。あの位置であれほど派手に騒さわいだら、軍がすぐ気づきます。なら、不用意に動かないほうがいい。そうじゃなくても……」

　と、研究室を見る。

　ミルクがいるほうを。

　ライナはそれに、うなずく。

「ああ、そうだな。俺らには敵がいるらしいが、誰だかわからない。おまけに狙ねらわれてるのは、ミルクの可能性が……」

　だがそこで、計ったかのように。

「きゃああああああああ!?」

　悲鳴があがった。

　そしてそれは、ミルクの声だった。






　第五章　恋と愛と執着の世界







「ミルク！」

　研究室からあがったミルクの悲鳴に、ライナは全身を緊きん張ちようさせた。

　ルークはもう、動いていた。

「隊長っ!!」

　階段を駆かけ下りる。

　ライナもそれに続く。すでに手を動かしている。宙空に光の文字を描えがく。旧エスタブールの魔法。身体能力を加速させる魔法だ。

　すぐに魔法は完成する。

「……我・契けい約やく文を捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」

　刹せつ那な、彼の全身がうっすらと輝かがやく。脳のリミッターが外れ、全身の筋肉が限界を超こえて稼か働どうを始める。

　一歩、二歩、三歩で、ルークを追い抜ぬく。

　ルークが背後で言う。

「廊ろう下かの奥、右の部屋から声がしてます！」

　ライナは返事をしない。そのまま床ゆかを蹴けり、壁かべを蹴って、その部屋の前にくる。

　扉とびらは開かれている。

　その部屋は、魔ま方ほう陣じんを床に直接描いて実験をするために、広間になっているはずの場所だった。

　その、中央に、ミルクはいた。

　そしてそのミルクを守るように立ったカシャの胸に、ナイフが刺ささっていた。

「カシャさん!?」

　ミルクが叫さけぶ。

　ナイフを刺しているのは、ヤントだか、ゼールだかと名乗っていた男だ。どちらかはわからないが、男がナイフを、カシャの胸から引き抜く。

「邪じや魔まをするな」

　と言って、ミルクを見る。

　やはり、狙いはミルクだった。男の動きは、速い。さっきとは比べものにならない。

　だがそれでも、ミルクなら対応できる。

「ナイフにだけ対応しろ！　あとは俺がやってやる！」

　彼女は反応する。振り下ろされたナイフをよける。

　上出来だ。

「よし」

　ライナは笑う。

　ライナは後ろから男の髪かみをつかむ。引く。同時に足を払はらう。それで男が仰あお向むけに転てん倒とうする。首をつかみ、そのまま、締しめ付ける。

「ぐっ、あ」

　男の意識が、途と切ぎれる。

　それに、横にいた男が言う。

「や、ヤント、いったいなんでこんなことを……」

　どうやら、裏切り者はヤントらしい。つまり、

「おまえがゼールか？」

　だがそれに答えず、ゼールは床に倒たおれているカシャのほうへと駆け寄る。

　だが、カシャは大だい丈じよう夫ぶなはずだ。ナイフが刺さった位置は、急所じゃなかった。きちんと処置すれば、大事には至らないだろう。

　ミルクがカシャに近寄り、言う。

「ご、ごめんなさい、私が油断したばっかりに」

　それにカシャは首を振って、言った。

「いいえ、ご無事でなによりです」

　と言いながら、彼女は懐ふところからナイフを取り出す。そのナイフを撥はね上げる。

「え……!?」

　と、ミルクは驚おどろきの顔。

　だがライナは動かない。

　なぜなら、すでにルークが部屋の中に入ってきていたから。カシャの腕うでに、首に、足に、いつの間にか糸が巻き付いている。ルークがその糸を引けば、カシャの体は細切れになるだろう。

　ルークが言う。

「動かないでください。死にますよ」

　が、それにカシャが、

「ちょ、待って、殺さないで。あの、体が勝手に……」

　瞬しゆん間かん、ライナは『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動する。カシャを見る。カシャには確かに、魔法がかけられていた。それもローランドの魔法じゃない。普ふ通つうの魔法じゃない。簡単には解けなそうな、複雑な呪のろい。

　ローランドで行われるのであれば、禁きん呪じゆに指定される類たぐいのものだ。

　だが、その術者は、誰だれか？

　敵は誰か？

「…………」

　ライナは、隣となりにいるゼールを見る。こいつが敵の可能性も、違ちがう可能性も、ある。

　だからとりあえず、

「えいっ」

　と、手刀を放ってみた。あっさり首に入る。ゼールは床に倒れる。

　だがカシャの魔法は解けない。

「ごめん。違った」

　と、ゼールに言う。まあ、聞こえないだろうが。

　それからルークに言う。

「カシャが言ってんの、ほんとだ。操あやつられてる。魔法が入ってる」

「でも誰に？」

「さぁ。術者が意識を失ったら、効果が消えるタイプの魔法なところまでは読めてるから、まだそいつは意識ある」

　ルークがそれに、倒れてるヤントを見下ろす。

「もう一度彼を蹴ってみてくれます？」

「いや、こいつは完全に落とした」

「でも彼は裏切り者でしょう？　カシャさんは意識は乗っ取られてない。ですが彼は、カシャさんに『邪魔をするな』と言ってた」

　確かにそうだ。

　いや、そこまで疑うのなら、カシャにかかっている魔法を、カシャがかけている、という可能性も……

　とそこで、カシャもそれに気づいたのか、言ってきた。

「……あの、私も落としてください。緊きん急きゆう事態です。なら、私を疑ってる間にも、敵が……」

　言い終わる前に、彼女の首に巻き付いている糸が、ぐっと強く引かれる。切断はされない。ルークがどうやってその加減を調節しているのかわからないが、彼女は意識を失う。

　だが、彼女の体は相変わらずナイフは掲かかげたままぐいぐいと動いている。

「おー、そういう魔法か……でもこれでカシャの疑いはちょっと晴れたな。だけど意識がない体も操れるなら……」

　床に倒れた二人も、動かせる可能性がある──と、ライナが下を見る。するともう、ルークが対応している。糸が倒れている二人に巻き付いている。

　とそこで、ゼールの体が、がくがくと動こうとして。

「やっぱり」

　ライナが言うと、ルークがミルクに命じた。

「隊長。カシャさんから離はなれてください。私の側そばへ」

　ということは、ミルクは守ってくれるということだ。

　ルークがこちらを見て、言う。

「ライナさん」

「言われなくてもわかってるよ。俺が外出て、敵を潰つぶしてくる。おまえはミルクをここで守る。それでいいか？」

　答えを聞かずに、ライナは外へ出ようとする。

　それにルークが言う。

「無理ならすぐ逃にげて下さい。あと、この研究室は……」

「ああ。扉閉じりゃ、しばらくは敵は入ってこれないと思う。まあ、場所がバレたから、完全じゃないとは思うが」

「完全じゃなくていいです。すぐに軍の応おう援えんがくるはずですし。なにせここは……」

「ローランドだからな」

　国中が、仲間なのだ。

　昔とは違う。

　仲間は多い。それも、優ゆう秀しゆうな奴やつばっかりだ。落ち着いて、きちんと対応すれば、乗り切れないことなどないだろう。

　ライナはそれに笑ってルークを見つめ、言った。

「さっきのおまえの言ったことだけど」

「なんでしょう？」

「味方になったら、やっぱ心強いよ」

「ふむ」

「ミルクを頼たのむな」

「早くいってください」

　それに、ライナはうなずく。

　ミルクがこちらを心配げに、

「ライナ」

「ん？」

「あの、助けてくれて、ありがとう。あと、気をつけて！」

　と、言うのに、ライナは軽く手を振ふって、部屋を出た。

　廊下を抜ける。

　階段を上がって、外に出る。

　外に集まっていた敵を見て、思わず、

「おっと」

　と、ライナはうめいてしまった。

　敵は五十人はいた。

　黒装しよう束ぞくの男たち。手に闇やみ色の槍やりが携たずさえられ、それが黒い光を放っている。

　たぶん、あれ、

「……『忘却欠片ルール・フラグメ』だよなぁ」

　と、ライナは呟つぶやく。

　五十人全員が、『忘却欠片ルール・フラグメ』で武装している。

　一対五十じゃ、勝ち目はゼロだ。

「どうする？　籠ろう城じようか？」

　背後を見る。研究室の扉とびらを閉じれば、簡単には侵しん入にゆうされないだろう。

　だが、それだけだ。

　こちらも出ることができなくなる。

　誰かが助けてくれるのを待つしかない。

　なら、どうする。扉だけ閉めて、

「逃げながら一人ずつ潰すか？」

　それはできる気がしていた。全力で逃げ、一人ずつ追いつかせれば、二十人くらいはどうにか。

「…………」

　しかしそこで、ライナは思考をやめる。遠くで、大地を踏ふみならすような轟ごう音おんが響ひびいたから。

　ローランドの援えん軍ぐんだ。

　おそらく五百人以上いる。

　全員騎き乗じようしている。

　先頭の白い馬には、シオンが。

　それに付き従うように、フロワードがいて。

　黒装束の男たちが、それを見る。黒い槍を掲げる。あの槍の能力がわからないから、むしろ、シオンは的になる可能性がある。

　ライナはそれに、不用意に近づくな、と、怒ど鳴なろうとしたが、フロワードが手を上げ、それを振り下ろした。

　そしてその瞬間、黒装束の男たちの、闇色の槍が握にぎられた手が、一いつ斉せいに切断された。

　本当に一斉だった。

　五十人の腕が、すべて同時に飛んだのだ。

　やったのは、地面から浮うき上がった、体を液体化させた兵士だった。

　シオンが行った、人体実験によって生まれた強化兵だ。

　その数、五十体以上いる。

　黒装束の男たちが、驚いたような顔で液体の兵士を見て、

「ば、バケモノ……!?」

　悲鳴を上げる。

　当然だ。

　決して手をだすべきではない、禁きん忌きの実験によって生まれた兵士たちなのだから。

　その、液体の兵士の一人が笑って、

「そうだ。バケモノだ。おまえらにローランドに手を出すと、どうなるかを教えてやる」

　と、黒装束の首をつかんだ。

　黒装束の男は拳こぶしを振って強化兵を殴なぐるが、液体なのでまるで効果がない。

　そこに、フロワードが言った。

「皆みな殺ごろしにしなさい」

　それにライナと、そしてシオンが同時に、

『待っ』

　と、言いかけたが、もう遅おそかった。

　黒装束の男たちの首が飛んだ。血が噴ふき出して大地を舞まった。そしてその血が、しかし、大地に落ちない。

　フロワードが手元にいくつか、石のようなものを取り出し、

「吸収します」

　と、呟く。

『死デのル転ニ移オ』だ。

『死デのル転ニ移オ』に、敵の血を吸い取っている。

　血が吸収される。

　死が吸収される。

　そして、地面に、ひからびた死体が五十体、転がる。

　それをフロワードはひどく、冷たい瞳ひとみで見下ろしてから、さらにこちらを見る。

「……お怪け我がは？」

　それにライナはフロワードに、

「おっまえ……」

　と言いかけたところで、横のシオンが言った。

「俺が命令するまえに、殺すなよ」

　ライナはうんうんうなずく。

「そうだそうだ！」

「情報を聞き出す必要があるだろ」

「そうだそうだ！」

「それに、武装解除させた段階で、完全に俺たちの勝ちだった。なら、投降させたほうが……」

　それを遮さえぎって、フロワードが言った。

「……申し訳ありません、陛下。私が先走りました」

　ライナは半眼でそれを見上げ、言う。

「ぜってーこいつ反省してねーぞ」

　フロワードがこちらを見る。

「してますよ。一度陛下にお断りを入れたあと、殺せばよかった」

「ほら全然反省してねー」

「ですが陛下、いまは……」

　それにシオンがうなずく。

「わかってる。レイルードに敵の侵入を許した。敵はエルトリア共和国だ。これは大きな戦争になる。敵に情けをかけてる場合じゃない」

　それに、ライナは言葉を止める。

　エルトリア共和国。

　中央大陸でも、三大国の中に数えられていた国のはずだ。

　だが、神や『忘却欠片ルール・フラグメ』の情報を手に入れていなかったためか、今回の争いには加わっていないはずだった。

　力が足りず、ガスターク帝てい国こくと同盟してなんとかその規模を保っていたはずなのだが、ここまで攻せめ込んでくる余よ裕ゆうがあるということは、どうやら事態は一変したらしい。

　たぶん、フロワードが言っていた、現状維い持じをしたいという、神のような奴らがバックアップについたのだろう。

　詳くわしくはわからないが、急いでフロワードと情報共有する必要がある。

　背後の研究室から、ルークとミルクが出てくる。

　ということは、カシャたちを操あやつっていた術者が、無力化されたのだろう。

　ライナは地面を転がっている、ひからびた死体を見る。それから、

「あ、フロワード」

　と、声をかける。

「なんでしょうか」

「負傷者がいる。一つ『死デのル転ニ移オ』貸してくれ」

　するとそれに、ほら、殺しておいてよかったでしょうとばかりの顔になるので、ライナは言った。

「黙だまれ」

「まだなにも言ってませんが」

「いや、顔がうるさかった」

「そうですか？　あまり表情は変わらないほうだと思うのですが。ところでライナさん」

「ん？」

「ほら、殺しておいてよかったでしょう？」

　それに、ライナはうんざりした顔で早くよこせと手を出す。『死デのル転ニ移オ』が渡わたされる。

　それに、ミルクを振り返って言う。

「ミルク」

　ミルクが、死体を見下ろして眉まゆを顰ひそめている。もう一度名を呼ぶ。

「ミルク」

「あ、なに、ライナ」

「これでカシャが治せる」

「え、え。どうやるの？」

「傷口にこれあてるだけでいいから、手当してやって」

　と、『死デのル転ニ移オ』を放ほうる。ミルクがそれを受け取り、うなずく。

「わかった！」

　と、研究室へと戻もどる。

　それを確かく認にんしてから、ライナはシオンを見上げる。

「おいシオン」

「なに？」

「北のほうで……」

「もう、ミラーがいってる」

　とそこで、また、北で轟音が響いた。

　ドン、ドンドンドンドンドン。

　戦せん闘とうが行われる音。

　空が赤く、黒く、白く、明めい滅めつする。

　たぶん、あっちのほうが敵が多い。だがシオンは心配してないようだった。

　ライナは聞く。

「その余裕っぷりは、あっちが主力？」

「ああ。俺らはおまえを助けにきただけ」

「なるほど」

「助かったか？」

「まあね。え、まさかお礼言えとか？」

「そんなこと言ってないじゃーん」

　と笑いながら、馬から下りてくる。横に並ぶ。

　そして言う。

「でも言えよ」

「ありがと」

「そんな簡単に言われたらつまんないな～」

「どっちだよ」

　とライナが言うと、シオンは笑った。

　だがそんな馬ば鹿か話ばなしをしてる暇ひまはない。

　戦闘の音が、だんだん近づいてくる。

　だが、数は減ってる。

　どんどん減ってる。

　たぶん、おそらく、敵が、死んでいるのだ。

　ライナはそれに顔をしかめ、

「……くそ。人が……死ぬなぁ」

　と、呟つぶやいた。

　するとシオンが、うなずいた。

「ああ」

「馬鹿みたいに死ぬ」

「戦争だしな」

「でも神との戦争だろ。なら、なんで人間同士が争う？　人間は手を組みゃいいじゃないか」

　と、ライナは言った。

　まったく理解できない。いや、そもそも、神がどうこうする前から、人間同士が争うことを、理解できなかったのだが。

「…………」

　シオンは、答えない。ただ、目を細め、爆ばく発はつ音と、閃せん光こうと、地面に転がる死体の山を見つめている。

　ライナも横に並び、あらためて同じ光景を見つめる。

「…………」

　そして少し、思い出す。

　初めてシオンと二人で死体の山を見たのも、やはり人間同士の、無む駄だな、くだらない、どうでもいい権力闘とう争そうのための殺し合いだった。

　そこで仲間がたくさん死んだ。

　嫌いやになるほど死んだ。

　タイル、ファル、トニー。

　みんな、死んだ。

　そしてライナは人と関かかわることから逃にげ、シオンは独りでなにもかも気負い、そして、キファはずっと泣いていた。

　彼女は妹を人ひと質じちに取られ、みんなを裏切った。その妹はとっくに殺されていたのに、彼女はそれを知らないまま、必死に仲間を裏切った。

　妹を救うために。

　妹をなんとか救うために、仲間を、裏切る。

「…………」

　仕方のないことだったと思う。

　世界はひどいのだ。

　この世界はひどいのだ。

「…………」

　だが、それでも、あまりにひどすぎる。

　この世界はあまりにひどすぎる。

　みんな必死に生きているのに、世界はなぜ、こんなにも理り不ふ尽じんな悲しみばかりを求めるのか？

　ライナは、言った。

「もう、これ、完全に設計ミスだろ」

「ん？」

　シオンが、こちらを見る。

　それに彼は、答える。

「もしも世界を作った神ってのがいるんなら、そいつぜってー能力ねぇよ」

　シオンが、もう一度ひからびた死体を見下ろして、うなずいた。

「同感だね」

「もうさ、あんまりにも世界がひどいから、神なんていねーよってずっと思ってたけど」

「うん」

「いたのにこれだよ」

　するとそれに、フロワードも馬から下りてきて、言った。

「それほどまでに言うのならきっと、あなたが神になったら、素す晴ばらしい世界を作ってくれるんですか？」

　それにライナは答えた。

「いやそーいうめんどくさいのはシオンに任す」

「えー」

　というのに、フロワードがうなずいた。

「なるほど陛下ならきっとやってくれると私も思いますが」

　そこでルークが言った。

「黙って。誰だれか、北側から近づいてきますよ」

　その言葉に、ライナはルークの視線のほうを見る。

　すると確かに、凄すさまじい速さで何者かがこちらに近づいてきているのが、見えた。

　数人の、人間。

　先頭は少女だった。

　桃もも色いろの髪かみを持った、少女。

　見たことある。

　クゥだ。

　クゥ・オルラ。

　ガスターク帝てい国こくの人間。

　右手に氷を生み出すことができる、巨きよ大だいな鎌かま状の『忘却欠片ルール・フラグメ』。

　そして左ひだり肩かたに、誰か負傷者らしき者を抱かかえている。女なのは体つきでわかるが、顔が見えない。

　続いてその背後に、他のガスタークの兵が三人続く。

　二人の顔は知っていた。

　スイ・オルラ。

　リル・オルラ。

　クゥの兄二人だ。

　だが、見知らぬ一人の男が、一番前に出てきた。

　リル、スイ、クゥと同様、やはりガスターク特有の桃色の髪に、涼すずしげな青い瞳ひとみ。

　その瞳をこちらに向けて、手を上げて、言った。

「ローランドのみなさん！　お初はつにお目にかかります！　私はリーグルワーズ・ペンテスト！　ガスターク帝国の総参さん謀ぼう長を務めさせていただいております！　まず、状じよう況きようを説明させてください！　私たちは敵ではない！　私たちは、敵ではありません！　ですから、攻こう撃げきしないでください！」

　それにルークが、背後で言った。

「シオンさん。少し下がってください」

　シオンがうなずく。

「わかってる。あの短たん髪ぱつの奴やつがやばいな。前に会ったことがある」

　ライナは少し驚おどろいて、聞いた。

「へ？　どこで？」

「あれ、おまえには話した気がするけど……王の間に侵しん入にゆうして、襲おそってきた。ルシルの強さを見て、帰っていった」

「そーだっけ？　ってか、ルシルと戦って殺されなかったのかよ。あいつすげぇな」

　と、ライナはリルを見る。確かにリルはいくつもの『忘却欠片ルール・フラグメ』を使いこなす、非常に手て強ごわい相手なのは知っているが。

「…………」

　だが、さすがにこの状況では、脅きよう威いを感じなかった。

　自分がいて、ルークがいて、フロワードがいて、五百人の兵士と、五十人の強化兵がいる状況では、おそらく、いくらリル、スイ、クゥが強くても、どうにもならないだろう。

　特にフロワードあたりは、状況が悪くなったら平然と大規模殺さつ戮りくのための『忘却欠片ルール・フラグメ』、『神獣消しシプアムス』あたりを放ちそうなので、もう、どうにもならない。

　そして、向こうもそれはわかってるはずだ。だからリーグルワーズは、敵意がないことを表明するように、両手を上げて言った。

「そしてあなたがたにとって重要な、キファ・ノールズを敵から保護している！」

　それに、ライナは自分の体が、ぐっと震ふるえるのを感じた。

　クゥの肩かたの上にいる女を見る。

　女は動かない。

　生きているのか、意識を失っているのか、ここからじゃ判断できない。

　だが、たぶん、あいつの言葉からすると、あれはキファということになる。

「おい、いったい……」

　それにシオンが、ライナの腕うでをつかむ。

「落ち着け、ライナ。話を聞こう。いまの状況は、奴らのほうが不利だ。それに、奴らは対話しにきている。なら、キファは傷つけられてない」

「ならなんであいつは気を失って……」

　が、ライナはそこで、言葉を止める。

　腕をつかんできているシオンの手の力が、強い。こいつも落ち着いてない。当然だ。キファが、仲間が、敵の手の中にいるのだから。

　それに、逆に少し、落ち着いてしまう。

　シオンが慌あわてているから、自分は、少し落ち着かないと、と、思ってしまって。

　目を細め、前を向く。

　すると、ライナとシオンが前に出ないようにするためか、ルークとフロワードが同時に前に出ようとして、

「ん」

「む」

　二人が一いつ瞬しゆん、お互たがいを見て、譲ゆずり合う。

　ルークが譲る。

　フロワードがちらりとそちらを見てから、さらにシオン、ライナのほうを見てきて、言う。

「……対応するのが私でも、よろしいですか？」

　ライナがシオンを見ると、彼はうなずいた。

「やることは、変わらないから、いいだろう。そもそも向こうは、対話を望んでいたはずだ。なら、きっと……」

「キファには手を出さないよな？」

　お互いを落ち着かせるようにライナが言うと、シオンはうなずいた。

「少なくとも向こうが話したいことを言い終わるまでは、大だい丈じよう夫ぶだろう。なら、その中で最大限強めな態度に出られる奴のほうが交こう渉しよう役にはいい」

　それにライナはフロワードを見た。

「こいつなら、キファの命を気にしないくらいの強い態度に出そうだしな」

　するとフロワードが微ほほ笑えみ、

「あと、皮肉も得意ですし」

「自分で言うなよ」

「では私が交渉役に立ちます。いきますよ」

　と、言って、フロワードはいきなり、指輪を振ふるった。足あし下もとから闇やみ色の獣けものが数匹ひき生まれ、クゥに襲いかかる。

「って、ちょ、おまえ!?」

　ライナは叫さけんだが、もう遅おそい。

　すぐそれに、リルが指輪を振るう。向こうも、フロワードと似たような能力の『忘却欠片ルール・フラグメ』を持っている。

　稲いな妻ずま状の獣が現れ、闇色の獣と食い合いをする。

　同時に消える。

　リーグルワーズが、フロワードを認識する。

「貴様……」

　と、小声で言ったのが、わかった。

　だが無視してフロワードが声を張り上げた。

「私がキファ・ノールズを殺すのを、邪じや魔ましないでいただけませんか!?」

　ライナはそれに、シオンを見て言った。

「おいおい、こいつに任せてほんとに大丈夫なのか？」

　それにシオンも困ったような顔をするが、もう、対話は始まってしまった。こちらが仲なか違たがいしている姿は、見せられない。

　フロワードが相手に聞こえるように、声を張る。

「さきに言っておきますが、ローランドにとって、その女は人ひと質じちにはなりません！　殺したければ、どうぞ！　ああ、フェリス・エリスも同じくです！　一部の弱い人間にとって彼女たちは重要人物かもしれませんが、私にとっては違ちがいます！」

「それじゃおまえの意見はどうでもいいって突つっ込こみ入るだろ」

　と、また、背後でライナが呟つぶやくと、シオンがうなずく。

「なー」

「もうちょい穏おだやかなやり方が……」

　しかしそれに、フロワードが背中に手を回し、指を一本立ててくる。

『黙だまれ』

　という、仕草だ。

　ライナとシオンは二人で顔を見合わせ、肩をすくめる。

　フロワードは続けた。

「さてでは、そうなるとあなた方には切り札がないということになる！　おまけにあなた方は、追われている。敵国の中で、さらなる敵に追われているようなあなた方と、いったいどんな交渉を我々がすべきだと!?」

　リーグルワーズがそれに口を開こうとするが、フロワードは言わせない。

「対話はしない！　全面降こう伏ふくしろ！　殺すぞガスタークども！」

　と、怒ど鳴なる。

　どんっと足を踏ふみならす。

　液体状の兵士がガスタークの奴らの周りを取り囲み、実体化する。

「…………」

　それをリーグルワーズは見つめ、考えるような顔になってから、後ろを振り返る。スイ、クゥ、リルに対してなにかを命じる。

　すると、背後の三人が、武装解除する。

　クゥは鎌かまを捨てたせいで、急に普ふ通つうの女の子に戻もどり、キファを支えきれなくなって体が傾かたむく。

　それをスイが支える。キファの体を、代わりに抱かかえる。そこでキファの体が、少しだけ自分で動いたのが、見えた。

「あ……」

　と、ライナは思わず、声を漏もらした。

　生きている。

　それが、わかった。

　もちろん、いまの状況で人質として持ち出してくるくらいだから、ガスタークが殺していない、というのはわかっていたが、それでもライナは、ほっとする。

　隣となりの親友に、それを報告する。

「シオン」

「ん？」

「キファが動いた」

「ほんとか!?」

「うん。ああ～、まあ、じゃあ、フロワードのやり方で、いいのか」

　というのに、シオンは苦く笑しようする。

「相手が理性的じゃなきゃ、殺されてた可能性あると俺は思うけど」

　だがそれについては、ライナは少し安心しているところがあった。なぜならもう、ガスタークの連中とは何度も戦っているのだ。

　そしてこいつらは、ある程度の大義のもと動いているのは知っていた。

　こいつらはラフラを殺したが。

　魔ま眼がん保持者を大量に殺したが。

　しかしそれでも、やりたくてやっているわけではない、ということは、わかっていた。

　なにせこいつらの王は、自分の体を生いけ贄にえにして、前に進んでいるような奴なのだ。

　求めるものがある。

　なにか、自分たちの命よりも大切なものがある奴らで。

　そしてその過程でやはり、人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　人が死ぬ。

　だが、やってることは、ガスタークも、ローランドも、そして──

「俺も、一いつ緒しよか……」

　ライナは足下にいる、ひからびた兵士たちの死体を見る。

　これだけじゃない。自分だって、もう、大量の人間を殺しているのだ。

　それを正しいとは思っていないが、しかし、必要だったとは思っている。仲間を守るためなら、自分は、人を殺せる利己的なクズだと、もう、知ってしまっている。

　そしてそれを思い、

「……はぁ」

　ライナは、思わずため息を漏らした。

　すると横で、シオンが言った。

「わかるよ」

　続いてフロワードが言った。

「全然わかりませんね」

　それにライナとシオンは言った。

『そりゃおまえはな』

　というところで、ガスタークの連中の背後に、さらなるローランドの兵たちが近づいてくる。

　ミラーの率いる兵だ。

　敵は処理したのだろう。捕ほ虜りよも取ったはずだ。つまり、フロワードが敵を全ぜん滅めつできた理由は、ミラーが捕つかまえるだろうとふんだからだ。なら、殺されて困るミルクがそばにいる場所では、敵を全滅してしまうほうが安全だ──という理り屈くつは、ライナにもわかる。

　おまけにフロワードは、ミルクの安全を考えて敵を殺したことになるので、さっきの、キファを殺してもらってもかまわない、という態度も、演技だろう。

　表情からは読み取れないが、やはり、こいつは理性的だ。

　フロワードが言った。

「……陛下。少し、ミラー元げん帥すいのもとへいって、状じよう況きようを確かく認にんしてきます」

「ああ」

「あと、ライナさん」

「俺にもなんかあんの？」

　それに、フロワードは言った。

「私が離はなれている間、陛下の守護はあなたに頼たのみます。おそらく、あなたにとって大切な者として、陛下も狙ねらわれると思うので」

　という言葉に、ライナはうなずいた。

「わかった」

「では」

　と、フロワードが踵きびすを返し、去っていく。

　それに続いてルークも、

「では私もいきます。ガスタークの方々にもいろいろ聞かなければいけませんし」

　それに、シオンが命じる。

「あんまりフロワードを暴走させるな」

　するとルークは笑って、言う。

「彼とは少し、今後のローランドについて話し合おうと思うので、大丈夫です」

　と、ついていく。

　シオンと二人になる。

　ライナはそれに、

「……あいつらほんとに付き合いにくいんだけど」

　と言うと、シオンは笑った。

「そこで王様頑がん張ばってる俺はすごく偉えらいだろう？」

「いや、うん……まあ、そこは尊敬するけど」

　と、ライナはため息をつく。

　いや、フロワードやルークだけじゃない。クラウや、ミラーなども含ふくめて、

「……ローランドはほんとに、優ゆう秀しゆうな奴やつが多すぎるよなぁ」

　と、あきれるように言った。

　それからライナはもう一度前を見た。

　キファが強化兵に救出されて、こちらへと運ばれようとしている。

　それを見つめながら、考える。

　ガスタークはキファを敵から保護していると、さっき言っていた。

　つまり、狙われていたのは、キファだ。ガスタークじゃない。

　つまり、まただ。

　ミルクが襲おそわれた。

　キファが襲われた。

　フェリスが──フロワードにだが、襲われた。

　狙われてるのはあきらかに、

「……俺だよな」

　ライナは、顔をしかめる。自分のせいで、仲間が狙われる。これじゃ、人と触ふれあえないバケモノよりも質たちが悪い。自分のせいで、仲間が傷つく。

　でも、じゃあどうしたらいい？

　自分がバケモノなら、傷つけないで済む方法はあった。大切な相手と、接せつ触しよくしなければいいのだ。

　だが、今回のことはそう簡単にはいかない。フロワードの弁によると、敵はキファやミルクやフェリスを傷つけると、ライナの精神状態が変化すると思っているのだ。そして、精神状態が変化すると、なにか、未来が変わるらしい。

　じゃあ、

「俺が死んだら安全なのかね、これ」

　と、言ってみると、それにシオンが言った。

「は、そんなふうに逃にげていいなら、とっくに俺は楽になってるけどね」

「まあ、なぁ～」

　と、ライナはシオンを見て、疲つかれたようにうなずく。

　きっとシオンも、同じようなことを何度も考えたはずだ。こいつについてきた奴が、夢をみた奴が、仲間になった奴が、敵対した奴が、もう、たくさん死んでいるのだ。

　その上で、それでもこいつは、ボロボロになりながらも前に進もうと生きている。

　シオンが言った。

「ライナ」

「ん？」

「さきに言っとくけど、ここまできたらもう、死ぬの禁止な。俺が我が慢まんしてるのにおまえが先に死ぬとか絶対許さない。俺よりさきに死んだらぶっ殺す」

「ははは」

「俺は本気で言ってるぞ？」

　というのに、ライナはうなずいた。

「わかってるって。ってかそれ、俺がおまえに言いそうな言葉じゃない？」

「言いそうな奴が死ぬの禁止」

「ええー」

　と、笑う。

　だがもう、そんな状況じゃないのだ。

　自分たちのために何人何千何万人も犠ぎ牲せいにして、いまさら、逃げることはできない。

　ここまで進んできた、責任を取る必要が、ある。

　でも、

「シオン。俺も言っていい？」

「うん？」

「俺はでも、おまえほど気負わないからな。だめなときは、だめだ。だから、最悪うまくいかなかったら、現状維い持じ推進派の奴らに、やめますーって伝言して、残り十年を楽しく暮らす方法考えようぜ？」

　と、言うと、シオンがあきれたようにこちらを見て、笑った。

「びっくりするほど無責任だなぁ～」

　それにライナは胸を張る。

「まだまだこんなもんじゃないぜ。なんせ、無責任なのが俺の売りだしな」

「そんなこと威い張ばるなよ」

「ふふふ、この年まで、人と付き合うの怖こわいーって逃げまわっていた実績を、甘く見てもらっちゃ、困るね」

　というのに、シオンが言った。

「あ、でもライナ、絶対に逃げられないこともあるからな」

「ん？」

　とそこで、シオンが前を指さす。強化兵が気絶しているキファを抱かかえ、こちらへ運んできている。

　それを見て、ライナは聞く。

「なんのこと？」

　するとシオンがにやりと笑った。そして、

「ローランドは一夫多妻制じゃないぞ？」

　なんてことを言ってきて、ライナは顔をしかめてシオンを見る。

「あの、シオン。そういういじめやめてくんない？」

「ははーん」

「ははーんじゃなくて」

「ほほーん」

「ほほーんじゃなくて。ってか、シオン。ちょっと相談していい？」

「なに？」

「おまえ、恋れん愛あいって得意？」

　するとシオンは即そく答とうした。

「苦手」

「じゃあなんで俺のこといじめんだよ！」

「いやいや、恋こいはいいと思うよ。ライナ君ってば、全然そういうことしたことないんだろ？　うん。若いね。頑張るといいよ」

　なんて言葉に、ライナは言う。

「おまえその偉そうっぷりで言うってことは、もちろん彼女とかいたことあんだろうな？」

「…………」

　すると少し、シオンが考えるような顔になる。

　それにライナはシオンを指さして、言う。

「おっまえ、ほんとは付き合ったことねーんだろ!?」

「ん？　あー、いや、あるよ、最近ないだけで」

「最近ってどれくらいだよ」

「んーと、数年かなぁ。おまえと会う前。ってか、仲いい友達出来ても、俺のことを好きって子ができても、なんか、王位争いしてた兄弟にみんな殺されちゃうからさ～」

　などと、とんでもなく重い発言してきて。

「おまえ、そういうふうに言うの、ずるいだろ」

　とライナが言うと、シオンは笑った。

「その後はあれだよ。勇者に取り憑つかれて、全身痛くてそれどころじゃなかった」

「……ふむ……でも、いまはもう、痛くないんだろ？」

「一年だけだけどな。ってか、もうあと七か月か。また痛いの嫌やだなぁ～」

　なんて、冗じよう談だんめかしてシオンは弱音を吐はく。だが、こいつがこんなことを言うのは、相当だ。たぶん、かなり苦しかったのだろう。

　ライナは目を細め、シオンを見つめて、言った。

「やっぱほら、恋愛どころじゃないだろ」

　シオンが笑って言う。

「俺を救うので忙いそがしいから？」

「そそ」

「じゃあ、俺と結けつ婚こんだな」

「働かなくていいなら」

「はい離り婚こん」

　と、馬ば鹿かなことを言ってシオンは笑う。

　するとそこで、研究所からミルクと、カシャ、ゼールが出てくる。ヤントはいない。たぶん、ルークの糸に、拘こう束そくされたままなのだろう。

　ミルクが言う。

「ライナ！」

　続いてカシャたちがシオンを見て、

「へ、陛下!?」

　と、驚おどろきの声をあげる。

　どうやらカシャの傷は『死デのル転ニ移オ』で塞ふさがったようだった。

　とそこでさらに、

「ライナ！」

　という、声がした。

　フェリスの声。

　そちらを見ると、彼女は、異変に気づいて途と中ちゆうで戻もどってきたようだった。

　背後にはルシルもいる。

　ミルクがその、フェリスの姿を見る。少し困ったような顔をする。

　フェリスはまったく気にせず隣となりまできて、捕ほ縛ばくされようとしているガスタークの連中と、ミルク、それから、こちらへ運ばれてこようとしているキファを見つめて、言った。

「……いったい、なにが起きた？」

　シオンがまた、いじわるな顔になって、答える。

「いやもうね、恋愛が凄すごいことになってるんだよ」

　だがそれに、フェリスは首をかしげた。

「恋愛？　なんのことだ？」

　その反応に、ライナは心底安心する。

「いや、うん。おまえは俺の仲間だと思ってたよ」

「む？」

「いやいや、なんでもない。その調子で頼たのむ」

　だがフェリスがこちらをにらんで言う。

「あ！　またあれだろう？　歩くだけで街の婦女子を妊にん娠しんさせてしまうという、例の野や獣じゆう病を発病したのだろう？」

　などといういつもの感じで、やはりライナはほっとする。














　だがそこで、

「ん～」

　という、声がした。

　それもよく知っている、女の声。

　キファの声だ。

　運ばれてくる途中で、彼女は目を覚ましたようで。

「うわっ、なんで私浮ういてるの!?」

　と、驚きの声を上げる。

　きょろきょろと周囲を見回す。ライナを見つけ、急に嬉うれしそうな顔で、

「あ、あ！　ラ……」

　と、言いかけ、しかし、彼女の視線は、フェリスと、ミルクを見つける。たぶん、ミルクとは初対面のはずで、おまけにカシャもいるのに、どういうわけかそちらには反応しない。彼女の中でそのへんがどういうふうに処理されたのかはわからないが、もう、あまりに的確に状じよう況きようを把は握あくし、

「ふ～ん」

　とだけ、言った。

　それから強化兵を見下ろして、

「ありがと。下ろしてくれる？」

　と、言う。

　地面に降り立ち、こちらを見て、にっこり微ほほ笑えむ。

「ひさしぶり、ライナ。助けてくれたの？」

「ああ、うん。俺が助けたんじゃないけど」

　だがキファはそれに微笑んだまま、言う。

「会えて嬉しい」

　それに、ミルクが反応する。

　続いてフェリスが、

「おい、気をつけろ。こいつは近づくだけで女が妊娠してしまう能力を持っている野獣なのだぞ！」

　などと言って、しかしそれに、キファは笑う。

「へー。そうなんだ。でも私、ライナの子供なら妊娠してもいいから平気だよ」

「なっ」

「なっ」

　と、ミルクとフェリスが同時に驚く。それからなぜか、二人ともこちらをにらんでくる。

　そしてその視線から逃にげるように、

「…………」

　ライナは、ちょっと助けを求めるようにシオンを見た。

　するとシオンも困ったように、

「俺に頼たよるなよ」

「だって～」

「ったく、まあいい。どういうわけか一気に再会が進んだが……ここは危険だ。敵がいる。一度、全員で城に戻ろう。ばらばらに散らばっている情報も共有化する必要があるし」

　とそこで、カシャを見て、

「君、『王研』一位の、カショク・カシャだろう？」

　それにカシャが、うろたえる。

「わ、わ、わたくしの名前を覚えていただけているなんて、こ、光栄の極きわみでございます!?」

「こちらこそ、君に会えて嬉しいよ。で、聞きたいんだけど、リューラ・リュートルー元公こう爵しやくの研究資料を、全部城に移すことはできるかな？　研究も全部、王城の中でしたいんだけど」

「もちろんです！　やらせていただきます！」

「ありがとう。じゃあ、それは君に頼む。期待しているよ」

　というのに、彼女はこくこくうなずく。

「お任せ下さい！」

　と、いうときの声が裏返っている。

　彼女は顔を赤らめて、うっとりしているようにすら、見える。

　まあでも、そりゃそうだろう。シオンはこの国の王で、見た目がよくて、器うつわがでかくて、一見優やさしいのだ（中身は仕事馬鹿のいじめっ子大王だが）。

　だから、女の子はみんな……キファも、フェリスも、ミルクもみんな、シオンを好きになるべきだとライナは思うのだが。

　キファが近づいてきて、言った。

「なんて、いじわるしてごめんね、ライナ」

　と、横に並んでくる。手にひょいっと触ふれてくる。

　ミルクがそれをめざとく見つけ、

「あ!?　ちょっ、それどういうこと!?」

　と、反対のライナの手をつかむ。キファがそのミルクを、笑え顔がおのまま見下ろす。

「ふむ。このかわいい子は、誰だれ？」

　それにミルクが答える。

「ミルク・カラードといいます。子供のころに、ライナと結婚する約束をした者です」

　キファがそれに、目を少しだけ細める。

「へー。結婚。すごいね。それほんと？　ライナ」

「…………」

　ミルクがきらきらと大きい瞳ひとみでこちらを見上げ、

「ほんとだもんね？　ライナ！」

「…………」

　それに背後で、シオンが言う。

「フェリスはいかなくていいの？」

　するとルシルが冷たい声こわ音ねで、

「シオン」

　と、名前を呼んで、シオンはそれに、

「……すみません」

　震ふるえる声で謝った。

　なんてことはさておき、とにかく、なんかピンチだった。

　神とか、戦争とか、人類の存亡とか、そういったことがまったく関係ないのに、ひどく面めん倒どうで大変そうな状況におかれてしまって──

「…………」

　もう、どうしていいか、わからない。はっきり言って、疲つかれた。もう全部放ほう棄きして昼ひる寝ねしたい、なんて、ライナは思う。

　第一、こんなことをしている場合じゃないのだ。

　いまのこの、神からの干かん渉しようがない──いつもよりもちょっとだけ希望の持てる平和な状況は、残り、七か月しかないのだから。

　だから、ライナは二人の手を、振ふり払はらおうとする。本当に、そんな場合じゃないのだから。

「ちょっと……」

　いい加減にしろよ、おまえら、と、ちゃんと言おうと思った。キファはそれに、気づく。というか、彼女はちょっとやり過ぎていると、わかっていたようだった。

　かわいく舌をだして、肩かたをすくめる。

　ミルクは、完全にわかっていない顔。

「う？」

　とか、言って。

　それにライナは一度ため息をついてから、彼女たちの手を、振り払おうとして。

「…………」

　だが、そこで、ライナは動きを止めた。

　いや、動けなくなった。

　キファがそれに、敏びん感かんに反応して、

「ん？　どしたの？　ライナ？」

　と、声をかけてくる。

　だが、答えられない。

　まるで答えられない。

　とにかく胸が痛む。

　胸の奥が痛む。

「ライナ？」

　もう一度キファが声をかけてくる。もう、ライナの様子がおかしいのに、彼女は気づいている。

　だが、反応できない。

　ただ、ただ、吐はき気けがする。

　内臓をすべて口から吐き出してしまいそうだ。

　鼓こ動どうが鳴る。

　早はや鐘がねのように鳴る。

　その直後、どんっどんっと、背後で二回、なにかが倒たおれるような音がした。

「シオン!?　兄様!?」

　フェリスが叫さけぶ声。それからその、彼女の声をかき消すように、

「ぐあ、ああ、う、あああああああああああああああああああ!?」

　シオンの悲鳴が上がる。

「シオン!?　おいシオン!?」

　フェリスが叫ぶが、シオンの悲鳴は止まらない。

　だが、それに振り返ることができない。

　そんな余よ裕ゆうはなかった。

　なにかが自分の中を侵おかしてくるような感覚。

　黒い、なにか。

　暗い、なにかが。

　右手が引かれる。手を握にぎったまま、ミルクが倒れたのが、わかった。

「なんなの!?　いったい、なにが起きてるの!?」

　キファが叫んだ。

　だがもう、薄うす々うすなにが起きているのか、ライナは理解し始めていた。

「…………」

　干渉だ。

「………………」

　神からの干渉が、戻もどろうとしている。

　だから、反応しているのは、中に神を飼っているニンゲンだけだった。

　シオン、ルシル、ミルク。

　頭の中で、声がする。




《ライナ》




　まるで空から降ってくるような、声。それが他の人間に聞こえているかどうかは、わからなかった。

　だが、頭の中にたたきこまれるように、声がする。




《ライナ、ライナ、聞こえてる？》




　悪あく魔まの声だ。

　寂さみしがりの悪魔の、声。

　ライナはそれに、答えた。

「くるなよ、悪魔が。あと七か月干渉しないんじゃ……」

　が、悪魔は無視して続けた。




《目を閉じろ》




　強制的に、目が、閉じてしまう。

　さらに、




《開け》




　と、言われる。

　それで目が開く。

　だが、そのときにはもう、景色が違ちがった。

　まるで別の世界がそこには広がっていた。

　異界だ。

　視界すべてが真っ赤な世界。

　赤い天てん井じよう。

　赤い床ゆか。

　赤い壁かべ。

　そこは広間だった。

　その、広間の中央に、一匹ぴきの悪魔が立っている。

　まるで道どう化け師しのような格好をした、ライナによく似た男。

　そいつがこちらを見つめ──言った。




《やあ、ライナ。久しぶり。で、時間がないから話を始めるけど……》




「ってか、いきなり出てきて、馴なれ馴れしく話しかけすぎじゃ……」

　が、悪魔は言った。




《殺し合いが始まる。君にとっては嬉うれしくない殺し合いが》




「は？　なんの話？」




《レムルスの結界が破れかけてる》




「は？　噓うそだろ？　ちょっと早くない？　まだ七か月……」




《それはなにもしなかった場合だよ。でも、『司祭』たちはすぐに解かい析せきを始めた。レムルスが張った結界の、解析を始めた。たぶん、あと一ひと月つきもあれば、結界は消される。でも、それよりももっと早く結界を壊こわす方法も、『司祭』たちは見つけた。こちら側の世界の、中から破は壊かいさせる方法。『堕おちた黒い勇者』を、目覚めさせるという方法を……》




　そこで悪魔が、指をぱちんっと鳴らす。

　すると、赤い広間の一部の色が変わる。

　そこに、真っ白な世界が現れる。

　その白い世界にスポットライトのようなものがあてられ、そこで、シオンが転げ回っているのが見えた。

「うあああああああああああ、うっ、がああああっ、がああああああああああっ!?」

　ひどく苦しそうだった。

　痛みに叫び、転げ回っていて。

「シオン!?」

　と、親友のそばに駆かけ寄ろうとするが、しかしそれに、悪魔がひょいっと一歩で、ライナの前まで飛んできて胸を手で押さえてくる。




《だめだよライナ。いまは近づけない》

















「どけよ、悪魔が」

　悪魔の手をつかむ。だが、動かない。




《いったらだめだ。まだ、君にはシオンを救う力がない》




　とそこで、転げ回っているシオンの横に、なにかが立ち上がる。血の色の煙けむりのようなものが吹ふき出している鎧よろいをまとった、男の姿が。

　おそらくは、勇者だ。

　アスルード・ローランドという名の、狂くるった勇者。そいつが感情のない、冷たい表情でシオンを見下ろしている。

「あいつがシオンを苦しめてるのか？」

　と聞くと、悪魔が答えた。




《彼が自分で選んだことだけどね》




「止める方法は？」




《あるよ。それを教えにきた》




「じゃあさっさと教えろよ」

　ライナが言うと、それに道化師は、悲しげに笑う。




《いいけど君は悲しむ。まあ、僕としては、どれを選んだところで君の選せん択たくに従うつもりだけど。なにせ、僕は君が好きだからね》




　などと、悪魔がどうでもいいことを言っている。だが、ライナはもう、シオンから目が離はなせない。苦しそうにしているシオンを、なんとか救いたいと、そればかり考えてしまって。

　だが、悪魔が言った。




《救う方法は、四つ。というか、こんな状じよう況きようで、四つも選せん択たく肢しがあるのに僕は驚おどろいたんだけど……これ、どうなってるの？　誰だれの描かいた筋書き？》

　などと問われるが、知るわけがなかった。

　そもそも、いま、なにが起きているのかもわからない。だが、なにもかもがどうでもよかった。

　シオンを。

　シオンを救わなきゃ──そればかりで頭がいっぱいになって、理性が飛びそうになる。なにかそういう、洗脳の魔ま法ほうをかけられているんじゃないかと思えるほど、シオンのことで頭がいっぱいになる。

　それを憐あわれむように、悪魔がこちらを見つめてきながら、言った。




《選択肢１。

　僕らでシオンに喰くわれてやる。それでもう、シオンには誰も逆らえなくなる。シオンは徐じよ々じよに十年かけて世界を壊し、『女め神がみ』を殺し、すべてをリセットする。僕らを食べたら『勇者』として完成するから、もう、苦しまない。痛みもない。安らかな時間が待っている……けど、きっと君はまだ、それは選ばない。




　選択肢２。

　ルシル・エリスを僕らが喰って、僕は一つに戻る。〈寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード〉に。そうすれば、一時的に『勇者』を止めるだけの力が手に入る》




　なんてことを言って、指をまたパチンっと鳴らした。

　するとシオンがいる場所とは反対に、ルシルが立っているのが見えた。その、ルシルの横には、いま話しかけている悪魔によく似た、道化師のような格好をした男が立っていた。

　たぶん、悪魔の半身だ。

　その悪魔が、こちらを見る。

　ルシルも、こちらを見る。




《ちなみにルシルにも……僕の切り裂さかれた半身がたぶん、同じ説明をしてるから……シオンを止めるために、襲おそってくるかもしれない。だから、殺し合いになる。喰いあいになる。君が勝つか、ルシルが勝つか》




「って、ちょっと待て。ルシルと、殺し合いしろってのか？」

　悪魔はただ、悲しそうに笑うだけで、答えない。

「あいつ、フェリスの兄貴だぞ？」

　悪魔は答えない。

「殺せるはず、ないだろ」




《なら君が、喰われるしかない》




「……そんな。いや、えと、選択肢は四つっていったよな？　じゃあ、あと二つあるのか？」

　だがそれに、悪魔はさらに顔をしかめて、指をぱちんっと鳴らす。

　するとまた別の方向に、スポットライトが当たる。

　そこはすべてが緑色の世界で──その中心に、ミルクが倒たおれていた。

　その、ミルクの横に、一人の妖よう艶えんな女が立っている。

　悪魔が言った。




《あの、『女め神がみ』を飼ってる少女を喰って……》




「却きやつ下か！」

　ライナは、すぐに言った。




《でも彼女は喰われたがってるよ。君の役に立ちたい。大好きな君の役に立ちたい》




「黙だまれ」




《子供のころからずっと愛している君の……》




「黙れ！」

　すると悪魔が悲しそうに笑う。そして、最後に続けた。




《選択肢４。

　ルシル・エリスが、ミルク・カラードを喰って対応する》




　ルシルが遠くで、右手を掲かかげた。するとルシルの傍かたわらにいた悪魔が消える。同時に、ルシルの手に、一ひと振ふりの黒い剣けんが生まれる。

　それを見て、悪魔が言った。




《くるよ。迷ってる時間はない》




「ふざけんな。いったい、なんでこんなことに……」




《でも、どれを選んでも、僕は君を信じる。ずっと中で見てたけど、やっぱり君は、いいよ。優やさしいし、おもしろい。君の選択なら、たとえすべてが台無しになっても……》




「黙れって！」

　ライナが怒ど鳴なると、また、悪魔は悲しそうに笑い、そして、




《黙るよ。君に任す。殺すか、殺されるか、君が決めろ》

　そう、悪魔が言ったところで。

「…………」




　殺し合いが始まった──






　あとがき







　はい。

　今巻で、『大伝』が何巻になったのか、もう、わからない状態で書いているのですがぁああああああああああ！

　こうなりました！

　えーと、あとがき先読み派はここでストップという、たまに言うやつでお願いします。




　で、ネタバレ全開のあとがき。

　表紙を見ていただければわかると思いますが、恋れん愛あいが進みました！

　伝勇伝で、こんな日がくるなんて！

　まあ、進んだっていうのかこれという説もあるのですが、ライナパパの影えい響きようもあり、大きく進んだと僕は思っています。

　そしてその流れが、とんでもない勢いで本格的に全体に影響します。

　というか、それ以上語ったら次巻の内容になってしまうので語れないので結局ネタバレないじゃんねー。

　というわけでー、ひさしぶりに今回は近きん況きようを書きます。

　近況１

　原げん稿こうが遅おそくてとよたのサオティに迷めい惑わくをかけ、

サオティ「たかやぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ、回らない寿す司しに連れていってくれたら許してやる！」

　と、海よりも空よりも広い心で許してもらって、発売されていると思います。

　発売されていなかったら僕のせいです。発売されていたら、サオティのおかげです。

　寿司!!

　ってか、伝勇伝は、まじ、サオティいなかったら無理だった、と思うことの連続なので、いい寿司をご馳ち走そうせねばー。

　で、言うのです。

僕「板さん、サオティにはいつもお世話になってるので、とりあえずこの、回ってる機械を、一度止めてくれませんか？」

サオティ「ふざけんなぁああああああ！」

僕「え!?」

　近況２

　実は富ふ士じ見み書しよ房ぼうがあるＫＡＤＯＫＡＷＡさんには秘密で集しゆう英えい社しやという会社で『終わりのセラフ』という作品をやらせていただいているのですが、その打ち合わせがあり、さっき集英社のある神じん保ぼう町ちようへ向かっていたのです。で、僕はとにかく電車を乗り過ごしたり乗り間ま違ちがえたり反対に乗ったりするのが頻ひん繁ぱんでたぶん五回に一回くらい間違えるのですが（アホか）例によって今日も間違えまして。

　で、驚おどろきの事実が判明しました。

　なんと、集英社のある神保町を一つ過ぎると、九く段だん下したという、富士見のあるＫＡＤＯＫＡＷＡ王国にいける駅の一つへたどり着くのです。

　もうすごいです。ＫＡＤＯＫＡＷＡ王国は、街中ＫＡＤＯＫＡＷＡの人が溢あふれかえっているんじゃないかというくらい、ＫＡＤＯＫＡＷＡのビルがたくさんあります。ＫＡＤＯＫＡＷＡににらまれたらライトノベル作家は歯に埋うめ込まれている毒が破は裂れつして簡単に死んでしまうという噂うわさがあるくらいなので、

「やべぇええええええ、集英社の仕事気分でＫＡＤＯＫＡＷＡ王国に気軽にきてしまったら鉄の制裁があるじゃないか!!」

　と、慌あわてて電車に乗り直しました！

　という内容をあとがきで冗じよう談だんで書いてもいいくらい、ＫＡＤＯＫＡＷＡのみなさんは優しいです。（てか伝勇伝に『終わりのセラフ』の告知載のせてもらったのに秘密もくそもないですが！　笑）いやいやでも、業界の慣例では、デビューしたら三年はきちんと忠誠を尽つくそうぜ！　的なものが僕らの世代はあったのですが（いまもあるのかなどうかなたぶんあると思う）。

　しかし、僕は富士見だけで一三年七〇冊以上書くまで他の仕事をしたことがなかったスーパー富士見っ子優等生くんなので（自分で言うか）とにかくみんな優しかったですってかいまも富士見で死ぬほど書いてるしね『黙もく示し録ろくアリス』出たばっかりじゃんね！

　他でちょっと仕事しだしたーと言いつつ、もしかしたら、いまも年間で富士見で一番たくさん本出してる作家かもしれないです。どうだっけ？　担当さん。

　おまけに、七〇冊以上書いてるのかまじか。

　なんでも、ファンタジア文庫の二五年以上の歴史で、一番たくさん書いてる作家だそうです。みんな知ってた？？？　知らぬ間にそうなってた。いやあとがきで書いたことある気もするけどそれもずっと前の気がする（笑）。

　ってか、二位は誰だれだろ。もう、電でん撃げき富士見ＭＦスニーカーの、キャリア長い人はみんな知り合いなくらいになっちゃってるので、各レーベルの一番たくさん書いてる人誰だーっていったらすぐわかりそうなものだけど、数えるのがめんどくさいので、知ってる人いたら、お手紙とかで教えてね！

　ほいで、まあ、その、七〇冊以上のうちの──

　半分以上が伝勇伝シリーズというっ！

　つまりもう、伝勇伝は僕の人生と言っても過言ではないですね。ちょっとライナとシオンとフェリスについては、息を吸って吐はくように書けるところがあって、それって凄すごいことだと思います。彼らの関係性を書き続けることで、僕は作家として成長していったところがあるなぁとか、おまけに作品の中で、今回の内容みたいにライナが成長していくのを、目を細めて見ていたりするところがあって、なんか、ええと、そういう作品に関かかわれた幸せを、みなさんに日々、感謝しています。

　いつもの言葉ですが、みなさんの応おう援えんがなければできないことなので、本当に感謝しています。

　さて、そろそろページ数があれなんでー。

　また次回！

　次は『黙示録アリス３』と終わりのセラフの小説『終わりのセラフ４　一いち瀬のせグレン、16歳の破滅カタストロフイ』が、同月くらいに出るのかもしれない死ぬかもしれない。




　あと、伝勇伝は、次巻でついに世界の核かく心しんへいっちゃいます。

　ライナたちがめいっぱいがんばるので、よろしくお願いします！




　鏡貴也のツイッター　https://twitter.com/kagamitakaya/

　鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」http://www.kagamitakaya.com/


鏡かがみ　貴たか也や











大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ15




悪あく魔まの恋こい模も様ようについて
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